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平成２４年塩尻市議会９月定例会 

経済建設委員会会議録 
 

○日  時  平成２４年９月１３日（木）  午前１０時００分 

○場  所  全員協議会室 

○審査事項   

 議案第 １号 平成２３年度塩尻市一般会計歳入歳出決算認定について中 歳出４款衛生費中１項保健衛生費

６目環境保全費のうち合併処理浄化槽設置事業及び２項清掃費１目し尿処理費、５款労働費

（１項労働諸費４目ふれあいプラザ運営費を除く）、６款農林水産業費、７款商工費、８款土

木費、１１款災害復旧費 

 議案第 ６号 平成２３年度塩尻市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

 議案第 ９号 平成２３年度塩尻市水道事業会計決算認定について 

 議案第１０号 平成２３年度塩尻市下水道事業会計決算認定について 

 議案第１１号 平成２３年度塩尻市農業集落排水事業会計決算認定について 

○出席委員・議員 

       委員長   永井  泰仁 君    副委員長   西條  富雄 君 

        委員   横沢  英一 君      委員   青木  博文 君 

        委員   中村   努 君      委員   塩原  政治 君 

        委員   中原  輝明 君 

議長   永田  公由 君 

○欠席委員 

       なし 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

○説明のため出席した理事者・職員 

       省略 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

○議会事務局職員 

       庶務係主事   若林  智彦 君 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

午前９時５９分 開会 

○委員長 皆さん、おはようございます。ただいまから９月定例会経済建設委員会を開会します。本日の委員は、

委員全員が出席をしております。当委員会に付託された議案は、別紙付託案件表のとおりであります。それでは、

日程について西條副委員長から申し上げます。 
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○副委員長 それでは、説明させていただきます。本日とあす、委員会審査を行います。案件等３０件ございま

すので、委員会終了後の視察は予定していませんので、よろしくお願いいたします。以上です。 

○委員長 このたび、会議室の音響設備が整いましたので、本日の委員会から委員、説明する職員ともに、発言

はすべてマイクを使用していただくようお願いをいたします。 

 それでは、理事者のほうであいさつがありましたらお願いをいたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

理事者あいさつ 

○副市長 おはようございます。お忙しいところ委員会を開催をいただきまして、大変ありがとうございます。

御提案をいたしております議案、平成２３年度一般会計歳入歳出決算認定ほか、条例案件等々につきましてお願

いを申し上げている次第でございます。どうかよろしく御審査をいただきまして、原案どおりお認めいただきま

すようお願いを申し上げまして、ごあいさつとさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長 ただいまから議案審査を行います。なお、発言に際しましては、議事の円滑な進行のため、委員長の

指名を受けた者のみの発言とします。議事進行への御協力をお願いをします。また、議案の審査案件に関係のな

い職員の退室を認めます。それでは、審査に入ります。 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

議案第１号 平成２３年度塩尻市一般会計歳入歳出決算認定について中 歳出４款衛生費中１項保健衛生費６

目環境保全費のうち合併処理浄化槽設置事業及び２項清掃費１目し尿処理費、５款労働費（１項労

働諸費４目ふれあいプラザ運営費を除く）、６款農林水産業費、７款商工費、８款土木費、１１款

災害復旧費 

○委員長 議案第１号平成２３年度塩尻市一般会計歳入歳出決算について審査を行います。歳出４款衛生費中１

項保健衛生費６目環境保全費のうち合併処理浄化槽設置事業及び２項清掃費１目し尿処理費を議題とします。説

明を求めます。 

○建設維持課長 それでは、お願いします。一般会計の特別会計の歳入歳出決算書をお願いします。１７８、１

７９ページをお願いします。４款の衛生費１項保健衛生費６目の環境保全費中、合併処理浄化槽設置事業につい

て御説明いたします。これにつきましては、塩尻市合併処理浄化槽設置整備事業補助金交付要綱及び取り扱い要

綱に基づきまして、公共下水道認可区域及び農業集落排水事業施設整備区域の区域外におきます合併処理浄化槽

設置者に対し、設置に要する費用から受益者負担金相当額などを控除して補助をしたもので、４４０万円余とな

っております。なお、国の循環型社会形成推進交付金と県の合併処理設置整備事業補助金、合わせまして１２２

万３，０００円を充当しておりますのでよろしくお願いします。私からは以上です。 

○衛生センター場長 それでは、決算書の１８２、１８３ページをお願いいたします。２項の清掃費１目のし尿

処理費でございます。支出済額４，９２５万６，７８９円のうち、し尿処理施設管理費４，０４１万５４６円で

ございます。これにつきましては、し尿などの受け入れ量７，７２７トンに伴う施設の維持管理費でございます。

主なものについては、その４つ下の消耗品費でございますけれども、６２９万４，９１１円でございます。これ

につきましては、脱臭剤とか凝集剤、あるいはポンプなどの機械部品の消耗品費ということでございます。その

４つ下の電力使用料でございますが、６８１万４，８８２円でございます。これにつきましては、年間４０万４
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９９キロワットの処理棟あるいは管理棟、井戸の動力などの電力使用料ということでございます。その２つ下の

営繕修繕料でございます。８４９万６，１８０円でございますが、これにつきましては、破砕機、ドラムスクリ

ーンなどの修理ということで４８３万円。そして、取水送水ポンプの修繕２台ということで２４４万６，５００

円、それと搬入路の舗装補修などの営繕修繕料でございます。引き続きまして１８４、１８５ページをお願いい

たします。６番目の清掃委託料１３４万５，６９９円でございますけれども、これにつきましては、管理棟ある

いは処理棟の清掃などの清掃委託料ということでございます。その５つ下の槽内清掃作業委託料１１９万７，０

００円ということで、これにつきましては、し尿の受槽、浄化槽の汚泥受槽などの清掃、あるいは汚泥の処理の

費用ということでございます。その下の機械設備点検業務委託料５３５万３，３２０円でございますが、これに

つきましては、トラックスケール、あるいはし尿の投入ポンプ自動とびら、あるいは非常用の電源装置などの設

備の点検業務委託料ということでございます。私からは以上でございます。 

○委員長 それでは、一たんここで切ります。質疑を行います。委員より御質問がありますか。ありませんか。

中原委員。 

○中原輝明委員 何もございません。 

○委員長 よろしいですか。よろしいですね。 

 ないので、次に進みます。なお、討論、採決は、質疑終了後、一括して行いますので、よろしくお願いをいた

します。 

 それでは、５款労働費を議題とします。なお、労働費中１項労働諸費４目ふれあいプラザ運営費は除きます。

説明を求めます。 

○商工課長 それでは、決算書の１８６、１８７ページをお開きください。備考欄の主な事業につきまして御説

明申し上げます。５款労働費１項労働諸費１目労政費のうち、上から３番目の白丸、労政事務諸経費の技能褒賞

者記念品代１７万６，０００円余でありますが、１１名の技能褒賞者の記念品代、ワイングラスそれからバッジ

等を記念品代としたものでございます。 

次の白丸、勤労者福祉資金貸付金の融資預託金１億６，０００万円につきましては、勤労者等を対象にしまし

た限度額２００万円、返済期間が１０年以内、貸付利息が、固定金利で１．７９％、変動利息で１．５４％とし

た融資のための原資を金融機関に預託したものでございます。平成２３年度につきましては２５件、新規融資額

が平成２３年度、２，７１３万円のあっせん実行額となっております。 

次の白丸、労働者福祉対策事業の中小企業退職金共済掛金補助金５３５万８，０００円余でございますが、掛

金を払いました事業主に対しまして、１５２事業所、８９３人を対象に補助したものでございます。黒ポツの勤

労者福祉サービスセンター運営補助金８００万円でございますが、朝日村、山形村からの負担金２３８万４，０

００円を合わせまして交付したものでございます。２つ下の黒ポツ、労働対策振興費補助金１５０万円につきま

しては、塩尻地区労働者福祉協議会への活動費の助成でございまして、労福協フェスティバル、福祉施設、駅前

清掃などのボランティア活動などの勤労者福祉活動に取り組む団体へ補助したものでございます。２つ下の前年

度中小企業福祉事業補助金返還金１３８万７，０００円余でございますが、平成２２年度に国から交付されまし

た補助金８００万円のうち、補助金の対象経費が下回ったために翌年度精算といたしまして国へ返還したもので

ございます。その下の黒ポツ、前年度勤労者福祉サービスセンター運営費負担金返還金４１万３，０００円余に
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つきましては、先ほど御説明申し上げました翌年度精算に伴います、朝日村、山形村からの負担金を返還したも

のでございます。 

次の白丸、雇用対策事業の臨時職員賃金３０３万１，０００円余でございますが、これにつきましては、就職

が決まっていない新規学校卒業者、卒業後３年以内ということでございますが、一時的に臨時職員といたしまし

て雇用しまして、働きながら就職活動ができる環境をつくり、１０人を採用したものでございます。期間中に２

名の就職が決まったものでございます。次に、５つ下の若年者就業支援委託料３９９万円でございますが、若年

者の就労支援のための若年者就業サポート事業を、ＮＰＯ法人ジョイフルへ委託したものでございます。主な内

容でございますが、就業相談件数が４９１件、働く意欲のある無職の若者、いわゆるフリーターを対象といたし

ましたセミナーを延べ５８回開催し、９７名の参加がございました。また、就職もしていない、また就業のため

の訓練も受けていないいわゆる若者、ニートを対象にしました就業啓発セミナーを延べ１６８回開催いたしまし

て、９５２人の参加があったものでございます。その結果、就職者が２７名、進学者が２名という成果があった

ものでございます。 

○委員長 課長、ちょっとマイクを離して、ちょっとあれしないとハウリングしちゃって、聞き取りにくいので

お願いします。 

○商工課長 申しわけございません。次、１８８、１８９ページをお開きください。一番上の備品購入費６８万

４，０００円余でございますが、新規学校卒業者就職活動のための事務用机等を購入したものでございます。そ

の下の塩尻地区労務対策協議会補助金１２０万円でございますが、塩尻地区労務対策協議会への助成金で、新規

就職者研修会、また高校生を対象としました就業意識啓発セミナー、学校教職員と地元企業との情報交換、また

企業視察などを開催し、会員企業で２０名の採用があったものでございます。 

次の白丸、駐輪場管理諸経費２７１万４，０００円余でございますが、塩尻駅前等の駐輪場の管理経費で、主

に駐輪場の管理や清掃等にかかわるシルバー人材センターへの委託料となっております。 

次の白丸、シルバー人材センター事業の黒ポツ、シルバー人材センター補助金１，２８０万円でございますが、

シルバー人材センターの運営にかかわります市村の補助金でありまして、朝日村から均等割、人口割で計算した

負担をしていただいてございます。 

２目の職業訓練校費の白丸、職業訓練校運営諸経費の２つ下の黒ポツ、塩尻高等職業訓練校指定管理料１６０

万円でございますが、塩尻職業訓練協会へ施設管理、事業運営を委託しているものでございまして、木造建築科

や配管科などの普通課程などが設置されて運営をしております。現在、普通課程木造建築の３年が４名、配管の

２年が７名でございます。次の黒ポツ、木曽高等漆芸学院指定管理料１４５万８，０００円でございますが、木

曽漆器工業協同組合に施設管理、事業運営を委託しているものでございまして、漆器科、デザイン科が設置され

て運営をされております。 

３目の勤労青少年ホーム管理費の上から２つ目の白丸、ホーム運営諸経費のうち、黒ポツ、ヤングスクール講

師謝礼９９万５，０００円余でございますが、これにつきましては、前期、後期、夏期、冬期にわたります各教

室、講座の講師謝礼で、茶道、ヨガ、クッキング、和菓子、エアロビクスなど２１講座、延べ１３９回を開催し

まして、受講者が１，００８人ということで開催されたものでございます。また、それ以外にも自主サークルの

組織等でさまざまな活動も行われているものでございます。１９０、１９１ページをお開きください。一番下の
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ふれあい・ときめき事業補助金２７万６，０００円余でございますが、１２９名の参加がございまして、ふれあ

い・ときめき事業、通称ときめきデートマッチに補助したものでございます。５款労働費の説明は以上でござい

ます。よろしくお願いします。 

○委員長 それでは、質疑を行います。委員より御質問がありますか。 

○中村努委員 １８７ページ、雇用対策事業ですが、緊急雇用対策１０名の臨時採用、それから若年者就業支援

委託ということで、それぞれ成果があったんですが、ちょっと成果として少ないんじゃないかなというような印

象を受けますが、どのように評価をされておりますか。 

○商工課長 ただいま２点の御質問をいただきました。臨時職員賃金の関係の１０名でございます。当初１８名

の申し込みがあったという中で、１０名の枠しかございませんでしたので１０名の採用ということでさせていた

だきました。庁内のほうでですね、各部署のほうからそれぞれ要望をとりまして、仕事をしながら就職活動をし

ていただいたということでございまして、６カ月間の雇用の中で２名の採用があったわけでございますが、やは

り時間的な制約もございますし、市のほうへ臨時職員ということで来たということで公務員志望というふうな方

もいらっしゃいました。そういう中で、ちょっとこれはオフレコですが、県職のほうへですね、希望されてまし

て、一次試験は受かったんですが、最終的には採用されなかったというケースもございまして、やはり、そうい

った１つの目的と言いますかですね、自分のやりたい方向がやはり違うようなことで、結果的には２名というよ

うなことでございましたけれども、やはり６カ月間の中で行政のことも覚えながら、目的に向かって６カ月間過

ごしていただいたんじゃないかと。これも今後の就職活動に役に立ったんじゃないかなというふうに思います。 

 若年者就業支援委託料の関係なんですが、やはり、先ほども御説明いたしましたけれども、ニートですとかフ

リーターって言いますか、そもそも就職活動がですね、するに当たって御自分でなかなか、引きこもってしまっ

てですね、できないというような方もおりますので、まずは御自分でそういった就職活動のできるような環境づ

くり、そういった指導、そういったものを中心にやっている事業でございますので、それは成果は少ないかなと

いう気がしますが、御本人にとってはですね、そういった形で一歩一歩前進しているのではないかなと、そんな

ような評価をしております。 

○中村努委員 わかりました。若年者就業支援のほうですが、これは、求人がなくてこういうふうになっている

のか、求職者側に問題があるのか、総括的にどのような現状でしょうか。 

○商工課長 やはり、今、議員さんの御質問のように、求人がないというようなことも１つの要因かと思われま

す。 

○中村努委員 もうちょっと具体的に、フリーターに対して、あるいはニートに対して、これだけ大勢の方が参

加されているんだけれども、結局２７名の就職の、進学者２名ということですよね。この参加された皆さんを吸

収できるような求人がどのくらいあったのかというような点については、わかりますでしょうか。 

○商工課長 具体的な数字はつかんでないんですが、先ほども申し上げましたけれども、本当にですね、フリー

ター、ニートの方を対象にしたセミナー等でございまして、面接の仕方ですとかね、あともっと言いますと、履

歴書の書き方ですとか、そういったようなことからスタートしている。個々の面接の中で、そういった個々の状

況といいますか、状態によりまして対応しているというようなことでございまして、なかなか求人も少ないのは

事実なんですが、本人に見合った就業先あるいは進学先を指導、支援をしていくと、そういうような目的でやっ
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ておりまして、実績には結びつかなかったということでございます。 

○中村努委員 やはり、そういった、どこに問題があるのかということをしっかり把握をして、事業委託をする

わけですから、お互いによく連携をとって、どこに問題があるのかということを明確にして、この委託料という

ものは出すものだと思いますので、これは要望とさせていただきます。 

 続けていいですか。１８９ページのシルバー人材センター補助金に関してですが、今すぐ数字は出ないかもし

れませんが、市からシルバー人材センターに業務委託してる総額は幾らになるのか、わかれば教えてください。 

○商工課長 済みません。市としてですね、幾ら委託料かということで、数字はつかんでおりませんが、平成２

３年度の決算ベースですと、いわゆる公共事業の占める割合が２７．２％で、民間に占める割合が５８．７％、

いわゆる一般家庭の仕事が１３．３％というようなことでございまして、昨年度、平成２３年度につきましては、

民間からの事業がふえたというようなことで聞いております。市の関係につきましては、後ほど出させていただ

きます。 

○中村努委員 わかりました。 

○委員長 ほかにありませんか。よろしいですかね。 

 それでは、ないので次に進みます。６款農林水産業費を議題といたします。説明を求めます。 

○副市長 先ほどごあいさつのところで申し上げるところでございましたけれども、本年度から決算説明資料に、

お手元に差し上げてございます別冊で、款別重点施策というもので、事務事業評価シートをつけさせていただい

てございます。こういうものでございます。これは、決算書に載っています備考欄の丸の事業を中心にですね、

主な事業、約８０事業をですね、内部評価をしたものでございます。あわせてごらんをいただきまして、説明さ

れるほうもですね、該当するものがあれば、何ページというふうに指定をしてですね、説明をいたしますので、

参考までにお願いをいたしたいと存じます。 

○委員長 わかりました。それでは、農林水産業費の説明をよろしくお願いいたします。 

○農業委員会事務局長 それでは、決算書１９２、１９３ページをお願いいたします。６款農林水産業費の中の

１目農業委員会費から御説明いたします。決算額につきましては５，０９４万８２０円でございます。３番目の

丸、農業委員活動費１７６万４，９３７円でありますが、これは農業委員の活動に伴う経費でございまして、主

なものでは、５つ目のポツ、印刷製本費３７万９，８７７円。農業委員会だより、グリーンしおじりの印刷費で

あります。１０番目のポツ、農業委員先進地視察研修負担金２３万円につきましては、昨年、国内研修というこ

とで、１人１万円で２３名が参加した負担金でございます。 

４番目の丸、農業者年金事務諸経費６７万８，７４０円でありますが、この経費は農業者年金の受託事務で、

年金裁定請求等の事務処理にかかわる経費でございます。 

続きまして１９５ページをお願いしたいと思います。最初の丸、農業委員会事務局諸経費５５７万３，１４５

円でありますが、この経費は農業委員会事務局の諸経費で、主なものでは、７番目のポツ、農地地図情報検索シ

ステム業務委託料８４万円でありますけれども、農地基本台帳の農地所有者の住民記録、そして固定資産の情報

等を更新するため、入札で株式会社パスコに業務委託しているものでございます。次の８番目のポツ、農地情報

管理システムデータベース改修業務委託料２７３万円でありますけれども、平成２２年４月に農業委員会交付金

事業の法律の改正がありまして、５年以内に農地基本台帳に納税猶予の作付け状況など幾つかの新たな項目を追
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加することに伴う業務委託でありまして、国のほうからの指示のため、ほとんど全額が国庫補助によるものでご

ざいます。農業委員会費につきましては以上です。 

○農林課長 それでは引き続き２目の農業総務費、決算額１億５６１万７，７０７円から御説明を申し上げます。

３番目の丸、農業総務事務費３，６４５万３，２８５円のうち、上から７番目のポツでございますが、営繕修繕

料６７万４，５５１円につきましては、チロルの森の食材供給施設及びソフトクリーム等の製造機等の修繕費で

ございます。チロルの森につきましては、お手元に信州ファームの経営状況を説明する書類があると思いますの

で、ごらんいただければと思いますけれども、概略申し上げますと、チロルの森につきましては、平成２３年度

の入場者数８万人余でございまして、前年比１０７．６％という状況でございます。それでは、続きまして上か

ら９番目のポツの登記書類作成委託料３５５万３，５００円でございますが、これにつきましては、地籍調査等

の誤り訂正にかかわりますところの登記書類の作成で、９件分を委託したものでございます。続きまして、上か

ら１２番目のポツの農業公社運営補助金３，１５６万６，０００円でございますけども、これにつきましては、

耕作放棄地の解消を主題に行っております農業公社への事業費の補助でございます。農業公社につきましては、

農産物の加工販売事業、また情報発信事業等の取り組みを行っております。なお、この農業公社の詳細な実績に

つきましては、別冊にございます農業公社の運営状況を説明する書類がございますので、ごらんいただければと

思います。 

それから、続きまして４番目の丸、農業総務負担金につきましては、上から１番目のポツになりますが、家畜

損害防止対策事業推進協議会への負担金９９万２，０００円でございます。これにつきましては、家畜へのワク

チン投与、また法定伝染病・疾病等を予防するための家畜損害防止対策推進事業の推進協議会への負担金、また、

中信農業共済が運営するところの家畜診療所の運営負担金を、市町村別の負担金として納入しているものでござ

います。 

それでは、続きまして１９６、１９７ページをごらんいただきたいと思います。３目の農業振興費、決算額１

億２，９５４万１，３３２円でございますけども、１番目の丸の園芸産地基盤強化等促進事業のうち、１番目の

野菜価格安定事業補助金９００万円でございますけども、これにつきましては、野菜の生産出荷安定法に基づく

ところの独立行政法人の畜産産業振興機構が実施しております、野菜価格安定基金への助成に関するところのＪ

Ａ及び生産者に対する補助金でございます。 

それから、次の２番目の丸の畜産振興事業３２７万２，１４２円につきましては、高ボッチ公共牧場の運営に

関する経費でございまして、主に、２つ目のポツの営繕修繕料２５０万７，１９０円につきましては、牧さくの

補修、またポンプ等の改修をしたものでございます。 

続きまして、３番目の丸の農作物等災害対策事業１，０９１万２５６円につきましては、有害鳥獣対策が主な

ものでございまして、内容的には上から１番目のポツの臨時職員賃金ということで、有害鳥獣パトロール員２名

を収穫期の５月から１０月に配置したものでございます。また、上から１３番目になりますが、ポツの有害鳥獣

防除対策事業補助金１８７万円につきましては、被害防止用の電気牧さく等の設置補助にかかわるものでござい

まして、平成２３年度は２９件、電気牧さくの延長で申し上げますと２５．７キロメートルを、それぞれ助成を

させていただきました。それから、次のポツになりますけども、有害鳥獣駆除対策協議会負担金３５０万円につ

きましては、有害鳥獣被害防止の対策として駆除を行います対策協議会のほうへの市の負担金ございます。実績
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につきましては、カラス等が２９６羽、またニホンジカについては８０頭、それからイノシシ等につきましては

２９頭、サルにつきましては２９匹、あと、鳥関係でございますが８３羽というような実績でございます。それ

から、次のポツになりますが、有害鳥獣駆除従事者確保事業補助金２４万２，８２０円につきましては、わな免

許の取得者１３件、それから銃砲所持の免許の取得者１件の補助をさせていただいたものでございます。それか

ら、次のポツになりますが、猿害対策事業負担金１９２万４，０００円につきましては、６月から１０月にかけ

まして各地区で、６人体制で１日５時間を、サルの追い払い事業を行ったものでございます。 

それから、次の４番目の丸になりますが、農業振興資金等利子補給事業４４１万３，０３１円につきましては、

市の農業振興資金の利子補給をさせていただいたものでございまして、１２６件、それから農業近代化資金が２

件、それぞれ利子補給をさせていただきました。 

また、５番目の丸になりますが、農業経営基盤強化資金利子助成事業１８３万５２９円でございますが、これ

は、認定農業者等が利用いたしますスーパーＬ資金、いわゆる規模拡大、効率化を図ろうといたします認定農業

者に対する利子補給でございまして、昨年度は、上半期に１２件、下半期に１２件、それぞれ利子補給をさせて

いただきました。 

続きまして６番目の丸、農畜産物消費宣伝事業１１万５，０００円につきましては、ＪＡ塩尻市等が行いまし

た他県に出向いての野菜果樹の消費拡大、それから、昨年長野県で全国担い手サミットがございましたので、こ

の会場での消費拡大等に捻出をさせていただいてございます。 

それから、一番下の丸になりますが、農業生産振興施設整備事業につきましては、農産物等の共同機械利用を

行うところの補助金でございます。 

それでは、続いて１９９ページをごらんいただきたいと思います。１番目のポツの強い農業づくり交付金２，

９１２万円、それから合わせまして３，３３７万円につきましては、ＪＡ塩尻市が実施いたしました桔梗ヶ原の

果樹共選所の荷受け場の品質センサー、それから冷蔵庫の整備を行ったものでございまして、総額１億５，００

０万円余の事業でございますけども、国の助成とあわせて市が１５分の１の負担を上乗せをさせていただいたも

のでございます。 

それから、続いて１番目の丸のぶどうの郷づくり等推進事業１，７３６万２，９２５円につきましては、本市

特産のブドウを中心といたしました果樹総合産地としての維持発展を図るために、果樹棚、また果樹苗等の導入

に対するところの助成を行ったものでございまして、平成２３年度につきましては、ブドウ棚の整備が、新設が

４件、約３ヘクタール、それから更新が１２件、これも３ヘクタール、また苗木等につきましては、９，０００

本の導入に対して助成をさせていただきました。また、果樹共済につきましても、果樹共済の掛金の３分の１を

補助させていただきまして、加入率が３６．５％、１０６．４ヘクタールの面積が、これは果樹面積でございま

すけども、加入をいただくという状況になってございます。 

続きまして２番目の丸、中山間地域等直接支払事業２，５５０万７，７１６円でございますけども、これは、

生産条件等の不利な中山間地域におきまして農業生産の維持を図るというような意味、また、多面的機能を今後

も確保していくというような意味で実施されている事業でございまして、国・県・市がそれぞれ３分の１ずつを

負担をしているものでございます。平成２３年度は、１８集落、１３４．４７ヘクタールが、それぞれ協定を結

びまして事業を実施してございます。 
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続きまして３番目の丸、環境にやさしい農業推進事業６８７万９，４００円でございますけども、これにつき

ましては、環境保全型農業を確立をしております市内の農家、また風食防止に対するところの推進事業でござい

まして、主には、１番目のポツの農地地力向上対策事業補助金１６２万９，０００円につきましては、レタスの

根腐病の拡大防止、また、冬期間等の農地が風で舞う風食を防止するための緑肥の助成でございます。事業費の

３分の１を助成させていただいてございます。続いて２番目のポツになりますが、農業用廃プラ回収処理あっせ

ん事業補助金４７２万１，０００円につきましては、それぞれ農家が利用いたします農業用ポリマルチの廃プラ

スチックにかかわるところの収集処理の助成をしているものでございます。事業費の５分の１を助成させていた

だきまして、平成２３年度の実績といたしましては、ＪＡ塩尻市が２３７トン、ＪＡ洗馬が５６５トンというこ

とで、合計８０２トンを処理させていただいてございます。続いて３番目のポツの防薬ネット設置事業補助金で

ございますが、１３万９，０００円につきましては、これは、農薬のドリフトの対策といたしまして、防薬ネッ

トの設置に関するところの２分の１を助成をさせていただきまして、昨年度、２件の３，２６１平方メートルの

農地の防薬ネットの設置に助成をさせていただいてございます。続きまして４番目のポツになりますが、環境保

全型農業直接支援事業補助金３９万４００円につきましては、国の事業でございまして、化学肥料また農薬等を

５割以上低減したエコファーマーに対して、国が２分の１、県が４分の１、市が４分の１を助成をするものでご

ざいまして、実績といたしましては９件、約１０ヘクタールがこの認定をされた農地として補助金を受けており

ます。 

続きまして４番目の丸になりますが、農作物自給率向上事業４４７万６，１６１円につきましては、主といた

しまして７番目のポツの農業用機械借上料８７万８，２２０円、これは耕作放棄地を農地に再生させるために、

農業公社、またＮＰＯ等が行います耕起作業に対してトラクターをリースしたものでございます。耕起作業用の

トラクターをリースしたものでございます。昨年度は、１２．５ヘクタールがこのリースによりまして活用され

てございます。それから、次のポツになりますが、農地再生支援補助金８０万円につきましては、重機等を使っ

た農地再生の作業に対する助成をさせていただいておりまして、上限、１反歩当たり８万円で、昨年度は４件、

１．１ヘクタールがこの事業を活用して農地再生を図ってございます。それから、次のポツになりますが、農地

利活用推進補助金１１４万６，０００円につきましては、これは、農地再生後、戦略作物、大豆、ソバ等を作付

けを販売目的で作付けをしたものに対しまして、１年目は２万円、また２年目、３年目は１万円をそれぞれ助成

をするものでございます。これにつきましては、平成２３年度は周知をさせていただきまして、ソバが１４件、

４ヘクタール１町、それから大豆が１件、０．２ヘクタールというような状況でございまして、大幅に活用がふ

えたという状況でございます。続きましては、１０番目のポツになりますが、水田農業経営確立推進指導事業補

助金６４万５，０００円につきましては、米の受給調整にかかわるところの推進費でございます。平成２３年度

は、生産調整目標といたしまして５９４．２ヘクタールが、私どものほうに課せられたわけでございますけども、

実績としまして５９０．３ヘクタールで達成をいたしました。３．９ヘクタール増で達成をさせていただきまし

た。それから、戸別所得補償制度につきましては平成２４年度８０２件、御加入をいただきまして、それぞれ支

払額が１億３，１５８万１，０００円を農家に支払わさせていただいてございます。これも、加入に努めまして、

前年比１２戸ふえております、というような状況でございます。 

それから、一番下の丸になりますが、農業経営体育成支援事業１，２４０万４，１７２円につきましては、農
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業者の育成確保、また安心・安全な農産物、地産地消の推進にかかったものでございまして、主なものといたし

ましては、１番目のポツの農業マスター養成塾講師謝礼ということで、平成２３年度、農業マスター養成講座を

開催いただきまして、２０名の御参加をいただきました。平均年齢４５．８歳ということで、全４回のマスター

講座を開催させていただいてございます。それから、下から３番目のポツになりますが、農業者育成研修補助金

８０万円につきましては、塩尻志学館高校のワイン研修にかかわるところの海外研修にかかわるところのワイン

醸造の技術習得を目指した研修に対して助成をしたものでございまして、平成２３年度は、フランスからアメリ

カのカリフォルニア州のほうへ研修先を変更させていただきました。６名の生徒が研修をしてございますが、本

年、４名が本年の研修に向かったということでございまして、結果、現在今までで５０名がこのワイン研修に参

加をしているという状況でございます。それから、下から２番目のポツになりますが、農業振興団体育成補助金

１１３万８，４２９円につきましては、生産者又は消費者等の交流、また農産物のＰＲ活動、また地産地消、食

育推進活動等を行います農業者の団体２団体、それから農村女性等の団体４団体に対して、事業費の補助をさせ

ていただいたものでございます。それから、一番下のポツになりますが、共同利用機械施設等導入事業補助金９

００万円でございますが、これは、農業の機械化、一環体系の促進というようなこと、また労働力の削減という

ようなことを含めまして、地域の組織化がされておりますところに対しまして共同利用の機械導入の助成をさせ

ていただいているものでございます。補助率が、上限１００万円、認定農業者につきましては２００万円で、お

おむね３分の１、認定農業者につきましては２分の１を助成させていただいているものでございまして、平成２

３年度は５件の申し込みをいただきまして、トラクター、コンバイン等の整備を、ここによって行われたという

状況でございます。 

それでは、続きまして２００、２０１ページをごらんいただきたいと思います。４目の農村総合整備費につき

ましては、農業集落排水事業会計繰出金２億６，２０２万４，０００円でございますが、これは、一般会計から

総務省の基準に基づきまして農業集落排水事業会計に繰り出したものでございます。詳細につきましては、後ほ

ど決算報告がございますので、そちらのほうでよろしくお願いいたします。 

○農業委員会事務局長 同じページでありますが、５目農地流動化促進活動事業費について御説明いたします。

決算額につきましては１，５６１万７，８３２円でございます。この事業につきましては、農家の高齢化が進む

中、遊休農地の発生防止を図りながら担い手農家を育成し、農地の借り手農家に対しまして、その契約年数に応

じて奨励金を交付するものでございます。これによりまして流動化を進め、農業経営の安定を図るものでござい

ます。主なものでは、１番目のポツ、農地流動化推進員報酬１２人分１４万７，４００円につきましては、農地

相談会等を４回開催いたしまして、延べ４４人分の報酬でございます。下から３番目のポツ、中核農家等育成規

模拡大事業奨励金１，３８３万円でありますが、今回交付いたしました奨励金の内訳は、平成１７年に設定した

６．１ヘクタールの３回目、それから平成２０年の設定分２６．４ヘクタールの２回目、それから昨年平成２３

年度に設定した８５．４ヘクタールの１回目と認定農業者の加算分、それを合計いたしまして１，３８３万円を

中核農家等育成規模拡大事業奨励金として交付したものでございます。その下のポツ、県農地情報管理センター

負担金２５万１，０００円でありますけれども、農地の貸し借りの情報を農業会議で一括管理しておりまして、

利用権設定等を、設定しております農地の契約期間の満了の前に、前回の契約内容の一部を印刷した更新資料代

であります。更新漏れがないように農地所有者に事前に通知いたしまして、農地の流動化に活用しております負



11 
 

担金でございます。私のほうからは以上です。 

○農林課長 それでは、引き続きまして６目の農地費について御説明申し上げます。２番目の丸になりますが、

土地改良事業からよろしくお願いいたします。まず、下から１番目のポツの設計委託料６４９万９，５００円に

つきましては、地元の要望がございました農業施設の整備、また、地元の要望のあった中から国の戦略作物生産

拡大関連基盤緊急整備事業の採択基準に合ったものを、それぞれ整備をさせていただいてございます。これは、

国からの助成を受けたものでございます。具体的には、決算書の２０２、２０３ページをごらんいただきたいと

思います。最初に、上から４番目のポツの農業農村基盤整備工事２，３５２万７，３５０円につきましては、先

ほど申し上げましたように、地元の地区要望にありました農道、水路等の改修をさせていただきまして、市単の

部分が４０カ所、それから先ほど申し上げました国の補助を受けた事業が８カ所、をそれぞれ工事で整備をさせ

ていただいてございます。また、次、９番目のポツになりますが、県単農業農村整備事業補助金９６万９，００

０円につきましては、県単で事業を実施してございます笹賀の地区の今村堰の河床の整備にかかわるところの塩

尻市の負担分でございます。済みません、塩尻市の奈良井川土地改良区の負担に対して助成をしたものでござい

ます。それから、次のポツになりますが、農地水環境保全向上対策事業補助金６１万５，７２４円につきまして

は、上西条、それから下西条で行っております農地水環境を守る会等の活動に対しての国の事業でございまして、

国が５０％、県・市がそれぞれ２５％を負担いたしまして、地域で農地を保全する活動、また農業用水路の保全

を共同して行うという活動に対しまして支援をしたものでございます。ちなみに、農地につきましては、上西条

が２０．８ヘクタール、下西条が２３．８ヘクタールの農地を守るという位置づけになってございます。続きま

して、下から４番目のポツになりますが、土地改良事業地元負担金等軽減補助金８，８７６万２，３０７円につ

きましては、土地改良事業の地元負担金の軽減をするために、農林漁業資金をそれぞれ借り受けてございますと

ころの改良区の負担を軽減するということで、資金の３分の１相当を助成をしているものでございます。改良区

がおおむね２２．５％の負担をいたしまして、それの３分の１に当たる部分を、市として地元負担金の還元の補

助金という形で補助をさせていただいているものでございます。続きまして、下から２番目のポツになりますが、

農業農村整備事業補助金１６４万３，０００円につきましては、戦略作物の生産拡大関連基盤緊急整備事業の補

助金１６０万円でございます。これは、国が５０％、改良区が１０％、市が４０％のこの事業でございますが、

これに対して市の負担分。それから、笹賀南部地区の実施いたしました特定農業用の水路等の改修に対しまして、

塩尻市で２．６％分のそれぞれ補助をさせていただいたものでございます。 

 続きまして、減渇水対策施設維持管理事業２，０１９万７，８７８円につきましては、旧国鉄塩嶺隧道の減渇

水対策に対する農業施設の、２５施設ございますけども、この施設の維持管理にかかる経費でございます。主な

もので委託料といたしましては、送水管理を水道事業部へ、それから電気設備等の保守につきましては電気保安

協会、それから水利調整につきましては北小野の地元の水利組合等に委託をしたものでございます。 

続きまして、７目の農村公園管理費でございますけども、１番目の丸の農村公園管理諸経費２１６万８３３円

につきましては、農村総合整備事業で実施いたしました日出塩の桜の丘公園、また本山の権現キャンプ場等、４

カ所の農村公園の維持管理を行った経費でございます。 

続きまして、２０４、２０５ページをごらんいただきたいと思います。１番目の丸の土地改良施設維持管理適

正化事業８６７万７１円でございますけども、これは、上から２番目のポツのポンプ施設維持工事２０８万９，
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５００円につきましては、片丘にございますゆっ原に揚水ポンプがございますけども、この圃場のポンプの更新

をしたものでございます。また、次のポツの維持管理適正化事業負担金につきましては、これは事業採択を受け

ました１８カ所の水路等の施設の負担をするものでございまして、事業費の３分の１を５年分割で納入いたしま

すと、国・県から６０％の補助を受けて事業が実施できるというものでございます。 

それでは、２項林業費１目林業総務費を引き続きよろしくお願いいたします。最初に上から２番目の丸になり

ますけども、林業被害防止対策事業諸経費。これは、マツクイムシまたカモシカ等の有害鳥獣から森林を守って

いく、また緩衝帯整備を行って地域に出ることを防ぐというような意味合いのものでございます。主なものとい

たしましては、上から１番目のポツの臨時作業員賃金６３万６，０００円ということで、最初に松枯れの監視員

の賃金でございまして、松林の監視員６人が、５月から９月まで月２回巡回をしてございます。これによってマ

ツクイムシの早期発見と伐採処理等を図っているものでございます。また次、上から２番目のポツになりますが、

カモシカ食害対策事業委託料１０５万６，０００円につきましては、特定鳥獣でございますカモシカの個体数調

整を猟友会に委託したものでございまして、実績といたしましては、３日間でカモシカが７頭、ニホンジカが１

２頭という形になってございます。それから、次に上から３番目のポツになりますが、森林づくり推進支援金事

業委託料３３１万３，４５０円につきましては、県の森林税を活用した事業でございまして、アカマツの枯損木

の処理、マツクイムシかどうか確認をして、その上で処理をしているわけでございますけども、この５件２４本

を処理したもの、また、鳥獣害の被害防止のために緩衝帯を４カ所、９ヘクタールを整備をさせていただきまし

た。この緩衝帯につきましては、おおむね５０メートル幅で農地と畑との境界を整備をしていくといったもので

ございます。 

それでは、続きまして２０６、２０７ページをごらんいただきたいと思います。２目の治山林道費でございま

すが、これは、地元要望に基づく林道、作業道等の維持管理、また補修等を行うもの、また地域林業の生産活動

を行うために必要な整備を行っていくというようなものでございます。平成２３年度は、林道の支障木等の伐採

が１件、それから重機を借り上げて土砂運搬や敷ならし等が４カ所、それから林道の補修が４カ所というような

整備をさせていただいてございます。 

それでは、続きまして２０８、２０９ページをごらんいただきたいと思います。３目の造林費の最初の丸の森

林等整備維持管理費につきましては、森林の持つ機能に応じた各種の森林造成事業を行いました。水源涵養、自

然環境、また森林機能の維持増進を図ったものでございまして、具体的には、上から８番目のポツになりますが、

市有林施業委託料１，１０１万３００円につきましては、これは塩尻市の市有林の健全な森林整備と維持管理を

行ったものでございます。平成２３年度は、市有林、高ボッチの搬出間伐等を８ヘクタール、切り捨て間伐を６

ヘクタール、それから作業道として約１キロメートルを整備をさせていただいてございます。続きまして、上か

ら９番目のポツになりますが、整備地管理委託料１２２万８，５００円につきましては、小曽部川の上流にござ

います県の生活環境保全林で整備させていただいてございます、小曽部清流の森を約７ヘクタール、また白川周

辺を５ヘクタールを下草刈りをさせていただいたものでございます。あわせて高ボッチのひょうたん池等の施設

管理もこれでやっておりますので、よろしくお願いいたします。それから、次の１０番目のポツになりますが、

分収林整備事業委託料４２万９，４５０円につきましては、独立行政法人森林総合研究所、かつての公団造林で

ございますけども、こことの分収林の契約を結んでいるものでございまして、奈良井の鳥居峠周辺で枝のすそ払
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い、すそ枝を約３．３ヘクタールをさせていただいてございます。なお、この４２万９，４５０円につきまして

は、分収林契約に基づきまして、本市がかかりました金額全額が森林総合研究所から負担金という形で納入をい

ただいてございますので、よろしくお願いいたします。続きまして、下から２番目のポツになりますが、森林整

備地域活動支援事業交付金３４２万４，５００円につきましては、森林経営計画を作成促進をすることに対する

支援として１カ所、それから森林整備を行うための施業の集約化の促進を図るための支援として２カ所、それか

ら国の補助制度の変更に伴うところの、対象事業の内容を変更するための支援というようなことを含めまして実

施をさせていただいてございます。そのほか、作業路網の改良事業を行うところに対する支援ということで４カ

所、それぞれこの支援活動、ソフト事業でございますが、交付をさせていただいてございます。これは、国の助

成事業でございます。また、下から１番目のポツの森林整備補助金５５６万２，５００円につきましては、森林

環境保全直接支援補助金ということで国の制度でございまして、この５１％が国、それから県が１７％の事業で

ございます。なお、これにつきましては、平成２３年度から搬出間伐を行ったものを対象とするというようなこ

とで、若干面積は減っているわけでございますけども、おおむね７件、１４ヘクタールをこれで整備をさせてい

ただいてございます。また、ふるさと森林整備補助金につきましては、市単事業として、おおむね１ヘクタール

当たり４万円を助成をさせていただいているものでありますけども、平成２３年度は１７件で除伐等を行って、

約２０ヘクタールが整備をしてございます。それから、最後になりますが、公的森林整備補助金につきましては、

平成２１年度に県知事から指定を受けました楢川地区の森林整備保全重点地域への事業でございまして、昨年度

は５団地の森林整備を行いました。これは切り捨て間伐で７０ヘクタールほどを、これによって整備をしている

という状況でございます。以上でございます。 

○委員長 この際申し上げます。１１時１５分まで休憩といたします。 

午前１１時０３分 休憩 

―――――――――――― 

午前１１時１５分 再開 

○委員長 それでは、休憩を解いて再開をいたします。 

 それでは、農林水産業費につきまして質疑を行います。委員より御質問がありますか。 

○青木博文委員 ２０６ページになりますが、緩衝帯のですね、９ヘクタールというのは、どこをやったかちょ

っと。どの地区の辺をやったかちょっと。有害鳥獣には効果があると思うんですが、ちょっとお願いしたいんで

すが。 

○農林課長 それでは、係長のほうから説明申し上げます。 

○農村整備係長 緩衝帯の位置ですけれども、日出塩、牧野、床尾、上組、奈良井、南内田ということで、その

箇所を約９ヘクタールの除伐を行いました。 

○横沢英一委員 ２０３ページをお願いしたいと思います。この一番上のですね、農道保全対策洗馬地区交通量

調査委託とその下の概要書作成委託というのは、これはどこをやったのかちょっと、先ほど説明なかったもので。 

○農林課長 言葉不足で申しわけございません。アルプスグリーン道路、広域農道の、国の事業になるわけでご

ざいますけども、その国の事業の助成を受けるための交通量調査、それから事業費にかかわるところの調査費で

ございます。 
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○横沢英一委員 そんな感じはしたんですけれども、この前、予算の時にですね、私もちょっと説明っていうか、

お話をお聞きしたのは、特にここのアルプスグリーン道路はですね、御承知のように、波田、松本方面から大型

車が特に入るというようなこと、それと、最近はトレーラーやなんかも入って来ましてですね、非常に道路が傷

むわけでございます。私も以前あれした時に、大体舗装をやり返しても２年はもたないというようなことの中で、

相当路盤から改良をしていかなきゃいけないなというようなふうに思っておったんですが、この特に概要書の作

成委託料にですね、どんな程度の、これ概要書ができたわけですよね。内容とどんな改善点があげられているの

か、そこら辺をポイントで説明していただきたいと思いますが。 

○委員長 答弁を求めます。 

○農林課長 それでは、担当の係長から御説明申し上げます。 

○農村整備係長 お待たせいたしました。アルプスグリーン道路の改修につきましてですが、これは、路床から

改修するようになっております。ちょっと詳しい資料を下に置いてきてしまいましたので、後ほど説明させてい

ただきますので、済みません、よろしくお願いいたします。 

○横沢英一委員 ちょっと大事なあれだと思いますので、申しわけございません、後で結構ですので説明いただ

けばありがたいです。 

○委員長 それじゃ、後ほどまた説明をお願いいたします。ほかにありませんか。 

○中村努委員 せっかく事業評価シートをつくっていただいたんで、これで聞きたいと思いますが、９３ページ

からになります。まず、遊休荒廃農地と耕作放棄地は何が違うのかということが１つと、農業公社が行う農地集

積と、９７ページの農地流動化促進事業の農地の集積の違い、この辺を説明してください。 

○農林課長 それでは、遊休荒廃農地と耕作放棄地につきましてですけども、遊休農地は、現在農業を進めてい

く中では、保全管理を行っている部分もあります。要するに、耕作をしなくて、そこへ作付けをしていかない農

地をおおむね遊休農地という形でやっております。それから、耕作放棄地につきましては、いわゆる畑又は水田

等として活用をすることを行っていないもの、いわゆる農地に戻すためにですね、多少手を加えていかないと農

業用利用ができないというようなことで、耕作放棄地というような形になってございますけども。 

○中村努委員 農業公社が取り組んでいる農地の集積と、市でやってる、農地流動化促進事業でやってる農地集

積というのは、どういう関係があるのか、違うのか。 

○農業委員会事務局長 市で行っております農地流動化促進事業、これにつきましては、耕作できないという地

主さんが、これから規模を拡大したいという担い手農家に農地を期間を定めながら貸し付けるものであります。

それで、間に農業公社が入るというものはですね、地主さんから一たん農業公社に貸し借りを行いまして、それ

で公社が、今度は耕作できるような形でその事業に取り組む。済みません、市でやっているのは、対地主対借り

手であります。それで、今回、奨励金というのが出てきたと思いますけれども、この奨励金は無償の貸借、ただ

貸すものに対しては奨励金は交付しません。期間も１年、２年ではなくて、３年以上の賃貸借、お金を払って貸

し借りを行う場合に奨励金を交付するというものであります。公社のほうにつきましては、公社の事務局長のほ

うからお願いいたします。 

○農業公社事務局長 農業公社はですね、開設と同時に農地の円滑化団体になってまして、国がですね、ことし

から取り組んでいます人農地プランというのが、農林課のほうでやってますけども、その中の事業の１つであり
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ますが、規模拡大、要は集積をして規模を拡大していく担い手の皆さんがですね、国から規模拡大に対する交付

金をいただくには、その円滑化団体を通して貸し借りをするというものがありまして、地主さん、いわゆるもう

つくれないという方がですね、公社のほうに委任をします、農地を貸したいということで。公社がその調整をし

て、今度、つくり手を探してですね、利用権設定、いわゆる農業委員会でやっている相対と同じものを一度公社

が受けて、公社から今度担い手に貸し付けるということがありますと、国のほうから１０アール当たり２万円と

いうような交付金がいただけるということがありますので、その違いです。農業委員会を通して直接やってもい

いんですけども、それを受ける場合には公社を通すということになっていますので、お願いしたいと思います。 

○中村努委員 事業目的は同じだけども、すみ分けはしてるということで理解を何となくしました。そこで、農

業公社のほうですけれども、９４ページの内部評価によると、荒廃農地の解消面積、年度目標が３３ヘクタール

に対して実績値が２．４ヘクタールということで大分目標とはかけ離れていて、９３ページの事業概要の問題点・

課題だと、これ以上事業の拡大を求められると予算がないよみたいなことが書いてあるんですが、これは、目標

の設定が甘かったのか、予算が足りなかったのか、その辺いかがですか。 

○農業公社事務局長 ちょっと私、手元にその資料がなくて申しわけないんですが、耕作放棄地、いわゆる農業

委員会で調査したものをですね、平成２２年の開設と同時に目標設定しまして、３年間で解消をしたいという目

標を立てていました。実際ですね、耕作放棄地、農業委員会で調べてもらったこの全地区というか、全圃場を回

りまして、実際に耕作ができるかどうかという判断をさせていただいた時にですね、いわゆる草が生えているだ

けのもの、それから若干重機を入れればできるようなもの、それから全く木が生えていてだめだというものもあ

りまして、現在、昨年やったところは宗賀の南部というところで営農組合を立ち上げたんですが、そこは牧野か

ら洗馬、本山でございます。その中にもですね、耕作放棄地というもので農業委員会の調査にあった中で、全く

道もない、それから機械が入れない、それから木が生えてどうしようもないというものがありまして、そういう

ものを除いてですね、取り組みをしてまいりました。あと、昨年約１０ヘクタールほど公社のほうでやってます

けども、宗賀南部の中でもですね、実は耕作放棄地の台帳にないんですが、実際のところはもう耕作放棄地予備

軍ですね。実際にもう耕作は、高齢になりできないというものがありまして、そういうものもすべて取り組ませ

てもらってますので、そういう状況です。 

それからあと、目標で定めてあるんですが、昨年は１０ヘクタールということで市内やりましたが、ことしは

実際は２０ヘクタールという目標で作付面積はしてたんですけども、実際やり始めたところ、宗賀南部、それの

ところに新たに入ってくる組合員の方、それとあと、洗馬地域でも営農組合ということで、ＪＡ洗馬がやってる

中でですね、手に負えない部分があって、その部分があります。それからあと、広丘の郷原でもですね、機械利

用組合等があるんですが、その中でもやはり手が回らないということでその部分をいただいて、ことし約３１ヘ

クタールくらい手をつけています。やはりですね、公社のほうに来るものというのは、一応公社のほうにつくっ

てくださいとか相談があった場合にですね、いわゆる担い手なり、地元の大きな法人、それから機械利用組合の

ほうに優先的に優良農地はすべて回してます。残って借り手のないものについて公社で取り組んでいるものです

から、なかなか今の人員、それから機械力で、ことし３１ヘクタールやってるんですが、そのくらいが今のとこ

ろ手いっぱいかなという感じでございますので。今後の課題としてあげさせていただいたのが、今後、人員とか

機械力を整備しないと、年々ふえていくと、やはり対応しきれなくなるということは懸念しております。 
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○中村努委員 せっかく事業評価をこれからも始めようという時に、目標値の考え方というのがそれぞれの担当

でばらばらで、なかなか統一的な評価ができないというように感じましたので、目標値の設定については今後よ

く考えていただきたいと思います。 

 それから、先ほど青木委員のほうから若干あったんですが、９６ページの有害鳥獣の関係ですが、４番の内部

評価の３つ目の丸、隣接市村が実施する侵入防護さくの設置について、先進事例の研究と識者及び地域関係者か

らの意見聴取を十分に実施し、本市としては、侵入防護さくは設置しない方向づけを行い、今後の取り組みの方

向性が明確になりました、というふうに書いてあるんですが、この明確になった方向性というのを説明してくだ

さい。 

○委員長 答弁を求めます。 

○農村・里山担当課長 方向性でございますけれども、本市といたしましては、ここにも書いてございますが、

防護さくではなく、捕まえて捕殺処分という方向でやるということでございます。 

○青木博文委員 私ども、８月に松本とちょっとお話し合いをしたんですが、確かにですね、緩衝帯も効果はあ

ります。それから個体調整も効果はあるんですが、例えば個体調整一つとってもですね、猟友会は高齢化してま

すし、そんなに期待しても無理だと。それから、個体がふえる可能性は十分あると。それからですね、緩衝帯に

してもですね、それをやったから効果１００パーセントということは言えないということでですね、松本市では

ね、帰って塩尻もやってくださいよと言うんですよ、予算取って。国か県のですね、予算を取って。特に、片丘

のですね、北側のあたりはですね、やったほうが、向こうからですね、もう内田までやっちまいましたので、個

体がこっちへ来るんです、事実。その上に松本カントリーがありますので、その間に相当いるといううわさがあ

るんですが、そのものが川を越えて片丘へ来ると。だから、片丘というか塩尻でもですね、一つ検討されたらど

うかという話が出たんです。農業関係者も議員の方もいましたですが。塩尻はこういう方針だと言ったら、みん

なはそれで。それは議論の場じゃありませんので、そこで終わったんですが。明確というような表現は、ちょっ

とまずいと思うんですね。明確といやあ、全くやらないというように取られますので。例えば片丘地区でですね、

この有害鳥獣の懇談会とか勉強会をやった場合に、もうそれはありません、明確に出てます、というようなこと

ではちょっと、この資料は出しませんが、まずいと思うんですよ。 

○経済事業部長 予算の段階の時にですね、質疑の中でも、本会議場でお答えしたかと思いますけれども、松本

は防護さくをずっとやって、非常に２メートルくらいの高さのものをやってきたと。それについて、昨年度１年

かけてうちも検討いたしました。市内全域をやるに５億円くらいかかるという話もさせていただきました。そう

いうことで、あともう１つは、山と里を物理的に分離すること、途中にある道路も含めて河川も含めて分離する

ということが、これからの山にとって本当にいいのかということも含めて検討させていただいて、塩尻としては、

そういうことではなくて、１つはソフト的なものでやっていこうということ。それは、有害鳥獣を監視する人も

１名ふやしましたし、それから、今度、個人でやっていただく防護さくに対する補助率も上げさせていただいた

ということでありますので、ここに書いてあるとおり、一応方向づけとしては、２メートルの防護さく的なもの

については、市としては設置していかないということについて、一応内部では決めさせていただいて、議会のほ

うでもそういう説明をさせていただいたつもりでございますので、そういう結果をここに記述してあるというこ

とでございますので、ぜひ御理解をお願いしたいと思います。 
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○青木博文委員 ということは、全くもうあれですか。例えば地区要望があってですね、緩衝帯のところをやっ

ても無理だから、市のほうでですね、やってもらいたいという場合には、全くそういう回答をするわけですか。 

○経済事業部長 今のところですね、こういう結論をうちとしては出させていただいて、その様子を見てですね、

いくということは当然あるかと思います。ですから、そういう方針を決めさせていただいたその後の検証という

のは当然させていただきますので、その場の中で、実態としてね、いろいろな違うことが浮かび上がってくるこ

とがあるかもしれません。それは当然でございますので、それについては対応はしていくということでございま

す。 

○青木博文委員 ぜひ柔軟性にですね、取り組んでいただきたいということで、内部の評価はこうかと思います

が、ぜひそういうことでお願いしたいと思います。 

○委員長 他にありませんか。 

○中原輝明委員 今、話を聞いてるとさ、部長も理事者もここに１人いるがさ、聞いてる範囲の中では、やっぱ

りあれじゃない、向こうからどんどん来るわ、個人でやるわ。個人でやるっていうのは、個人のガードっきりで

きないわけだ。それで、実際あれからずっと続いてきてやると、効果が出ると思うだよ。個人は、ただ自分のと

ころだけ渡すだけで全体にしないもんで、またどっかからどんどん入って来るわけ。それを、なぜかと言うと、

市の職員の一番いけないのは、自分のところで自分がなったと思やもっと考えるだ。人様のことだもんで、しっ

かり考えないわけさ。それで、基金を積み立ててる、よかったなんて、基金を崩しゃいいじゃないか。１億円も

崩しゃ、できるじゃないか。２６億円だかある、２５億５，０００万円くらいあるわまだ台帳は、基金が。その

くらいのことを大胆にやらないと、この成果は出ないよ。 

 それともう１点。この中全体から見て、事業が、各種事業補助金の事業がいっぱいあるけども、これを地区か

該当する皆さんに、こういう事業があるよって説明してるの。あるいは、自分たちが、こういう事業があるよ、

ここでやってくれとかしてるの。有益なものは、やはりどこかへアピールして、この中の事業もいっぱいやりた

い人はあると思うだよ、補助金もらって。一部の職員が一部の人と交渉してやらせてるっきりじゃないの。その

辺が、しっかり網羅しないと平等なあれだよ、体制はできないよ。 

○委員長 それでは、その補助事業制度のＰＲとかですね、その徹底方法について、まず答弁お願いいたします。 

○農林課長 それでは、今ＰＲについてということでございますけども、農業振興の部分と、それから土地改良

の部分と、それから林業振興の部分と、農林課３つございますものですから、それぞれ分けてお話しさせていた

だきますけども、農業振興につきましては補助金の部分はおおむねＪＡ経由をしたものが多くございます。また、

国から行われておりますような農業者戸別所得補償制度ですとか、そういった米の需給調整に関するものにつき

ましては、国から直接農家へそれぞれ通知をするというような形になってございます。塩尻市経由になりますけ

ども、国からの通知がそれぞれ個々に行くものですから、その辺はＰＲできているというふうに思っております

し、また、農業振興の部分につきましては、ＪＡ等との組織連絡的な形になっておりまして、農家への説明会は、

それぞれ生産者の大会等の中で説明をさせていただいているというのが状況でございます。 

 それから、土地改良につきましては、塩尻市の土地改良の連絡会がございますので、その中でお話をさせてい

ただいてございますし、それから林業につきましては、林務課、塩尻市などもありますけども、おおむね林業に

つきましては、松本広域の森林組合が地元へＰＲをして、話し合いをしながら進めているというようなこと、ま
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た年に１度、財産区等を集めまして、塩尻市の助成制度、財産区等の役員さんに来ていただきまして、塩尻市の

助成制度等をお話をさせていただいているというような形で、十分なＰＲかどうかわかりませんけども、そうい

うような形をとらさせていただいていますので、よろしくお願いいたします。 

○中原輝明委員 それは、やっぱし話はしてるでいいっていうものじゃなくて、もう少しあれだな、内容を濃く

してもらわなきゃいけないと思うだよ。どこの団体のところで会議で話したでいいってものじゃなくて。やっぱ

し、地域地域には、即応した要望もあるだろうしさ。それをすくい上げなきゃ、よくならんじゃないの。 

 それと、猟友会へ補助金を出しているんだけども、それぞれのサルでも追い撃ちをするわけだけども、空撃ち

をするだが、それについての従事者に指導をしたことはあるの。今の従事者はオートバイに乗って飛んで歩くっ

きりじゃいけない、そういう人がいるっきりだぞ。朝ずっと出て、オートバイで見てスーッと行くっきりで、追

う人は、現場を歩いて追うじゃないの、どういうこと。ただ、オートバイで歩きゃいいだ。そういう指導をして

るだ。もうちょっと言うけども、その指導は、皆さんが本当に現場で見ないと、その人がやってることがいい悪

いじゃなくて、サルは逃げていかないよ、それでは。サルでもイノシシでも、何にしても。その現場へおりて見

て、そこで発射するなら発射しないと。そうじゃない。市道の大きい道路飛んでったきりじゃ、ただ見ていくだ

けだわな。それで、第三者があそこにいるよって言やあ、また、ああそうかいって行く、その程度のものだよ。

それで、従事者の指導は、だれがするの。猟友会の会長がするの。 

○委員長 その辺について、答弁をお願いします。 

○農村・里山担当課長 サルレンジャーのことだと思いますけれども、基本的に、パトロール中にですね、農家

等から相談があった場合につきましては、助言、提案等を行うということにしてございますし、その場でまたサ

ル等に遭遇いたしました場合は、銃器、花火等によって威嚇したり、追い払い、追跡等を行っているということ

でございます。それで、基本的には散弾銃のみで、水平撃ちはしないで追い払いをしていくということで、パト

ロール員には統一をしてございますので、そんなことで御理解をお願いしたいと思います。 

 それで、指導につきましては、我々のほうで、塩尻市猟友会を通じまして指導をしております。以上でござい

ます。 

○中原輝明委員 今説明した保科君だけの問題じゃなくて、これ、全体の問題だだよな。１人の問題じゃないよ、

これは。そういう指導をちゃんと徹底してやらないと、補助金の金が生きてこないな。生きるように、しっかり

指導してほしい。これ、全体的な問題だわ。 

○委員長 要望でいいですね。 

○中原輝明委員 要望です。 

○委員長 それじゃ、しっかりまた指導のほどお願いいたします。ほかにありませんか。 

○塩原政治委員 ２点ほどお願いします。最初に２０３ページの桜の丘公園ですけど、なんか初めて見たような

感じですけど、日常管理と管理の違いはどうなってるわけですか。 

○委員長 答弁を求めます。 

○農林課長 この管理の違いでございますけども、上のですね、日常管理業務委託料につきましては、地元の皆

さんにお願いをしてるものでございますし、それから下の管理業務委託料につきましては、シルバー人材センタ

ーにお願いして除草作業をお願いしているものでございます。 
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○塩原政治委員 それじゃ、業者が違うっていうことですか。 

○農林課長 上はですね、地元区に指定管理をお願いしているものでございますし、下は、シルバー人材へお願

いしているという、そのような違いがございます。 

○塩原政治委員 ありがとうございます。ただ、決算書じゃなくて予算書のほうを見ても、この区別がなかった

もんで。いきなりここへ出てるもんで、ちょっとお聞きしたんですけど。２点目へいきます。 

それから、２０９ページ、森林整備維持事業管理費でもって重点施策のほうに載ってますけど、小曽部清流の

森の、先ほど聞いた７ヘクタールの下草刈り、それはそれでわかるんですけど、その後のほうは、施設修理につ

いては一式であって、どんなことをやったかわからないんですけど、少なくても自分が去年見た段階では、手が

入っていないような感じを受けましたけど。それはそれで置いておいて、その北側にある白糸の滝のほうは市の

管理になってるわけですか、違うわけですか。 

○農林課長 白糸の滝の部分につきましては、地元の財産区の財産だと思いますけども、ちょっと調べさせてい

ただきますのでお時間いただきたいと思います。 

○塩原政治委員 どっちがどっちってことじゃないんですけど、自分は、清流の森から、それから白糸の滝に至

っているあの部分というのは、非常に塩尻市の大事な観光資源だと思ってるんですよね。そういう面では、もっ

と力を入れてやっていただきたいと。少なくても、県がつくった、堅石の奈良井川につくったリバーサイドパー

ク、あの二の舞にならないように管理をしていただきたいと。要望です。 

○横沢英一委員 マツクイムシの関係についてお聞きしたいんですが、多分まだ市内へは入ってきてませんと言

われるとは思うんですけどもね、多分、松本あたりはもう燻蒸対策をやってるわけですから、完全に来ることは

間違いないと思うんですよね。具体的に何かね、戦略的にやっぱり考えていく必要があると思うんですが、これ

は大きな問題になっちゃうと思いますのでね。特に今回のバイオの関係だったって、どんどんどんどんマツクイ

ムシにやられちまやね、間伐どころじゃないわね。というようなこともあるものですから、ここら辺ちょっと、

お考えがあったらお聞かせください。 

○農林課長 マツクイムシにつきましては、マツノマダラカミキリを媒介といたしまして、マツノザイセンチュ

ウがそれぞれ体の中に入って飛散してほかの松へ移っていくということで、繁殖して広がっていくというような

形でございますけども、マツクイムシの対策ということで松本市、それから安曇野市ともですね、数千万円の金

額を要して、今処理をしているということであります。なお、これにつきましては、おおむね９０％以上は、国

の措置費で費用負担をしていただいているというような状況でございましてですね、発生した場合に対する措置

というのは準備はできているわけでありますけども。そうは言いましても、防除という形になりますと、今日、

空中防除等が、今回松本でラジコンヘリを用いて実施するというような報道がございましたけども、そのような

状況の中で、今のところ本市はまだ入ってなくて、監視員さんが毎月２回ほど回って見ていただいているという

ような状況でお願いしているわけでありますけども。これについては、非常に危惧をしていかなくてはならない

と思います。ただ、塩尻市といたしましては、マツノマダラカミキリは標高８００メートルを境にして生息区域

が変わってくるということで、塩尻の山、おおむね８００メートル以上の山に存在しているというような状況で、

このマツノマダラカミキリが飛散してこないというように受けとめているわけでございますけども、地球温暖化

が進めば、当然、標高が高いところも生息区域に入ってくるというようなこともあるものですから、今後、特に
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片丘の今度のいわゆる木材供給についても、この点につきましては非常に県も心配しているところでございます

ので、一緒に検討しながら進めてまいりたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○横沢英一委員 やはりですね、見てると、幹線道路ですね、高速道路だとか国道を伝ってどんどんふえていく

ような気がしますので、やっぱりそういうようなことを今から考えていただいてですね、松本市の防除がラジコ

ンでやるなら、そういうようなことも今からちょっと研究したりですね、それで、特に住民の人たちのね、やっ

ぱり同意というようなことも、とるにはどういうふうにしていくかということがこれからの課題になると思いま

すので、それぞれの意見があるわけですから。そんなようなことを今から準備していったほうがいいような気が

しますが。もうそこまで来てますので。 

○農林課長 その辺につきましてはですね、非常に心配をしているところでございます。ただ、マツノマダラカ

ミキリの幼虫は、木材をですね、破砕して、６ミリ以下まで木材を破砕すると、その幼虫は絶滅するというよう

な状況でございまして、機械でバサッとチップにする場合は、機械チッパーの場合１５ミリ以下というようなこ

とでですね、これが一つの目安として今、示されています。これは、私どもあくまでも文献の研究だもんですか

ら、果たして完全なものかどうかというのは、今後ですね、さらに研究をしていかなければいけないというふう

に思っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○副委員長 １９５ページ、ポツ下から４つ、登記書類作成委託料９件、地籍処理とあるんですが、９件全部じ

ゃなくていいんですが、これ、広丘郷原の地籍もありましたでしょうか。それだけでいいです。 

○農林課長 担当の係長から申し上げます。 

○農村整備係長 お答えいたします。国調をやったところに限ってやっておりまして、洗馬地区、洗馬下平３件、

洗馬芦ノ田２件、宗賀本山１件、贄川１件、木曽平沢２件、この９件でございます。ですので、広丘方面は行っ

ておりません。 

○副委員長 ありがとうございます。それでは、後ほど個々にまたお願いします。いいです。 

○中原輝明委員 １９７ページの上段だけどさ、野菜価格安定事業補助金っていうこの９００万円の関係だが、

これで要望に対する利用率はこれで満杯かい、満足してる、相手は。どんな向きだい。 

○農林課長 今お話のですね、野菜価格安定事業につきましては、国の独立行政法人でございます農畜産業振興

機構というところにですね、それぞれ積み立て的なものを行いまして、それによって価格を安定をさせていると

いうことでございますが、ただ、この事業につきましては、事のスタートがあれです。要するに、大消費地へき

ちんと指定の野菜が供給されることを目指したものでございまして、その造成基金をＪＡも含めてですね、国、

県、それから市、生産者がそれぞれ負担をしているというような形であります。９００万円を今まで、ここへ来

てそれぞれ助成をさせていただいて、大体１箱当たり３円ちょっとというような金額になります。昨年度のです

ね、実績が３００万ケースくらいでございましたので、それでいきますと、大体３円ちょっとの金額を助成をさ

せていただいているというようなことであります。ちょっと農家から満足されているかどうかということについ

ては、ちょっとそこら辺、ＪＡでは、生産者大会等の中で報告をさせていただいて、市の助成制度それぞれ皆さ

んにＰＲさせていただいてございますので、周知は若干はされていると思いますけども、それに対して意見とい

うのは具体的には今、受けておりませんので、御理解いただきたいと思います。 

○中原輝明委員 今ね、農家がいいとか、悪いとかって、こういう世の中にさ、増してそれだけでいけなきゃ、
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ほかで市でもね、つくるような方策をさ、やっぱ理事者に進言してかなきゃいけないんじゃないの。と、おれは

思うだ。理事者は、縮小することっきり考えてないと思う。金なんか出さないでな、予算つけるつける言ってい

けないが。そこを大胆にやれるような理事者になってもらわなきゃいけないし、そして皆さんも、本当に農家は

こうだっていう進言をしてもらわなきゃ、理事者にな。これは要望だけどさ、これだってみんな、それぞれの場

所は、みんなそういうことだよ。この部分だけはやってほしいと、理事者に。部長でも何でも、やめてもそれは

やってもらわなきゃだめだよという、このくらいな気持ちにならなきゃ、進展はなしだ。そういう気持ちで頑張

ってやってください。以上です。 

○委員長 要望でよろしいですか。 

○中原輝明委員 はい。 

○委員長 ほかに、ありませんか。それじゃ、私のほうから、済みません、お願いします。先ほどの款別の説明

資料の中の１０２ページですが、民有林の森林のですね、整備の目標が３５０ヘクタールが、実績が２６１ヘク

タールということで、非常に目標に対して実績値が９０ヘクタールですかね、低いんですが、この民有林の難し

さとか、整備の進まない、この辺の理由についてお伺いをいたします。 

○農林課長 山につきましては、国有林又はそれ以外を民有林という形で呼ばさせていただいて、市有林も民有

林というような位置づけになってございます。それで、民有林がなぜ進まないかというところなんですが、国の

助成制度が昨年から変更になりまして、例えば、搬出間伐をしないと助成対象としないということなんです。そ

この仕組みにつきましては、５ヘクタール以上の森林を集約をして、そしてそこから１ヘクタール当たり１０立

方メートルのいわゆる材木の搬出をしなさいと。それに対して助成をしましょうというようなシステムになりま

した。御存じのとおり、塩尻市の場合、楢川地域のような急傾斜地の森林の場合は、なかなか容易に搬出ができ

ないというようなこともございまして、十分な路網の整備も、作業道の整備も十分されてないというようなとこ

ろもあるものですから、そのようなことで、昨年度ちょっと事業費がですね、事業面積が少し減ったということ

でございまして、その辺、御理解いただければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長 国の団地化とかね、単位が大きくなったということで、ちょっと塩尻市のような小さい山の個々の消

費は難しいと思いますが。それで今、現実論として森林組合やなんかが間伐材を出してくるのにね、立米どのく

らいですか、９，０００円くらいで本当のところ出てきますか、どうですか。 

○農林課長 木材の供給につきましては、現在、塩尻の場合は松本にございます中信木材センター、それから木

曽にございます木材センター、それぞれ、おおむねそちら辺のほうに出していくのが中心でございます。金額の

状況でございますが、ちょっと手元の資料なんですが、供給の場合は、Ａ材、Ｂ材、Ｃ材、Ｄ材というような形

で色分けされております。Ａ材、Ｂ材につきましては、いわゆる建築に使うところのですね、建築用の良品又は

並み品のような木材になる可能性がある木を、Ａ材、Ｂ材と呼んでおります。Ｃ材、Ｄ材の場合は、曲がった木

ですとか細い木、又はチップ等にするような、そういったようなもの。また、ベニヤの加工用に使うようなもの。

このようなものをＣ材、Ｄ材と呼んでおります。一番は、Ｃ材、Ｄ材の部分につきましては、数百円から、よく

ても５，０００円くらいだそうです。Ａ材、Ｂ材もですね、平均しますと大体８，０００円くらいなんですが、

ここへ来て東北のですね、震災以降、ベニヤ材が少し伸びるじゃないかというような状況でございましたけども、

ここへ来て外からの外材にまた、商社がそこら辺しっかりですね、すぐ手を入れてくるものですから、また下が
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って来たというような状況でございます。そんな材価の状況でございます。 

○委員長 今、非常にですね、バイオマスの発電が出てきてから、山のことに非常に注目されてるものですから、

いろいろなまたデータやらね、効率の上がることを、今後の研究材料でまた検討していただければよろしいかと

思います。ほかに、よろしいでしょうか。 

 ないようでございますので、農林水産業費にかかわる質問については締めたいと思います。それでは、この際

申し上げます。午後１時まで休憩ということにいたします。 

午前１１時５８分 休憩 

―――――――――――― 

午後０時５９分 再開 

○委員長 それでは、休憩を解いて再開をいたします。７款商工費を議題とします。説明を求めます。農林課長、

先に。 

○農林課長 恐れ入ります。先ほどの答弁の中で一部間違いがございましたので、先に訂正をさせていただきま

す。２０３ページ、塩原委員のほうから御質問がございました農村公園管理委託料につきまして、私のほうで間

違ってお話ししてございますので、訂正をさせていただきたいと思いますけども、最初に、上のほうの日常管理

業務委託料、こちらがシルバー人材センターにお願いをしているものでございます。内容につきましては、草取

り、清掃、また生け垣等の低木の管理、また花壇等のかん水等を日常業務の中でお願いしているものでございま

す。それから、下の公園管理業務委託料につきましては、指定管理という形でお話し申し上げましたけども、こ

れは、松本広域森林組合にお願いをいたしまして、公園内の除草、それから枯れ枝の整理、また高木の処理、ま

た樹枝のせん定等をですね、お願いしたものでございますので、おわび申し上げて訂正をさせていただきます。 

 それから、横沢委員から御質問がございました松本広域農道の内容につきましては、担当の係長から申し上げ

ますので、よろしくお願いいたします。 

○農村整備係長 先ほどは失礼いたしました。広域農道、通称アルプスグリーン道路の路面改良に向けました事

業化に向けました新規採択の概要設計につきましては、ＣＢＲ調査を４地点で実施いたしました。１．１％から

６．２％の範囲、かなり幅が広く出ておりまして、かなり低いところでは１．１％という、横沢委員がおっしゃ

るように路盤がとても悪いというようなことが調査の中でわかっております。交通量調査では、大型車両、平均

でございますが、１日１，０７９台ありました。日の交通量としまして平均９，７８６台でございます。昔で言

う、旧Ｃ交通の部類になるかと思います。以上の設計条件によりまして設計の舗装構成を、この概要書、国の事

業化に向けて設計した舗装構成でございますが、上から表層が５センチメートル、基層が５センチメートル、も

う一層ですが、基層が６センチメートル。そうしまして、その下になりますが、路盤につきましては、再生路盤

を３０センチメートル。再生路盤は、コンクリート物を混ぜまして路盤再生をするものでございます。これを３

０センチメートル。ですので、路面からは４６センチメートルをすいて、路盤からやり直すというような形にな

ります。全体ですが、桔梗大橋の西側の信号機、かかしのあるところの信号機でございますが、そこを起点に松

本境までの総延長で３，６００メートル、幅員は６メートルから７メートルでございますが、この全線の路面改

良を計画し、新規採択を受けて事業化となったところでございます。今年度、県営事業で一部実施設計が始まり

ましたので、実施設計を終えて一部施工に入るということを聞いておりますが、この時点で実施設計をまた行い
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ますので、若干、路盤構成は実施の段階では変わってきますが、よろしくお願いいたします。 

○横沢英一委員 ここの名前でいくとですね、農道ということになると、やっぱりみんな軽く考えると思うんで

すが、ここはだれが考えてもですね、国道に準ずる幹線道路なんですよね、塩尻市にとっては。それで、しかも

畑地帯を通過するということで、路盤の悪いところを通過しておりますので、ぜひですね、そこら辺もう一度し

っかりチェックをしていただいて。私、この４６センチメートルばかでは、とても足りないような気がしますけ

れども。それはまた検討してもらえばいいと思いますが。まず１点ですね、道路管理者とは協議しておりますで

しょうか、この問題について。 

○農村整備係長 農道という名前ですが、市道になっております。協議して進めてまいっておりますので、よろ

しくお願いします。そして、平成２４年度、若干手をつけるところが、松本境のほうから施工させていただきま

すが、それにつきましても松本側が路面改良が終わりまして、塩尻のほうが残っちゃっている。傷みぐあいの激

しいのもそちら側だということで、そちらのほうから実施するというような打ち合わせになっております。 

○横沢英一委員 いずれにしましても、相当いろいろなことを検討してやってもらうべきだと思います。それで、

幅員やなんかもですね、地域のほうから、たしか幅員を広くされたいというようなことだとか、歩道をこの際だ

で設置してもらいたいとか、そういうような希望は多分あったと思いますが、そういうことは考慮されているん

ですか。それは補助対象の中から外れちゃうからだめですというようなことなのか、そこら辺も聞かせていただ

きたいと思います。 

○農村整備係長 おっしゃられた歩道の設置等々、検討して採択計画を立てておるんですが、採択申請の段階、

県とヒアリングする中で、歩道の分までは事業化できないということでちょっと断念したところはございます。 

○横沢英一委員 補助をもらってやるところがどこかというところが課題だったと思うんですが、多分恐らく建

設もですね、このアルプスグリーン道路については、将来計画というのは多分持ってたと思うんですけれども、

そこら辺との整合ができてるかどうか、ちょっとそこら辺を建設部長さんにお伺いしたいと思いますが。特にな

かったですか、ここは。 

○建設事業部長 今、委員御提案の件でございますが、私ども、道路アセットでやっておりましてですね、その

中において、ＦＷＤとかいろいろと、路盤の厚さとかＣＢＲでやりまして、それでこちらの農林課サイドさんと

も御相談申し上げて、採択要件でよろしい事業があるということで、県の通産交付金かな、その事業でやらせて

いただいているということで。道路管理につきましてはですね、アセットを通じて私ども把握しておりますので、

よろしくお願いします。そんな御答弁で申しわけありません。 

○委員長 横沢委員。簡潔に。 

○横沢英一委員 ありがとうございました。簡潔にということですので、簡潔に聞かせていただきたいと思いま

すが、ぜひですね、ここら辺は路盤構成をですね、もう一度。一回こういうふうにやって調書ができちゃってる

もんですから、あれだとは思いますが、絶対大丈夫だというような目線でですね、あと５年もしたらまた舗装を

やりかえなきゃいけないとかそういうことのないように、とにかく路盤のチェックだとか、そこら辺、場合によ

ってはセメントと一緒にあれするとか、何かちょっと工夫をすれば改善されるようなことがあればですね、ぜひ

お願いしたいと思います。特に農道というようなイメージと、やはり一般国道的なあれとは違うと思いますので、

ぜひそんなことで検討もお願いしたいと思います。 
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○委員長 要望でいいですか。 

○横沢英一委員 はい。 

○委員長 それではですね、７款商工費を議題といたします。説明を求めます。 

○商工課長 先ほど、１点申しわけありません。午前中にですね、中村委員さんから御質問がございました５款

労働費のシルバー人材センターへの市からのですね、委託事業費の金額という御質問だったかと思いますが、７，

７８５万円でございますので、よろしくお願いをいたします。 

それでは、２０８、２０９ページをお開きください。７款商工費１項商工費１目商工総務費のうち、一番上の

白丸、委員報酬、商工業振興審議会委員報酬３万３，０００円余でございますが、市設置の審議会開催に伴いま

す１０名分の報酬でございます。 

引き続き２１０、２１１ページをお開きください。上から５番目の工業振興ビジョン調査委託料２２０万５，

０００円でございますが、地域経済活性化、中小製造業の振興に向けて新たな施策の展開を図るために、市内企

業との意見交換、また策定委員会で御審議をいただく中で平成２４年から２８年度までの５カ年の計画を策定し

た委託料でございまして、財団法人長野経済研究所に委託したものでございます。２つ下の地場産センター負担

金３９９万９，０００円余でございますが、塩尻木曽地域地場産振興センターから市に派遣されております職員

１名分の人件費の負担金でございます。その下の塩尻市振興公社運営補助金３，３２７万７，０００円でござい

ますが、振興公社に派遣しております市の職員３人分、また嘱託職員１名分の人件費、産学連携事業の経費、法

人の運営経費となっております。地場産センター運営貸付金１，０００万円でございますが、地場産センターへ

の運転資金を目的としました短期貸付金でございまして、平成２３年度につきましては、資金調達計画を提出さ

せまして、９月に１回のみの貸し付けを行いまして年度内に返済をされているものでございます。 

２目商工振興費の一番上の商工業振興推進事業、２つ下の新産業・新連携創出支援事業委託料１，２５０万円

でございますが、振興公社に設置した新産業創出コーディネーター、また新連携支援コーディネーターの設置に

かかわります人件費、また産学官連携サポートスタッフ２名分の人件費、また活動諸経費となっております。そ

の下の不況対策特別経営相談事業委託料２８３万８，０００円余でございますが、商工会議所へ不況対策のアド

バイスの事業をですね、委託した相談員設置にかかわります人件費と活動諸経費となっております。その下の商

工業振興対策事業補助金２，４４３万３，０００円余でございますが、商工業振興対策事業補助金要綱に基づき

ます補助金・交付金でございまして、工場等の設置にかかわるものが８件、工場用地の取得にかかわるものが１

件、創造的技術開発にかかわるものが３件、受発注支援にかかわるものが２８件など、４２件の事業を実施した

ものでございます。その下のまつもと広域工業まつり負担金８０万円でございますが、昨年７月に開催されまし

た工業ものづくりフェアへの負担金で、２日間で１万３，０００人余の来場者がありました。その下の駐車場事

業会計貸付金３，０００万円でございますが、駐車場事業特別会計への貸付金で、駐車場会計では企業債の償還

金に充当をしているものでございます。 

その下の中小企業融資あっせん事業１６億９８３万２，０００円余でございますが、中小零細企業の不況に応

じました経営安定支援として取り組んだ融資あっせん事業保証料及び預託金でございます。保証料補給金９，２

３４万４，０００円余につきましては、制度資金に伴います信用保証協会保証料の負担分でございます。資金預

託金１５億１，７４８万８，０００円でございますが、金融機関の融資実行のための１年間の預託金となってお
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ります。平成２３年度につきましては、中小零細企業支援といたしまして、市制度資金では２７５件、１７億７，

０００万円余の融資あっせんとなりまして、件数では２６％の減少、金額で２７％の減少となりました。本年度、

ほぼ前年と同水準でございますが、小規模企業の設備融資制度利用がふえている状況でございます。 

２つ下の商工団体活動支援事業でございますが、２１２、２１３ページをお開きいただきたいと思います。一

番上の商工会議所事業補助金１，２５９万１，０００円でございますが、商工会議所の活動支援、中小企業相談

所の経営指導にかかわります支援補助金でございます。 

その下の企業立地推進事業、３つ目のですね、新産業団地調査委託料１８９万円でございますが、旧人材育成

エリアの基本計画の策定を株式会社アンドーに委託したものでございまして、現況把握、敷地分析、計画内容の

検討、策定基本計画の作成、概算工事費の算出などを行ったものでございます。用地取得費の１，９４３万７，

０００円余でございますが、今泉南テクノヒルズの事業用借地設定契約に伴います土地開発公社への割賦契約に

基づく支払金額でございます。 

その下の白丸、テクノガーデンシティ推進事業、臨時職員賃金２９８万５，０００円余でございますが、もの

づくりアドバイザー及びイノベーションサポーター２名分の賃金となっておりまして、緊急雇用創出事業の財源

充当をしてございます。４つ下の黒ポツ、組込みシステム産業振興事業委託料２４７万１，０００円余でござい

ますが、組込みシステム人材育成のための人件費、またパソコンリース料など振興公社へ委託したものでござい

まして、これも緊急雇用創出事業の財源充当をさせていただいてございます。２つ下の推進プロジェクト負担金

９０万４，０００円でございますが、商工会議所等と連携いたしまして、機械金属関係業種を中心といたしまし

た工業展示会への出展支援、中小企業セミナー、産学官連携研修会、こども科学探検団などの開催経費の負担金

でございます。その下の組込みシステム産業振興負担金９７万６，０００円余でございますが、長野高専と連携

いたしましたセミナーですとか、品質管理セミナーなどの開催経費の負担金でございます。その下のしおじりも

の創り塾推進事業負担金７０万６，０００円余でございますが、基盤技術の形成を目的といたしまして中核人材

育成、スキルアップ、工業系の新人教育、起業者のための経費負担金でございます。 

白丸のまちなか賑わい創出事業の２つ下の臨時職員賃金１４１万４，０００円余でございますが、商工会議所

との連携によります商店街活性化支援事業といたしまして、商店街の活性化プラン調査を行ったものでございま

す。中身はですね、街路灯の実態調査、空き店舗の調査、またベンチ、ポケット公園等のですね、マップの調査

ということでございます。３つ下の商店街活性化事業補助金２２０万円でございますが、大門商店街振興組合、

特に玄蕃まつりとかハロウィーンでありますが８０万円、広丘商店街イベント、広丘夏まつり等に１２０万円、

広丘商店街活性化補助金、広丘青年会議所のイルミネーションに２０万円、それぞれ補助したものでございます。

ハロウィーン開催負担金１３０万円でございますが、１０月に開催されましたハロウィーンの開催経費を負担し

たものでございまして、ハロウィーンの実行委員会のほうへ負担をしてございまして、参加人員は１万人でござ

いました。 

白丸の塩尻インキュベーションプラザ管理諸経費の黒ポツ、指定管理料１，４５７万３，０００円でございま

すが、平成２２年度から振興公社に施設の指定管理を委託したものでございまして、市派遣職員の１名分の人件

費、また清掃、設備の保守点検料、水道光熱費などの施設維持管理費の経費を支払ったものでございます。 

３目の木曽漆器振興費の白丸、木曽漆器振興事業の上から５番目、設計監理委託料３７万８，０００円でござ
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いますが、名古屋城の本丸御殿の修復事業を地場産センターが受注したことに伴いまして、木曽漆器文化財修復

工房の２階スペースへ新たに上塗り室を設けるための改修工事の実施設計委託監理料でございます。その下の木

曽漆器伝統技術承継支援事業委託料３５７万５，０００円余でございますが、伝統技術、とりわけ文化財等の修

復技術等を伝えるための技術者育成としての人件費となっております。またその諸経費を木曽協同組合のほうへ

委託したものでございます。これもふるさと雇用再生事業ということで充当させてもらっております。その下の

木曽漆器修復工房改修工事４６２万円につきましては、先ほど御説明いたしました木曽漆器文化財修復工房の改

修工事費ということでございまして、建築、電気設備、換気設備工事を行ったものでございます。３つ下の木曽

漆器振興対策事業補助金６７８万１，０００円余のうち、９０万５，０００円につきましては、木と漆の会へ６

万５，０００円、伝統工芸士木曽漆器後継者育成奨励金５名分の８４万円の合計額となっております。引き続き

２１４、２１５ページをお開きください。上から２つ目の木曽漆器工業協同組合５４９万円でございますが、漆

器事業者としての産地形成を維持し、共同事業などを実施する事業協同組合への補助金となっております。その

下２つ目のですね、漆器祭開催負担金３０１万４，０００円でございますが、昨年６月３日から５日までの３日

間開催されました第４４回の木曽漆器祭・奈良井宿場祭の実行委員会の経費の一部を負担したものでございまし

て、昨年は「おひさま」効果もございまして、過去最高の４万５，０００人の集客がございました。その下の地

場産センター運営補助金４，０００万円でございますが、地場産センターの運営を補助するものでございまして、

地場産センターにつきましては、市の地場産品等にかかわります需要の開拓、後継者育成、人材育成、情報収集

など諸事業を実施しておるところでございます。地場産の振興を図るための公益性と収益性を持った法人でござ

いまして、収益事業部門の暮らしの工芸館では、漆器を初め塩尻産のワイン、また地酒などの販売、ならかわ市

場では、地元産の野菜や菓子などの販売を行っております。平成２３年度につきましては、先ほども申し上げま

したように「おひさま」効果もございまして、売り上げは暮らしの工芸館では前年度対比１２％の増、ならかわ

市場では約８％の増となりました。本年度、長野技能五輪、アビリンピックの入賞メダルに木曽漆器が採用され

まして、現在製作に入っておりますが、それ以外にも小野家住宅の改修工事、また名古屋城の本丸御殿の修復工

事などを手がけているところでございます。私は以上でございます。 

○中心市街地活性化推進室長 それでは、引き続きまして、４目の中心市街地活性化事業費のほうをよろしくお

願いをしたいと思います。まず、まちなか環境整備事業、駐車場整備工事１９９万３，９５０円でございますけ

ども、これにつきましては、塩尻駅前交番のある市有地と、旧警察官舎のあった県有地、そちらのほうを等価交

換をさせていただいて整備をしたものでございます。旧、既存の建物の解体費、それと整地費が工事費になって

おります。 

次に、まちづくり会社支援事業、まちづくり会社設立出資金ということで３７１万円でございます。昨年の１

１月１日に設立をいたしました、株式会社しおじり街元気カンパニーへの市からの出資金でございます。 

続きまして塩尻駅周辺整備事業、３つ目の黒ポツですが、駅前広場改修設計委託料５４７万５００円でござい

ます。本年度と来年度２カ年の計画で、駅前広場の改修工事を実施いたします。この工事発注に向けて進めてま

いりました詳細設計の業務委託でございます。なお、ここで報告をさせていただきます。午前中、駅前広場の工

事の入札を執行させていただきました。その結果、岡谷組中信支店さんのほうへ落札となりましたので、御報告

申し上げます。 
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続きまして塩尻駅南地区市街地再開発事業、市街地再開発事業補助金１億３，０５０万円でございます。社会

福祉法人サン・ビジョンが管理運営をしております複合施設、グレイスフル塩尻の建築工事等にかかわる補助金

でございます。平成２３年度末で７７％の出来高ということで、それに相当する補助金でございます。 

続きまして中心市街地活性化推進事業、下から２つ目の黒ポツになりますが、空き店舗等状況調査活用業務委

託料４２万２，１００円でございます。これにつきましては、空き店舗の再生可能な物件をですね、リストアッ

プをいたしまして、その土地と建物、所有者等の物件調査を業務委託したものでございまして、しおじり街元気

カンパニーへ委託をさせていただきました。その次の黒ポツですが、まちづくりコーディネート業務委託料１４

６万７，９００円です。これにつきましては、まち全体のですね、コーディネート、それから空き店舗の活用方

法について再生計画の作成を業務委託としてお願いしたもので、これにつきましても、しおじり街元気カンパニ

ーさんへ委託をさせていただきました。 

続きまして大門一番町地区暮らし・にぎわい再生事業、１つ目のウイングロード管理業務委託料ございます。

９１２万円、これにつきましては、建物の施設管理を塩尻市振興公社のほうへ業務委託をしているものでござい

ます。続きまして、割賦負担金１，２３６万円でございます。改修工事に要した補助対象外部分の費用につきま

して、１０年間の分割払いで市が振興公社へ返済しているものでございます。続きまして、ウイングロード施設

管理負担金１０２万円でございます。建物の火災保険料、それと自動車管理者賠償責任保険料でございます。 

続きまして、大門銀座通り地区優良建築物等整備事業、優良建築物等整備事業補助金ということで９，９００

万円でございます。株式会社テトラが管理運営をしているサービスつき高齢者向け住宅プレアデスコート大門の

建築工事等にかかわる補助金額でございます。 

続きまして、塩尻駅周辺整備事業（繰越）ということで、駅前公園整備測量設計委託料７６万円でございます。

これにつきましては、観光センターの建築工事にかかわる工事監理業務の委託料でございまして、平成２２年度

からの平成２３年度への繰越額になっております。続きまして駅前公園等整備工事、駅前公園等整備工事の５，

７１２万６，０００円でございます。これにつきましても、昨年の５月に供用開始をさせていただいた駅前公園

等の築造工事費でございまして、平成２３年度へ繰り越しとなった分でございます。続きまして観光センター建

設工事３，３５６万円。これにつきましても、昨年の５月オープンした観光センターの建設工事費で、平成２３

年度へ繰り越しとなった額でございます。続きまして防犯カメラ設置工事１５２万２，５００円。これにつきま

しては、駅前公園それから駐輪場の防犯対策といたしまして、防犯カメラを５台設置したものでございます。 

塩尻駅南地区市街地再開発事業（繰越）、補助金ということで１億１７０万円でございますけども、建築工事等

にかかわる補助金でございまして、これにつきましても、平成２３年度へ繰り越された補助金額でございます。

私からは以上です。 

○ブランド推進室長 それでは、決算書、今の下にありますが、１枚めくっていただきまして２１６、２１７ペ

ージをごらんいただきたいと思います。地域ブランド推進事業の関係でございます。１，１６２万円余でござい

ますが、この中の上から６番目、審査支払手数料１１万６，４００円でございます。これにつきましては、現在

使用しております塩尻のロゴマークとキャッチフレーズの商標登録料１０年間分となっております。その下の地

域ブランド推進活動負担金１，１０６万５，０００円でございます。この事業の主なものを申し上げますので、

よろしくお願いいたします。まずブランド化戦略としまして、市外、県外におけますプロモーション、それから
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プレゼンテーションを実施いたしました。名古屋地区を重点的にですね、ワインのプレゼンテーションを、酒類

関係者及び消費者を対象に事業展開をいたしました。酒類関係者に対しましては、ワイナリーの担当者もですね、

この席に出席をいたしまして、セミナー形式で商談会も実施をいたしました。商談会では、市内４社のワイナリ

ーと名古屋地域の酒販店などと新たな取り引きが決まっております。これらの経費といたしまして２５３万円で

あります。また、ＦＭ愛知を活用してのプロモーションとして、期間限定のアンテナショップを春と秋それぞれ

５日間、開設いたしました。塩尻ワインを中心にですね、味噌やジャム、農産物などが好評を得ております。来

場者につきましては約２，４００人、売り上げは約１６５万円となっております。特にですね、秋のショップの

ほうでは、ワイン用のブドウを食べながらワインを試飲して買っていただくという、そんなセミナーも開催いた

しましたが、４０人の定員に対しまして２，０００人を超える応募がありました。これらの開催経費といたしま

して２５２万円であります。このほか、県外からの誘客事業といたしまして、中京地域からバスツアーを実施い

たしました。俳優の辰巳琢郎氏をですね、ナビゲーターに、市内ワイナリーと奈良井宿をめぐる１泊２日のツア

ーを実施いたしました。参加者につきましては８９名、大型バス２台での実績となっております。この実施経費

といたしまして、約２６２万円ということになっております。次にですね、インナーブランディングということ

で、市民の誇りや愛着を醸成するための事業として、山賊焼き、特に山賊焼きにつきましては、市内の店舗です

とか、それから商工会議所と連携しましてさまざまなイベントを開催してまいりました。回を追うごとにですね、

市内を初め、市外からも問い合わせや参加者がふえている状況となっております。また市民に塩尻ワインをです

ね、食材とともに知ってもらう事業として、ワインに合う家庭でできる料理というものも提案をしてまいってお

ります。これらの経費といたしまして約２１７万円という形になっております。 

次にその下の白丸、地域ブランド発信事業でございます。３２２万５，０００円余でございますが、これにつ

きまして、その下の３１５万円の広告料でございますが、コミュニケーション戦略としまして月刊誌サライへの

５ページの掲載料として２６２万５，０００円、それから山賊焼き関係のイベントの告知といたしましてＦＭ長

野のＰＲ番組の作成と放送料、これを合わせまして５２万５，０００円という形になっております。以上です。 

○観光課長 続きまして、観光費の説明をさせていただきます。同じページ中段をごらんをいただきたいと思い

ます。６目観光費の支出総額は１億２，３６０万３，０９９円でございます。備考欄をごらんいただきたいと思

います。白丸の２つ目、観光総務事務諸経費２５３万４，２７４円であります。主な内容は、臨時職員の賃金、

普通旅費、燃料費など事務諸経費にかかわる支出でございます。 

続いて白丸３つ目でございますが、観光振興事業３，２０７万９，８３１円でございます。この事業は、観光

費の重点施策として評価をしております。別冊１０９、１１０ページに評価をしてございますのであわせてごら

んをいただきたいと思います。この事業では、観光振興事業を市観光協会へ委託をしまして、案内業務を重点に

しまして情報発信と誘客に努めております。また、情報発信基地として、先ほどもお話がありましたが、駅前に

観光センターが設置されました。それらの中で案内業務に必要な什器、備品の整備を行うとともに、あわせて観

光パンフレットを増刷をしまして誘客促進に活用したところであります。主な内容は黒ポツの２つ目であります

が、印刷製本費２３１万５，２３２円。これは、奈良井宿のパンフレット、それから総合パンフレットと簡易版、

「おひさま」版の奈良井宿パンフ等々、１３万４，０００部を作成をしまして、各種イベントや観光キャラバン

等を通じて誘客促進に努めたところであります。次の不動産鑑定委託料４４万３，１００円でございますが、こ
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れは、本年度売却をしましたけれども、ならい荘売却に当たっての鑑定料でございます。続いて、観光事業委託

料の１，８４５万２，０００円と、一番下の観光事業ふるさと委託料２４４万２，０００円でありますが、その

合計２，０８９万４，０００円が塩尻市観光協会への委託料となっております。観光事業ふるさと委託料という

ふうに２４４万２，０００円を別書きしておりますのは、緊急雇用対策事業の補助金を充当したため別書きとし

たものでございます。続いて、２１８、２１９ページをごらんいただきたいと思います。備品購入費であります。

観光センターの什器、備品を調達したものでありまして、主な中身は、ごらんのとおり事務機器、それから陳列

什器、冷凍ケース等を整備し、４９３万５，０００円を支出させていただいたものであります。その下、奈良井

宿活性化事業補助金３００万円であります。ならい荘の利用促進、あるいは地域活性化のために、利用者に対し

て補助をしたものでございます。利用実績は、ならい荘が１，４５７人、奈良井地区の文化施設の入館者が１３

３人という実績でございます。次の旧観光案内所原状回復工事費負担金でありますが、塩尻駅構内に設置してお

りました案内所、これを退去する折に原状回復のための負担金として支払ったものでございます。 

続いての白丸、観光施設維持管理費１，７１１万５，５２４円であります。観光客の利便性を配慮しながら、

安全で快適な観光施設とするための維持管理に努めたところであります。すべての施設の対応はできませんので、

順次、計画的に対応をしてまいりたいと思います。ここでは、対前年、大きく変わった点についてのみ申し上げ

ます。まず、観光センターのオープンに伴いまして、黒ポツの５つ目、６つ目、電力使用料、上下水道使用料が

それぞれ増加をしております。電力使用料が、対前年約１１０万円、それから上下水道使用料が約４０万円の増

加となっておるところであります。それから下から９つ目、その下９、１０、１１というところで、観光センタ

ーの警備委託料、あるいは消防設備の点検委託料、清掃業務委託料は、それぞれ皆増、すべてふえているという

ことであります。ここで、センターの利用者の状況をお話しを申し上げますが、平成２３年度利用者数で１万２，

２０４人、対前年１２５％ということであります。それから、電話等の問い合わせ件数が８，６４４件というこ

とで、これも対前年１９５％という実績が出ております。それから下から５つ目、観光施設整備工事の中の電気

自動車急速充電器設置工事３３９万１，５００円は、一般質問でもございましたけれども、アルプス広域ＥＶ普

及利用促進協議会の趣旨にのっとって、奈良井の道の駅に設置をしたものでございます。 

続いて白丸、広域観光推進事業負担金１，０７０万７，０００円であります。塩尻市単独ではできない誘客活

動を、構成市町村と連携を強めて取り組んでまいったところであります。主な内容は、一番下のところでありま

すが、信州まつもと空港利用促進負担金ということで２５６万円、続いて２２１ページ、上から３つ目でありま

すが、木曽観光連盟負担金。これは広域での広告宣伝や情報発信のための負担金でありますが、２３２万６，０

００円。それから８つ目の黒ポツでありますが、木曽広域連合負担金。ここは、公共サインの償還金とその維持

費でありますが、３４３万４，０００円であります。なお、公共サインの償還は平成２４年度、今年度をもって

終了となります。 

次に、観光振興イベント推進事業であります。各種イベントを通して各実行委員会と連携し、地域の活性化と

誘客活動を展開をしたものでございます。主な内容は、６つ目の市民フェスティバル塩尻玄蕃まつり負担金４２

７万５，０００円。これには、実績でありますけれども、踊り連が６０連、３，２７１人の参加をいただいたと

ころであります。なお、新規でゆかたんピックということも行われ、５５名の参加をいただいたところでありま

す。その下でありますが、高ボッチ高原草競馬サマーフェスティバル負担金４００万円であります。出走馬が７
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５頭、観客が４，２００人という実績となっております。黒ポツ下から３つ目でありますが、ワインブランド戦

略推進負担金ということで２００万円であります。この主な内訳でありますが、この秋に催しますワイナリーフ

ェスタに１８０万円、それからワインと語る夕べに２０万円ということであります。ちなみに、昨年のワイナリ

ーフェスタのワイナリーめぐりには４，６７３人の方が参加していただいた。それから、ヌーボーパーティーの

ほうでは２５１名の方が御参加をいただいたということであります。ワインと語る夕べにつきましては、例年１

回で２００人ということでありましたが、回数を２回に分けまして１００人ずつで催したところでございます。 

続いて、塩嶺高原地域整備関連事業であります。２８４万１，６１４円でありますが、いこいの森や塩嶺高原

周辺の環境整備、維持管理を図りながら、広域的イベント、これはパークマラソンでありますが、実施をし、集

客活動に努めたところであります。黒ポツの６つ目でありますが、いこいの森公園管理委託料が１７２万２，７

００円ということで、地球の宝石箱の入館者が２，９９０人ということであります。下から２つ目、塩嶺王城観

光開発協議会負担金４４万円。１０マイルマラソンに７５３人の方が参加されたところであります。 

続いて誘客宣伝促進事業３１４万７，６３９円であります。県内外からの誘客を図るために個別観光地のポス

ターやパンフレットを増刷しております。それから、各種マスコミ媒体を活用した広告宣伝活動に努めたもので

ございます。４番目の印刷製本費でありますが、９７万９，９２５円の内訳は、奈良井宿のポスターＡ１サイズ、

Ｂ１サイズ、Ｂ３サイズそれぞれ制作をしております。また、５枚組の絵はがきを５００セット作成したところ

でございます。続いて、広告料１５６万３，５００円は、これは新聞、雑誌などの広告、あるいはテレビスポッ

ト、ラジオスポットなどの広告を打ったところでございます。 

最後にですが、昨年度の観光客の入り込み状況を報告をさせていただきたいと思います。市内観光利用者統計、

奈良井宿を初め７カ所で統計をとっておりますが、その合計が１１４万８，５００人ということで、対前年１４

５％というお客様がお見えになったということでございます。昨年は「おひさま」効果もございまして、そのよ

うな伸びということであります。今年度は、一昨年の数字をベースに、それを落とさないような形で集客に努め

てまいりたいというふうに思います。以上でございます。 

○委員長 質疑を行います。委員より御質問がありますか。 

○中村努委員 観光センターですけど、これは、管理運営の業務委託でよろしかったでしょうか。 

○委員長 委託方法について。 

○観光課長 センターそのものの管理は直営ということで、委託は清掃委託だけをしているということでありま

す。 

○中村努委員 そうすると、あそこの商品の売り上げとか仕入れとか、そういうのは、どこで会計に出てくるわ

けですか。 

○観光課長 観光協会が一応直営でやっておるんですけれども、物販に関する部分につきましては、観光協会の

ほうからチロルの森のほうにお願いをして物産販売をしているところであります。 

○中村努委員 こういう事業、こういう施設こそ指定管理者がふさわしいような気がするんですが、そういう検

討はされてはいますか。 

○委員長 答弁を求めます。 

○経済事業部長 公の施設という形での位置づけを、たしかしてないかなと思っております。指定管理自体は、
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そういうことでしてないということでございます。観光協会がですね、ございますので、そこが観光センター全

体をやるということが、事務所も兼ねておると言いますか、形上はそういう形になっておりますので、そういう

形で今までやってきたということでございます。 

○委員長 よろしいですかね。ほかにはどうでしょうか。 

○中原輝明委員 今の観光課長に聞きたいが、２２１ページのサラダ街道振興補助金って１５万円ってあるがさ、

ことし、かかし祭りをやったんだけど、あなたは来て見て、そしてまた持続するのかどうだか、その辺はどんな

ぐあいに感じてるの。 

○観光課長 私、ことし参加をさせていただきました。実施母体が、ことしは地区ということで継続をしていた

だいたところでありますので、今後も引き続き継続をしてやっていっていただきたいなというふうに思っておる

ところであります。 

○中原輝明委員 おれ、なぜ聞くかって言やあ、金のことばかりじゃ汚いような話になっちゃっていけないけど

さ、補助金を今後打ち切ってもそういうことは地元でやるように、塩尻市全体でそんなふうに考えているの、補

助金出しているとこは、皆さんは。この部分じゃなくて、全体の、これも減らしてもいいし、ほかものも減らし

ていくっていう考え。 

○委員長 答弁を求めます。 

○中原輝明委員 これ、基本だよ。 

○観光課長 市全体のことについて、ちょっと私が申し上げるのはいかがかと思いますけれども、観光課で所管

しているものにつきましては、財政に一所懸命向かって確保をしたいというふうには考えております。 

○中原輝明委員 じゃあ、これ、副市長にちょっとお聞きするけどさ、やっぱりこのサラダ街道のかかし祭りっ

ていうのは、地元でなくしてはいけないということで復活させた、つぶれるのをそのまま延長させたわけだけど

も、こういうものについて、これだけではなくて全体から見た中で、やはりかかし祭りも自主的にやるようにな

れば自主的でいいし、塩尻市全体で自主的にやるようになれば、補助金は削減、すべてのものをしてかなきゃい

けんだ。例えばここに、木曽へ出してる４，０００万円という、これも補助金だ。こっちは補助金だが同じだわ、

同じ補助は。そういう中にかかわらず、こういうものは減らなんで、ほかのものは減っていくということは、こ

れは不自然だと思う。この４，０００万円やってあるというのも、それだけの価値があるかないか、ちょっとわ

からんけれど、この部分は、４０万円ずつ各あれだぜ、イベントのところへ補助金を出すとすりゃ、４，０００

万円っていやあ、何カ所できるの、勘定してみ。そういうことから換算すると、価値は小さくも大きくも、その

比率でそれは減にしてもいいと思うけども、その辺はよく考えて今後やってほしいだがさ、副市長はどんなつも

りでいるの。 

○副市長 補助金ですのですね、基本的に、その補助をすることで地域がどういう形で盛り上がっていくか、あ

るいは、行政目的でありますですね、観光なら観光、それから産業振興なら産業振興というものがですね、効果

的にやられているかどうかは評価をさせていただいて、補助金を対応させていただいているというのが実態でご

ざいます。今、かかし祭りのような例を出していただきましたけども、基本的には、地域でできる、あるいは地

域で盛り上がっていっていただけるような行事、それから取り組みにつきましてはですね、私どもできるだけ、

補助という形がいいかどうかわかりませんけども、地域の包括的な行事への取り組みということでですね、こと



32 
 

し実行委員会から洗馬の皆さんでおつくりになっている組織で新たに取り組んでいただいたと思いますけれども、

そういう形に切りかえていきましてですね、包括的に地域を盛り上げていくような取り組みの中で消化をしてい

っていただければ大変ありがたいなと。その辺については、別途の観光行事ということの枠組みでとらえるとで

すね、そこら中でやっぱり出てきてしまいますので、そういうことではなくて、地域の盛り上がりをどう支援を

していくかという観点から取り組んでいきたいなというふうに考えております。今、地場産センターのような産

業の振興とかですね、それから、もともとと言いますか、本来なら市でやらなけりゃいけないことをですね、財

団でやっているというような形、あるいは引き継いできたというような形がございますんで、一定の時期が来る

までですね、解散をさせるというわけにはいきませんので、きちんと補助をして一定の責任を果たしていくとい

うことが産業振興につながるのではなかろうかなというふうに思っていますので。その辺は、時期が来るまで、

ぜひ御理解をいただきたいと存じます。 

○中原輝明委員 今、言われたことはよくわかるんだけどね、もう１５年だか２０年近く続くこのイベントをね、

なくすということは、地域はもとよりあの沿道を通過する皆さんも、また来年はこの時期には来りゃしないかな

んていって、あそこで車をとめてみんなで見る。ということは、塩尻には、ああいうイベントっていうか、大小

にかかわらずイベントでやっているわけだが、そういう宣伝も兼ねてやるとすれば、やっぱ塩尻市全体の観光の

中でも考えていかなきゃいけないと思うだよ。ああいうものをなくす必要はないというか、やって、おれはほし

いと思うだ。だから、そういうものを副市長の言われるように、自主的にやらなくなりゃなくなってもいいでは

なくて、必要なものは少しでも継続してやるような運営を、あるいは指導をしてほしいと、こういうことだがね。

そこらについてはいかが。 

○副市長 地域でいろんな行事として取り組んでいただいている各行事がございます。それと、市全体が取り組

む、いわゆる観光誘客対策としてのですね、事業とはおのずと補助主体も違いますし、どういう形で市がかかわ

っていくかということは、私は違いがあってしかるべきだというふうに思っております。したがいまして、今ま

で本当に長くサラダ街道ということで取り組んでいただいてですね、その実績は評価をさせていただいておりま

すし、これからも取り組んでいただきたいと思っております。ただ、市の全体のいわゆるサラダ街道としての取

り組みであるのか、それとも洗馬地区としてのですね、地域行事として取り組みがあるのかということをはっき

りさせていただきながら、私どももそういう観点で見させていただきながら、補助のあり方が観光として取り組

むのか、地域の振興として取り組むのかということを御判断をさせていただきたいなと、こういうことでござい

ますのでよろしくお願いします。 

○経済事業部長 先ほど、大変申しわけございません、観光センターの関係で、私、勘違いをしておりまして、

おわびして訂正をさせていただきます。観光センターの設置条例はございます。指定管理はしていないというこ

とでございます。その理由でございますけれども、指定管理する場合には、民間に出すことによって経費の節減

が図れるとか、サービスの向上が図れるという、そういうことが前提になるわけでございますけれども、実態と

してですね、観光協会があそこで直営でやっておりますけども、観光協会と観光課というのはですね、常時、毎

朝朝礼にこちらに来て仕事をいろいろ分担、中身的には分担をしながらやらないとですね、いろんな現場をこな

せませんので、そういう形での連携を毎日図っておりますし、観光協会の直とは言いましても、市の観光課と一

体的なものでございますので、そして、そこで行われる業務が市の観光ＰＲということを市から観光協会に委託



33 
 

してやっていると。そういう性格上、指定管理ということで民間の人に入ってもらうということはふさわしくな

いだろうという、そういうことで観光協会が今、直営でやっているというふうに御理解いただければと思います。

チロルの森につきましては、観光協会からさらにその場所をお貸せするので、塩尻の産品を中心に売っていただ

きたいと言いますか、そういうＰＲも兼ねて売っていただきたいということで、観光協会のほうで複数のところ

にお声がけをして、その中で塩尻の観光に沿った産品を出してくれるところをですね、選定して、あと家賃のい

ろいろな関係、人件費の関係等も含めて観光協会として判断をしていただいてチロルの森に決定したという形で

ございます。大変失礼いたしました。 

○中村努委員 ほとんど市の観光課がやっているというようなことで、とにかく塩尻市には観光資源がたくさん

ありながら、ＰＲが下手くそだというのが市民の皆さんの感覚だと思うんですね。それこそ、そういういろんな

ＰＲ活動、観光面での発信の仕方ということは、これは、私は民間のほうが発想が豊かで、もしやっていただけ

るところがあれば。観光協会にそもそもそういう能力があれば一番いいんでしょうけれども、ぜひ、そんなとこ

ろが見つかるようであれば、今後の課題としてぜひ検討していただきたいと思います。要望でいいです。 

○委員長 要望でいいですね。ほかにありませんか。よろしいですかね。時間の関係も。 

○中原輝明委員 ちょっとこれ、幼稚なことだけどさ、市内の案内板、観光案内板の設置の補助金でやるのと、

市でやるのっていうのは、区分けはどういうぐあいにしてるの。できてるの、しっかり。どういう看板は市、ほ

かのものは補助金で設置してもらう、そのルールはできてるの。 

○観光課長 特段というか、明確にこれが補助で、これが直営でという決まり事は今のところございません。た

だ、元気づくり支援金ですとか、県のほうの補助金をいただいてやったりしているものはありますけれども、市

が、要するに民間の人に補助をしてそれをつくったとか、そういう決まり事がしっかりできておりません。 

○中原輝明委員 そうすると、これはね、ぜひその区分けはしっかりつくってほしいというのが１点と、各地区

というか、洗馬地区には１つ地区全体のがあって、各部落には部落のまた案内があるんだが、その辺の境っての

は、おれ今まで感じていると、職員の気分でいいような悪いような気がするんだけどさ。それだで、その辺はね、

１つのね、そういうことがあり得るような気もするだが、しない気もしないだが、どっちでもいいが、つくって

おく必要があると思うよ、これからは。そうしないと、統一していかないと、大門は端からやるが、ほかのほう

は別々だと、こういう。大門には多いだわ、はっきり言うと。副市長のすぐ隣にはありゃしないかい。そういう

ことをね、１つの決まりだけつけてくれない。洗馬地区で１つ、例えば洗馬地区全体の案内板か。各部落にもあ

るわけ、部落っていうか分館に。分館ごとに案内板、みんな地区のね。洗馬地区全体の大きい看板は、１つは市

でやる、あるいは、分館のやつは補助金を出してやってもらうと。 

○副市長 おっしゃっているのは、地域の全体の地図みたいなやつで、どこどこにお寺があるよとか、そういう

やつですね。あれは、地域づくり支援金というやつがありますよね。 

○中原輝明委員 それはわかってて、おれ言ってるだ、すべて。 

○副市長 それで多分、地域で自主的に補助を受けてつくっていただいたというものだと思います。観光とはち

ょっと意味合いが違いますので、それはそれとして。 

○中原輝明委員 観光とか案内板は、そこじゃない、担当課、今のところじゃないの。 

○副市長 これ、違います。今のおっしゃっている案内板は地域づくり課の担当で、補助をして。だから、多分
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区で、洗馬振興会か区でつくったやつだと思いますね、それは。 

○中原輝明委員 いや、違うだよ。それ以上しゃべると、ばれちまっていけないで。ちょっとね、失礼なことを、

ばれるとかそういうことじゃなくて、そういうことを言うとまた変な問題が出てきていけないが、そうじゃなく

てね、それを精査してきちっとしてほしいってことを、おれは言いたいわけ。 

○副市長 わかりました。 

○委員長 それじゃ、そういうことで要望でよろしいですね。 

○中村努委員 資料なければ、またの機会でいいんですが、空き店舗調査ですけども、その調査結果がどうだっ

たかということが知りたいので、もし議会に出せるように個人名とか消したりという作業があればあれなんです

けど、もし議会に出せるものがあったら出していただけますでしょうか。 

○中心市街地活性化推進室長 ただいま中村委員さんの空き店舗調査の結果のほうなんですが、商工課のほうで

空き店舗調査の中で商店街中心にやっていた部分があるんですが、そちらのほうということでよろしいでしょう

か。 

○中村努委員 ２つあるということですか。 

○委員長 空き店舗調査の結果を出せるかということね。 

○中心市街地活性化推進室長 後で資料を出します。 

○中村努委員 じゃあ、お願いします。 

○委員長 それでは、商工費についてはこの辺で締めたいと思います。それでは、８款土木費を議題といたしま

す。説明を求めます。 

○都市づくり課長 決算書の２２２、２２３ページをお願いしたいと思います。８款土木費１項土木管理費１目

土木総務費でございます。右のページの備考欄をお願いしたいと思います。上から３つ目の土木総務事務諸経費

４，１５３万円余について主なところだけ説明をさせていただきます。黒ポツの上から１２番目になります。中

段下になります。道路賠償責任保険料１３０万７，２６０円の支払いをしてございます。これにつきましては、

道路の市道等にかかわります賠償責任保険料でございまして、平成２３年度の支払いの実績でございますけども、

４件ございました。支払額にいたしまして１９万１，４０９円の支払いをしてございます。それから、今の下に

なりますけども、黒ポツ、統合型ＧＩＳ共用空間データ作成業務委託料３，００７万２，０００円でございます。

これにつきましては、その下の、２つ下になりますけども、塩尻市基盤図作成業務委託２，９４０万円というも

のがございますけども、これにつきましては、平成２２年度にですね、税務課が航空写真の写真データを撮影し

ておりますけども、それに基づきまして平成２３年度、それから２４年度、ことしの２カ年でですね、塩尻市全

市の電子基盤の地図を作成するというものの支出でございます。その２つ下の黒ポツでございます。道路関係台

帳等管理委託料６２０万５，０００円余でございます。これにつきましては、塩尻市が管理いたしております道

路台帳などの新たに市道認定をしたもの、それから、道路改良等によりまして補正が生じたもの、それから廃止

になったもの等につきまして、約６キロメートルございました。これにつきまして道路台帳等の修正を行ったも

のでございます。それからもう１つ、その上になりますけども、建設事業部ＧＩＳ保守業務委託というものがご

ざいます。これは、先ほど御説明したＧＩＳ共用空間の下にも同じ委託ということで６７万２，０００円が上に

ありまして、下は１１１万３，０００円という形でございますけども、これにつきましては、委託がですね、１
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つの事業として委託発注をしたものでございまして、予算のですね、細節上の分けによりまして、そこに分けて

同じ名目で記入をしたものでございまして、ちょっとわかりにくい記述で大変申しわけございません。そんなこ

とでございまして、上段の６７万円余につきましては、ＧＩＳのデータの運用のためのサーバー機、システム機

を導入をしまして、それにかかわる保守点検の支出にかかわる部分でございまして、下段の１１１万円余につき

ましては、指定道路図、指定道路管理システムのが、建築住宅課のほうで建築確認の折にもう既に導入して使っ

ておりますけども、それにかかわるシステムの保守にかかわるものということでございます。 

続きまして、次ページをごらんいただきたいと思います。２目交通安全対策費でございます。右のページの備

考欄でございます。白丸、上から２つ目でございます交通安全対策事業諸経費１，８８５万２，０００円余でご

ざいます。この内訳でございますけども、黒ポツの３つ目でございます。長野県民交通災害共済会費徴収報償金

１０６万５，７５０円。これにつきましては、この交通災害共済の取りまとめを各区にお願いをしてございます。

それに対しまして、区のほうにお支払いをした額でございますけども、ちなみに平成２３年度の加入者でござい

ますが、４万６，５７１名でございます。市内の加入率は６８．９％でございました。続きまして、黒ポツの下

から３つ目でございます。塩尻市交通安全会議負担金１，２２２万６，０００円余でございます。これにつきま

しては、交通安全啓発、それから小中学校等におきまして交通安全教育の促進を図るというものでございまして、

交通指導員の給与も含まれております。 

それから、その下の白丸でございます。交通安全施設整備事業１，６９９万９，５００円でございます。これ

につきましては、いわゆる交通安全施設、カーブミラー、それから区画線、標識等の設置に伴うものでございま

す。 

続きまして、ページをめくっていただきまして、輸送対策費でございます。右のページの備考欄をお願いした

いと思います。白丸の１番目、輸送対策事業８，０６８万９，０００円余でございます。これにつきましては、

主といたしまして地域振興バスの運行事業でございます。昨年度、平成２３年度につきましては、今年度、平成

２４年度の４月からですね、運行のダイヤの改正をさせていただきました。それに向けまして昨年度は利用者の

意見収集でありますとか、各区での説明等をさせていただいて見直しをさせていただいたという経過がございま

す。黒ポツの中段どころ下になりますけども、地域振興バス運行委託料７，３７１万７，０００円余でございま

す。地域振興バスの運行委託でございますけども、その下にありますように洗馬線ほか７路線、これにつきまし

ては、アルピコ交通株式会社に委託をしている部分でございまして、その下の楢川線、勝弦線につきましては、

大新東株式会社に委託をしている部分でございます。その下の車内音声等変更でございますけども、昨年はござ

いませんでしたが、これにつきましては、先ほどお話ししましたようにダイヤ改正に伴うものということでござ

います。ちなみに、昨年のですね、地域振興バスの利用者の数でございますが、１５万７，１１３人の方に御利

用をいただいております。 

続きまして、その下の２項道路橋梁費１目道路橋梁総務費でございます。右の欄の備考欄をお願いしたいと思

います。白丸の上から３つ目になります。道路橋梁事業諸経費８２３万８，０００円余でございます。これにつ

きましては、黒ポツの上から２つ目、用地取得費７４６万７，０００円余でございますけども、これにつきまし

ては、大門七区の跨線橋西という交差点、シューマートのある部分の交差点のところでございますけども、平成

２１年にあそこの交差点部分の改良を国道でやりましたけども、その時に取得をいたしました用地、公社で先行
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取得をしていただいたんですが、ポケットパークということで１１９．７３平方メートルですが、これの買い戻

しでございます。以下、県道路整備期成同盟会負担金以下でございますけども、これにつきましては、国道、そ

れから県道、それから主要な地方道の事業の促進を目的に１２団体に負担金を出しているものでございます。私

からは以上でございます。 

○維持担当課長 それでは、次のページの２目の道路維持費の説明をさせていただきます。白丸の道路維持諸経

費の上から４番目の電力使用料につきましては、街路灯及びトンネル内の外灯２，６９５灯と、そして道路融雪

設備４カ所、そして排水ポンプが市内に５カ所ありまして、それの電力使用料を支払いしています。続きまして、

ずっと下のほうの清掃委託料につきましては、市道の清掃委託料、地下道の清掃及び街路樹の植樹ますの清掃及

び草取りの作業をシルバー人材センターのほうへ委託しております。続きまして、街路樹せん定等委託料につき

まして１，１６１万８，１５０円につきましては、街路樹延長１万７，８６７メートルの高木及び低木等のせん

定、それと害虫駆除、支障木等の委託を実施しています。続きまして、市道維持補修作業委託料につきましては、

信州塩嶺高原開発地区内の市道の約１６．３キロメートルを信州高原開発株式会社に委託しております。雨水ポ

ンプにつきましては、５カ所の維持管理を委託しております。続きまして、重機借上料につきましては、道路施

設の浸透ます及び側溝等の清掃、そして除雪作業、融雪剤散布作業を実施してまいりました。維持改良工事につ

きましては、平成２３年度は２４カ所、地区の要望箇所及び優先順位の高いところを箇所づけして行ってまいり

ました。そして、維持応急工事７２カ所につきましては、緊急箇所のＵ字溝の補修等を施工しております。次の

補修用資材につきましては、地区の要望にあります砕石とか溝ふたを６８件、各区のほうの要望にこたえてまい

りました。そして、その中で舗装の補修資材、パッチという作業ですけれど、それが５７０．１トン、そして冬

の融雪剤２万１，６５６袋を購入しております。続きまして、２３１ページのほうをお願いいたします。除雪協

力助成金につきましては、３８地区の１６８．９キロメートルを各区で除雪してもらいましたところを支払いを

しております。 

白丸の道路維持諸経費の繰越につきましては、維持改良工事の２カ所を施工しておりますので、お願いいたし

ます。 

○建設課長 その下、３目道路新設改良費をお願いします。あわせて事業評価シート１１９、１２０ページをお

願いいたします。道路新設改良事業３億９，５００万円余は、補助、起債、単独合わせての決算となっておりま

す。測量設計委託料、工事請負費、用地取得費、支障物件移転補償費等で構成されております。なお、工事費明

細書３６ページ、委託料明細６６ページとなっておりますので、御参照いただきたいと思います。国庫補助事業

につきましては、社会資本整備交付金事業で、片丘の道路改良事業中原線、橋梁補修補強の上西条跨線橋４橋、

片丘の大沢橋第２橋、吉田橋、野村の田中橋、堅石橋、楢川地区の権兵衛橋、高出地区の中検見橋、歩道設置と

いうことで吉田の堰西えびの子通線、狭隘道路整備事業では片丘の公民館中屋敷線、橋梁補強工事委託というこ

とで本山の権現橋の工事委託、街路事業としましては都市計画道路の吉田原通線、舗装改良では郷原岩垂線、岩

垂笹賀線、吉田小俣線を取り組みを行いました。起債事業につきましては、地方特定道路整備事業ということで

都市計画道路広丘東通線、野村吉田地区を整備を行いました。市単の単独事業では、地元要望路線ということで

３７カ所の事業に取り組みを行いました。 

設計委託料の７番目にあります道路アセット調査業務ということですけれど、本市が管理する道路について、
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交通量や利用状況、地域特性、舗装の破損要因を踏まえたアセットマネージメントを取り入れた、費用対効果の

高い戦略的な維持管理計画を策定することを目的に、１・２級の市道の調査を行いました。 

２３３ページをお開きください。下の道路新設改良事業（繰越）でございますが、前年度、中央道にかかる市

道橋、大原橋ほか９橋の補修工事委託、都市計画道路広丘東通線の工事等でございます。翌年度への繰越でござ

いますが、道路新設改良費全体では１億８，２００万円余となっておりますが、国の３次補正による橋梁補修補

強工事、上西条跨線橋の工事委託、吉田原通線の用地補償等になっております。 

事務事業評価シートの１２０ページの今後の方針のところでございますが、市民の安全や安心な交通環境の構

築の実現のために、主要な幹線道路整備や橋梁補修等の事業を今後は拡大する方針であります。以上です。 

○都市づくり課長 その下の４目の街なみ環境整備事業費でございます。右ページの備考欄をお願いしたいと思

います。街なみ環境整備事業４２９万１，０００円余でございます。主なものは黒ポツの２番目、設計委託料で

ございます。これにつきましては、平沢、国の重伝建地区に選定されております平沢地区におきまして街なみ環

境整備事業を行うということで、平成２３年につきましては、事業計画書を策定をさせていただきました。これ

につきましては、地元の皆さんの意見を取り入れるということで、ワークショップを開催を３回ほどさせていた

だいたり、事務局といたしまして漆器組合、それから地元区、それから平沢の街なみ保存会の役員の方に入って

いただいて、事務局会議も開催をしながら事業計画書をまとめさせていただきました。以上です。 

○維持担当課長 済みません、その下の３項の河川費１項の河川維持費の御説明をさせていただきます。２３４、

２３５ページの河川改修事業につきまして説明させていただきます。河川応急工事１カ所につきましては、小曽

部の下検見橋の橋の板の更新工事でございます。 

 続きまして、その下の丸の河川維持諸経費につきましては、河川公園管理委託を、河川公園リバーサイドパー

ク堅石及び親水護岸公園６カ所の維持管理を行っています。その下の河川環境整備工事１カ所につきましては、

普通河川の北洞川の田川高校の近くの末流の河川の河床整備を行っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○都市づくり課長 続きまして、４項都市計画費１目都市計画総務費をお願いしたいと思います。右ページの備

考欄をお願いしたいと思います。白丸の上から３つ目でございます。都市計画総務事務諸経費３６１万４，００

０円余でございます。これの主なものにつきましては、下から２つ目の黒ポツ、都市計画基礎調査業務委託料９

４万５，０００円でございます。これにつきましては、大門七区と広丘郷原にまたがります、いわゆる開発誘導

エリアの中の１３．７ヘクタール、都市的土地利用をしたいという部分のところの基礎調査をさせていただいた

ものでございます。その下の都市計画道路見直し業務委託料２０７万９，０００円でございますけども、これに

つきましては、平成２３年度から都市計画道路の見直しに着手をさせていただいておりまして、未完了、それか

ら未着手等の路線に対しまして、都市計画道路の持つ機能、それから役割などを検証する中で、それぞれ評価を

して基礎データを備えたというものでございます。 

１ページめくっていただきまして、最初の白丸でございます。都市緑化推進事業２７５万６，０００円余でご

ざいます。黒ポツの上から２つ目でございます。開発緑地整備工事。これにつきましては、開発等によりまして

緑地をとるわけでございますけども、それを市に移管をしていただいた後に、それを整備するというものでござ

いまして、平成２３年度につきましては広丘、高出二区におきまして植樹とベンチ整備、植樹等の開発緑地の整

備をさせていただいたものでございます。それから、その下の苗木代１６５万７，０００円余でございますけど
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も、これにつきましては、結婚、それから出生、地域の共同緑化、緑地協定などに伴いまして、緑化木の配布を

した苗木代でございます。 

それから、その下の白丸、まちづくり計画策定事業でございます。１０５万６００円でございますけども、こ

れにつきましては、広丘のまちづくりの関係でございます。一番下の黒ポツ、まちづくり支援業務委託料９９万

７，５００円でございますけども、これにつきましては、昨年度、地元の会議を持ちまして、３回ほど会議を持

つ中で広丘地区における課題等を整理させていただいて、それからその課題に対する方策案などの提案までまと

めさせていただきました。私からは以上でございます。 

○維持担当課長 続きまして２項の公園管理費の説明をさせていただきます。一番上の丸の街区公園等管理事務

諸経費からお願いいたします。５行目の電力使用料につきましては、街区公園２８カ所、そして楢川地区広場２

カ所の電力使用料です。その下の上下水道使用料につきましては、街区公園の１０カ所分、そして開発緑地、楢

川地区の広場の２カ所の上下水道使用料の支払いです。公園管理委託料につきましては、街区公園２７カ所の維

持管理を行っています。その下の公園高木せん定等委託料につきましては、緊急雇用創出事業で街区公園の高木

せん定１３公園と、害虫駆除７公園の樹木管理業者のほうへ委託をいたしております。そして、下から２番目で

すけれど、街区公園整備工事の８カ所につきましては、工事明細３９ページを御参照いただくようお願いいたし

ます。 

続きまして、次の白丸の小坂田公園・北部公園管理事務諸経費の説明をさせていただきます。決算書２３８、

２３９ページをごらんいただくようお願いいたします。上から５行目の電力使用料の７７９万９，０００円につ

きましては、小坂田公園と北部公園の電力使用料、その中にはレストラン棟等も入っております。上下水道使用

料につきましても、小坂田公園、北部公園の上下水道使用料でございます。公園管理委託料につきましては、小

坂田公園の有料施設の管理業務委託をシルバーのほうへ委託を実施しております。公園設備点検委託料につきま

しては、小坂田公園のパターゴルフの芝管理ほか７件を実施しております。一番最後から２番目ですけれど、小

坂田公園整備工事９カ所につきましては、工事明細４０ページを御参照いただいてお願いいたします。以上です。 

○建設課長 その２つ下の４目社会資本整備総合交付金事業費をお願いいたします。事業評価シート１２７から

１２８ページを御参照いただきたいと思います。国の補助事業、社会資本整備総合交付金事業（塩尻駅周辺地区）

ということで、旧まちづくり交付金事業でございまして、２億９，４００万円余でございます。えんぱーくを中

心とした６００ヘクタールの区域内の道路整備を行ったもので、５年間の事業の最終年度となっております。工

事費明細書４１ページ、委託料明細６７ページとなっておりますので御参照いただきたいと思います。内容につ

きましては、高出地区、市道大門高出線の排水路整備、広丘郷原、大門七区、都市計画道路広丘西通線、平出地

区、平出一里塚線道路築造、大門七区、市道郷原大門線の歩道整備等に取り組みました。 

２４１ページの下段の繰越でございますが、前年度からの繰越事業では、都市計画道路広丘西通線の用地補償

となっております。 

その下、駅施設維持費をお願いしたいと思います。これは、塩尻、広丘駅自由通路、エレベーターの維持管理

費でございます。以上です。 

○建築住宅課長 では、２４１ページ一番下の段をお願いしたいと思います。６目の建築指導費でございます。

建築確認につきましては１９９件、それから完了検査が２０１件、長期優良住宅の証明が３２件等々を行いまし
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た。 

それでは、次のページ２４２、２４３ページをお願いします。丸の耐震対策等事業６５３万１，０００円余で

ございます。これにつきましては、簡易診断が９件、それから精密診断が３１件、耐震補強補助金が９件と。事

業シート１３０ページも見ていただけばわかるんですが、平成２３年の東北の大地震、それから身近の長野県中

部地震と、そんな関心がございまして、今までこの補助金を設けていたわけですが、初めて満額を消化させてい

ただきました。 

それから、事業シート１３２ページを引き続いてごらんいただきたいと思いますが、住宅リフォーム補助事業

でございます。１，６０６万２，０００円でございます。議会等、皆様の要望というような形の中で６月に補正

していただきまして、７月からやったわけでございます。一般枠につきましては１５４件、それから松本地震が

ございまして、急遽９月補正をいたしまして２００万円を増額いたしました。これにつきましては、リフォーム

一般が１５４件の、震災が１３件ということでやりました。議会等でもお話ししているとおり、この経済効果は

１億５，４９４万円ということで、１０倍の効果があったということでございます。 

その下、下水道事業会計繰出金９億５，０００万円でございます。これは、下水道のほうへ繰り出すお金でご

ざいます。 

それではその次、市営住宅管理費でございます。平成２３年度から、みどりが丘雇用促進住宅８０戸、これを

新たに加え、１６団地１１４棟５５９戸を管理してきたものでございます。一番下の建物購入費９６３万３，０

００円余でございます。これは、みどりが丘の雇用促進住宅、これを分割払いで１０回に分けて払っていくもの

です。平成３２年まであるわけでございますが、その９分の１のお金でございます。 

それから、次のページ２４４、２４５ページをお願いいたしたいと思います。丸の市営住宅管理維持補修費で

ございます。２，０００万円余でございます。その中には、上から丸ポツ３番目、営繕修繕料。これは、営繕と

いう簡易なものでございますが６４件、水道の水漏れとかそういうものでございます。３４７万円余。それから、

その下の設計監理委託料でございます。これは、平沢にある宮下団地、これは県から村の時代に譲渡を受けて用

途廃止をしたものでございます。これを解体する時の委託料でございます。これはもう解体いたしまして、一般

財産として今、扱っております。それから、ちょうど真ん中のちょっと下になるわけでございますが、長寿命化

計画策定委託料。渋沢団地が、市営住宅の新たな建設はこれが最後になるという形の中で、いかにして今の住宅

を長持ちさせるかという形の中で、今後想定される耐震又はリフォームを含める中で長寿命化計画をつくって、

年次計画的に維持管理をしていくのを委託したものでございます。９８万７，０００円でございます。その下の

市営住宅補修工事は、一般のちょっと大きなものの工事、床とか壁とかいろいろございますが、その補修費で１，

３８８万５，０００円余でございます。 

その下の市営住宅管理事務負担金９４万８，０００円余でございますが、これは、渋沢団地、この下水道が建

てかえるということで、し尿くみ取りで、雑排水は雑排水処理施設で処理しているものですから、その地元負担

金の約半分ずつ出し合っているお金で９１万７，０００円余でございます。 

それから、２目の市営住宅建設費でございます。事業シートの１３４ページでございますが、議員の皆様にも

御心配かけておりました、当初から労災事故があったという形の中で事業を繰り越さざるを得なかったというこ

とでございます。その中で、Ａ工区、Ｂ工区、そこに書いてあるとおりでございますが、事業を行っております。
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事故の関係でございますが、ここで御説明申しますが、９月１日でございました。もう１年たっております。結

果というのはなかなか出ないものでございまして、１年以上たつと聞いております。今の状況でございますが、

一応Ａ工区、Ｂ工区とありましたが、事故はＡ工区のほうで処理しております。橋詰と下平のＪＶでございます

が、聞き取りは１回、２回くらいされたっきりで、それ以降１回も聞き取りはされておりません。ただし、元請

けの野寺工業さんは、何遍となく聞き取りをされているということを聞いております。ごく最近にも聞き取りを

されたということで。駒ヶ根で事故があった、これもクレーンの事故でございましたが、１年と半くらい、やは

り時間がかかったということでございますので、１年半くらいかかるんじゃないかということで、どういう結果

になるか、業務上過失致死とかそういうのになってくると思うんですが、まだ結果はわかりませんので、結果が

わかり次第、また委員の皆さんに御報告していきたいと思っております。 

その下の下水道受益者負担金１３５万９，０００円余でございますが、これは、渋沢団地が今度、市営君石団

地になると思いますが、そこの敷地の負担金でございます。その下の支障物件移転補償費、これは引っ越しする

時の支度金ということで２４万円出しているお金でございます。 

それから、次のページ２４６、２４７ページでございます。定住促進住宅建設費。これにつきましては、北小

野地区若者定住促進住宅ということで建設をいたしてきております。１億４，９０２万７，０００円余でござい

ます。これにつきましては、１２戸がもう既に入っているわけでございますが、今３２人が入っております。１

年間たって新たな子供が２名生まれまして、そんな形の中で人口増には非常に頑張っていただいてふえている状

況でございます。その中でございます、北小野地区の建設費の監理委託料１８１万６，０００円余、これは、堀

内設計事務所のほうへ出したものでございます。建設工事、電気工事、排水工事と３工事に分けて発注したもの

で、それぞれの金額を支払っております。用地取得費につきましては、駐車場、これは６８６．６８平方メート

ル、これを平米２，０００円で買収したものでございます。補償費については、１件で５８万６，０００円を払

ったものでございます。以上でございます。 

○委員長 それでは、続きまして１１款の災害復旧費を議題といたします。説明を求めます。 

○農林課長 それでは、３１４、３１５ページをごらんいただきたいと思います。工事請負等の明細書につきま

しては、１３ページをごらんいただきたいと思います。１１款災害復旧費の１項農林水産施設災害復旧費の１目

でございますが、市単農業施設災害復旧費１，２２５万６，１４６円と、その次のページの３１６、３１７ペー

ジの２目の林業施設災害復旧費２，０８９万３３４円につきましは、昨年５月末に起きました梅雨前線に伴う豪

雨災害で破損した農業用施設、それから林道等の復旧を市単独で実施したものでございます。ちなみに、農道、

水路等の農業施設が４１施設、それから林道、作業道の施設が１６カ所、それぞれ復旧させていただいたもので

ございます。 

次に、３目の農業施設災害復旧費４８５万１，０００円につきましては、同じく５月の豪雨災害で破損いたし

ました、宗賀洗馬の尾沢川の護岸、護床工事を国の査定を受けて実施したものでございます。ちなみに、この工

事費のうち８６．５％が国から助成を受けてございます。 

それから、次の４目の林業施設災害復旧費８００万１，０００円につきましては、同じ災害でございますけど

も、大規模な被害を受けた林道尾沢線の復旧工事を、同じく国の査定を受けて実施したものでございまして、対

象工事費の７３．５％が国の査定になってございます。なお、補助残は起債対象ということで整備させていただ



41 
 

いてございますので、よろしくお願いいたします。以上でございます。 

○建設課長 その下、２項土木施設災害復旧費をお願いします。５月２９日、７月６日、１２日の豪雨、９月２

２日の台風１５号によるものでございます。１目市単土木施設災害復旧費ということで、工事費明細４１ページ、

１０カ所の復旧工事になっております。 

次のページをお開きください。その下、２目公共土木施設災害復旧費ということで、工事費明細書４２ページ

を御参照いただきたいと思います。国の補助事業による復旧ということで、３件でございます。以上、よろしく

御審議のほどをお願いいたします。 

○委員長 それでは、この際申し上げます。午後３時まで休憩といたします。 

午後２時４５分 休憩 

―――――――――――― 

午後２時５９分 再開 

○委員長 それでは、休憩を解いて再開をいたします。委員より質問がありますか。 

○塩原政治委員 ２２９ページ、街路樹の害虫駆除。これ両方合わせて８０万円くらいだけど、これで全部塩尻

市の街路樹の害虫のあれができるわけですか。 

○維持担当課長 害虫駆除につきましては、この２本の約７０万円ですけれど、その予算で市内の街路樹の害虫

駆除を進めていますので、御理解いただくようお願いいたします。 

○塩原政治委員 これですね、なんでそういうことを聞いたかと言うと、浄化センターの西側の道路ありますよ

ね。あそこの道路は、毎年すごいアメシロがたかってるんですよ。それで、それから松本境、松本のほうへ入る

と、本当にきれいに消毒されてる。だから、あそこを通るだけで、あっ塩尻だ、あっ松本だってすぐわかります。

だから、今まで自分もね、二、三回は土木課に言ってるはずですけど、あのところはぜひ集中的にやってもらわ

ないと、恐らく毎年、ことしはね、あまりふえなかったからよかったんですけど。恐らく２回か３回むけたの、

全部あそこでむけてると思うんですよ、消毒していないから。ぜひその辺は気をつけてやっていただきたいと、

そんなふうに思います。 

○委員長 要望でいいですか。 

○塩原政治委員 はい。 

○中原輝明委員 ちょっと直接あるじゃないが、関係ないんだけども、歯科大のところに行く新しくできた、こ

の間事故が起きたあの橋を横断して行って、向こうへ着きゃ３差路だか４差路だかわからないようなとこがある

じゃんな、交差して。あそこへ信号機は必要じゃない、どうもみんな言ってるよ、あそこのとこの交差点。３差

路だか４差路だか、右左へ曲がるとこ、あるじゃん。 

○委員長 ああ、ガソリンスタンドだか。 

○中原輝明委員 ガソリンスタンドっていうかね。古厩自動車のとこから行って、旧道と突き当たったあそこ、

３差路、４差路になるが、あそこ事故起きるよ。みんな言ってるわな、あれ。できりゃね、おれは何とか信号機

をつけてやりゃ、事故がなくなるような気がするが、皆さんはどんなお考えでいるかっていうことだ。 

○建設課長 あそこの交差点でございますけれど、現在、地元から要望を受けているのは、一時停止の看板をつ

けてくれないかということが、うんと出てはいるんです。それで私どもも、長野県警の規制課のほうにも話をし
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まして、あそこの交差点は、高校北通線が来た道路との見通しがいいから、とまらなんでも、逆にすっと出て行

ってもいいと、そういう見解をいただきまして行っております。ただし、今回の通学路の安全点検の中で、やっ

ぱりＰＴＡのほうからも要望が出ておりまして、ドットマークとか、そういうものを赤い着色等をしまして、注

意喚起を促していく予定でおります。 

○中原輝明委員 それは、要望するほうも信号機なんて言やあ、金っていうか、ちょっくらできないっていうよ

うなこともあると思うが、安全性から言うと、あれは信号機をつけりゃ安全になるわ。事故が起きてね、人が、

例えば亡くなってからの話では遅いだ。それだで、早めの対応が、おれは必要だと思うがね。 

 それと、もう１点。国道の立石スタンドあるじゃん。あそこに道路が向こうから来てるら。あのスタンドのと

ころでとまってるわな、あの手前で。スタンドのあの立石にこの間、言われただよ、おれ。やい輝ちゃ、あそこ

の道はあれっきりあけないかやと、こういうわけだ。それで、協力はするが、どういう今計画でいるか、相談し

てくれないかと、こういうことだよ。彼は、それを待ってるよ。待ってるって言っちゃいけないが、計画はどん

な順序であそこを抜けていくか。協力はするって、全面協力。そういう話があった。そういうことはね、早め早

めに皆さんが行って、将来計画をちゃんと話して了解を得るということが必要だと思う。 

○建設課長 議員御指摘のとおりでございまして、私ども今、地権者交渉等は行っておるところでございます。

ことしも、あそこに住宅が１軒ございまして、今その住宅の調査を行っておりますし、用地単価等も今決める段

取りで行っておりますので、御了解いただきたいと思います。 

 工事につきましては、再来年の平成２６年度に全線開通ということで予定でおります。 

○中原輝明委員 それで、もう１点は、やっぱしそういう機会の、彼の考えが変わらぬいとにさ、面倒にならな

いうちに先行って、計画と将来こうだということを、ちゃんとやっちゃったほうがいいよ。それじゃ、あそこが

決まったって言やあ、立石が決まりゃ、みんながこうだろうなということになるでさ、そこらのところは早めに

やったほうがいいと思うで、それだけは要望しておきます。 

○委員長 それじゃ、要望ということでお願いいたします。ほかにはよろしいでしょうか。 

○中村努委員 ２３１ページの道路アセット調査。これで、大体補修が必要な箇所というのは、もう特定できた

んでしょうか。 

○維持担当課長 道路アセットの調査につきましては、一応、１級、２級、約２００キロメートルを計画しまし

て、１年目は６０キロメートルを調査しました。そして、今年度につきましては約８２キロメートルを調査しま

して、もう１年度、来年度また調査しまして、一応結果は出てるんですけれど、３年間の結果に基づいて優先順

位を決めていきたいと思っておりますので、お願いいたします。 

○中村努委員 じゃあ、それに基づいての改修計画っていうのが出るのは、いつごろになりますか。 

○維持担当課長 その結果が出てから路線を選定しまして、やっていきたいと思っておりますので、お願いいた

します。 

○建設課長 追加で申しわけございませんが、ことし調査した中でも特にひどい箇所につきましては、今、実施

計画を策定中でございまして、そこにちょっと今リストアップして、今後いろんな場面で出していきたいと思っ

ております。 

○委員長 ほかにありませんか。よろしいですかね。 
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 ないので、一括して議案に対する討論を行います。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ないので、採決を行います。議案第１号平成２３年度塩尻市一般会計歳入歳出決算中、歳出４款衛生

費中１項保健衛生費６目環境保全費のうち合併処理浄化槽設置事業及び２項清掃費１目し尿処理費、５款労働費

（１項労働諸費４目ふれあいプラザ運営費を除く）、６款農林水産業費、７款商工費、８款土木費、１１款災害復

旧費については、原案のとおり認めることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 異議なしと認め、議案第１号平成２３年度塩尻市一般会計歳入歳出決算中、歳出４款衛生費中１項保

健衛生費６目環境保全費のうち合併処理浄化槽設置事業及び２項清掃費１目し尿処理費、５款労働費（１項労働

諸費４目ふれあいプラザ運営費を除く）、６款農林水産業費、７款商工費、８款土木費、１１款災害復旧費につい

ては、全員一致をもって認定すべきものと決しました。それでは、次に進みます。 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

議案第６号 平成２３年度塩尻市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

○委員長 議案第６号平成２３年度塩尻市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定についてを議題とします。説

明を求めます。 

○建設維持課長 それでは、簡易水道事業特別会計につきまして御説明申し上げます。決算説明資料の５２ペー

ジと、決算書の４２７ページからをお願いしたいと思います。それでは初めに決算説明資料の中の概要について

御説明し、決算書に基づいて御説明させていただきますので、よろしくお願いします。初めに、総括といたしま

して、楢川地区を給水区域としております簡易水道事業につきましては、楢川簡易水道と贄川簡易水道の統合に

よりまして効率的で安定した事業運営を図るため、連結管路網の整備を主体としました。贄川浄水場の給水区域

について暫定的ではありますが、７月から楢川浄水場の給水に変更し、劣化が著しい贄川浄水場の。済みません、

決算説明資料の５２ページです。済みません、途中で。７月から楢川浄水場からの給水に変更し、劣化が著しい

贄川浄水場の稼働を休止したことによりまして、電力料、薬品費などの維持管理費の低減が図られ、正常な水道

水の安定供給に寄与してまいりました。 

業務状況でありますけども、平成２３年度末におきましては、給水戸数１，０７４戸、給水人口は２，８８０

人、普及率は９９．６％となりました。年間の総配水量でありますけども、３１万７，４９０立方メートル、１

日の平均配水量は８６７立方メートルで、年間有収水量につきましては２６万１，３８３立方メートルとなりま

した。一人一日当たりの給水量につきましては３０１リットルとなりますし、有収率は８２．３％、前年比３．

２ポイントの増加となっております。 

建設事業の概要でありますけども、新設しました楢川浄水場の給水範囲の拡大にかかわる贄川地区をつなぐ連

結管路網の整備によりまして、贄川区に楢川浄水場からの給水を開始しております。また、国道１９号の桃岡交

差点改良工事に関連します延長８７メートルの配水管布設工事と、仮設橋に延長５８メートルの連結管を整備し、

連結管路網の整備率は９１．７％となっております。 

歳入・歳出状況でありますけども、歳入の合計は１億２１９万７，１００円、歳出合計は１億２１８万２，８

９０円となり、差引残額１万４，２１０円となりました。 
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続きまして、歳入歳出決算書によりまして御説明申し上げますので、歳入歳出決算書の４２７ページをお願い

します。４２７ページからになりますので。４２８、４２９ページにつきましては、歳入歳出決算書、項目別集

計であります。済みません、４３１ページまでは集計表でありますのでよろしくお願いします。 

続きまして、４３２ページの歳入のほうからお願いします。１款使用料及び手数料１項使用料１目簡易水道使

用料につきましては、４３３ページの備考にありますけども、簡易水道使用料（現年度分）が４，８４１万９，

０００円余、収納率としまして９８．２％。簡易水道使用料の過年度分でありますけども、７５万４，０００円

余、収納率で５７％となっております。 

２款国庫支出金１項国庫補助金１目簡易水道費国庫補助金につきましては、簡易水道整備事業補助金によりま

して補助基本額１，２４９万２，０００円の４分の１、３１２万３，０００円となっております。 

３款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金につきましては、２，９６２万１，０００円につきましては、

次ページにありますけども、４３５ページ、総務省の繰出基準に基づきまして一般会計からの繰り入れをしたも

のであります。 

２項雑入１目雑入でありますけども、消費税還付金が２６４万円余であります。 

６款市債１項市債につきましては、次ページ４３７ページをごらんいただきたいと思いますが、１目簡易水道

事業債８６０万円でありますけども、これは、簡易水道施設整備事業債として配水管工事等に充当した起債であ

ります。 

２目借換債でありますけども、８８０万円。平成元年度の簡易水道事業債の借換債であります。これは、公的

資金補償金免除繰上償還によります借換債でありますので、よろしくお願いします。 

続きまして、歳出の説明をいたします。４３８、４３９ページをお願いします。１款経営管理費１項総務管理

費１目の一般管理費のうち、備考欄をお願いしたいと思います。下から４番目の黒ポツでありますけれども、使

用料徴収・収納委託料。これは、水道事業会計への事務委託でありまして、２６７万４，０００円余であります。 

２項の施設管理費１目維持管理費をお願いします。４４０、４４１ページになりますけども、お願いします。

４４１ページの備考欄、丸の量水器維持管理費でありますけども、主なものは３段目のメーター費、新規２９個、

交換で６１個、計９０個のメーター費であります。１１２万４，０００円余であります。 

次の丸、浄水施設等維持管理費８８９万３，０００円余でありますけども、２番目のポツの電力使用料につき

ましては、浄水施設にかかわります電力使用料で、１０万７，３４３キロワットアワーの電力量でありまして、

２４９万４，０００円余であります。その下、中段でありますけども、水質検査委託料につきましては、浄水検

査施設の５カ所を、水道法第４条に基づきます５０項目、水質管理上の２７項目につきまして水質検査の委託を

したものでありまして、３６６万７，０００円余であります。 

白丸の下から２番目、簡易水道施設整備維持管理事業でありますけども、これにつきましては、漏水調査委託

料、楢川地区の漏水調査業務委託料としまして９キロメートル、８５０戸の漏水調査をいたしまして５７万７，

０００円余であります。その下、管路補修等工事につきましては、給水装置等の修繕６件を行いまして、５９万

４，０００円余。 

次の丸、簡易水道施設情報化推進事業につきましては、水道施設の資産台帳整備の委託料として４１６万８，

０００円余であります。 
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次、２款建設改良費１項建設改良事業費１目施設建設事業費をお願いします。右の丸ですけども、簡易水道施

設建設事業ということで、先ほど説明しました決算説明資料の５３、５４ページに詳細を記載してありますので、

そちらもごらんになりながらよろしくお願いしたいと思います。設計委託料といたしまして、桃岡橋添架管の詳

細設計業務委託料３３６万円。配水管布設に伴います事前協議業務委託料４９万３，０００円余。これは、国道

の占用等の協議に委託したものであります。配水館等布設工事、２カ所を行いまして、配水管布設が８７メート

ル、桃岡橋の添架管が５８メートル、合わせて１，３７３万４，０００円であります。先ほども説明しましたが、

これによりまして連結管路網の整備率は９１．３％となっております。 

次、４４２ページをお願いします。３款公債費１項公債費１目元金でありますけども、これは、長期債元金償

還金が３，４３０万５，０００円余、そのうち繰上償還分元金償還金が８８８万６，０００円余。２目利子であ

りますけども、長期債利子償還金が２，０５０万円余となっておりますので、よろしくお願いします。私のほう

からは以上であります。よろしくお願いします。 

○委員長 質疑を行います。委員より御質問はありますか。よろしいですかね。 

○議長 １点は、決算説明資料のほうの５４ページ、５３ページの関係で、贄川浄水場について、一方では廃止、

一方では休止となってますけど、これは、廃止ということでいいわけですか。 

○建設維持課長 まことに申しわけありません。贄川浄水場については休止の扱いをしておりますので、よろし

くお願いします。 

○議長 将来的には廃止ということ、それとも、また新たにつくり直すということ。 

○建設維持課長 今、休止の状態で安定すれば、将来的には廃止をする予定でおります。ただ、緊急時等もあり

ますので、今のところは休止の状態で確保しております。 

○議長 それともう１点ね、４４１ページの漏水調査の関係で、今聞いてると、８５０戸の漏水について調査し

たということですけど、その結果はどうだったんですか。 

○施設担当課長 ８４０戸の漏水の判別調査と言いまして、各メーターのところに機械を据えつけまして、漏水

音という振動に基づく漏水調査をしました。その関係で４件、日量約８トンの漏水ということがわかりまして、

平成２３年度につきましては、その漏水調査の実績に伴う修理ということで行っております。平成２２年度につ

きまして、８月に大きな漏水が見つかりまして、それに伴います有収率の向上が平成２３年度のほうに反映した

という形で考えておりますので、よろしくお願いします。 

○委員長 よろしいでしょうかね。 

 ないので、討論を行います。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ないので、採決を行います。議案第６号平成２３年度塩尻市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定

については、原案のとおり認定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 異議なしと認め、議案第６号平成２３年度塩尻市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算については、全

員一致をもって認定すべきものと決しました。それでは、次に進みます。 

―――――――――――――――――――――――――――――― 
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議案第９号 平成２３年度塩尻市水道事業会計決算認定について 

○委員長 議案第９号平成２３年度塩尻市水道事業会計決算認定についてを議題といたします。説明を求めます。 

○経営管理課長 それでは、私から塩尻市水道事業にかかわります報告をさせていただきます。水道は別冊にな

りますので、水道事業会計、下水道事業会計、農業集落排水事業会計の決算書になります。薄手のものです。そ

れでは、２ページをお願いいたします。まず２ページから３ページの概要につきましては、本会議で部長より説

明がありましたので、内容を省略させていただきます。 

４ページに議会議決事項等が、７ページから９ページに４３件、２億３，７４８万７，６６６円の工事の概要

が、また１０ページから１２ページに業務について、１３、１４ページには工事費１，０００万円以上、委託に

ついて２００万円以上の契約について記載しております。１６ページからにつきましては、塩尻市水道事業会計

決算となります。１７ページから２０ページには、決算報告書が款項区分によりまして税抜きで記載してござい

ます。２１ページをお願いいたします。 

 ２１ページでございますが、塩尻市水道事業損益計算書でありますが、税抜きで記載しております。下から３

行目を見ていただきたいと思います。当年度の純利益は１，８７４万９，０００円余となりました。よって、当

年度未処理欠損金は２，３０３万８，０００円余となりました。 

次に、２４ページから２５ページをお願いいたします。水道事業の財政状況をあらわします貸借対照表でござ

います。税抜きで記載しております。本市につきましては、約５７４キロメートルの導水管、配水管延長と、９

カ所の浄水場及び配水池を設けております。その施設の管理運営を行っているものでございます。その資産の部

でございますが、最下段になりますが、資産合計は１６１億９，５２０万８，０００円余となります。２５ペー

ジをお願いいたします。負債の部でございます。負債合計でございますが、４億３，５４０万１，０００円余と

なりました。資本の部では、下から２行目になりますが、資本合計といたしまして１５７億５，９８０万７，０

００円余であり、負債資本合計は、資本合計と同額の１６１億９，５２０万８，０００円余となりました。 

それでは、２７ページをお願いいたします。収益費用明細書から主なものを税込みで申し上げます。まず、収

益の部でございますが、１款水道事業収益の１項営業収益１目給水収益の１３億５，６４０万２，０００円余で

ございますが、水道料金対象使用水量６８７万２，１５０立方メートルでございます。こちらにつきましては、

使用水量について、前年約７０７万立方メートルでございますが、３万１，１２６件で、前年よりも件数は１６

５件ふえたものの、使用水量が１９万８，４１７立方メートルの減となっております。人口の減少、ライフスタ

イルの進展等によりまして使用料が減少しておるものと想定されます。 

３目のその他営業収益でございますが、９，５５７万６，０００円余で、主なものは、３節他会計負担金の下

水道使用料徴収経費負担金といたしまして４，８９８万３，０００円余であります。４節の施設負担金でござい

ます。新規加入１８３件、口径変更１９件で、２，０１８万８，０００円余であります。 

２８ページをお願いします。２項の営業外収益でございます。２目補助金１，０４５万６，０００円につきま

しては、他会計補助金といたしまして、一般会計からの繰入金でございます。また、この内容といたしまして、

市の政策的に実施したものの繰入金としまして、企業債利子償還金が計上されております。 

５目の引当金戻入益につきましては、１節の退職給与引当金戻入益として６名分１，８１１万１，０００円余

でございました。 
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２９ページをお願いいたします。費用の部でございます。１款水道事業費用１項営業費用１目原水及び浄水費

４億３，４９０万７，０００円余の主なものは、３０ページをお願いいたします。一番上になります。１８節委

託料３，９７５万４，０００円余につきましては、法定５０項目の水質検査業務委託料としまして１，４７９万

１，０００円余。また、５つほど下がったところに浄水施設保守点検業務委託料ということで６９６万７，００

０円余などでございます。２１節の修繕費１，５１９万４，０００円につきましては、各浄水場関係の修繕費で

ございます。一番最下段、３５節受水費２億９，８６０万３，０００円余につきましては、長野県企業局松塩水

道用水受水費２億９，７８２万５，０００円余が主なものでございます。 

それでは、３１ページをお願いいたします。２目の配水及び給水費８，８８０万１，０００円余につきまして

は、２１節修繕費７，５２１万１，０００円余が、給配水管路修繕費８６件分、９２４万４，０００円余、鉛管

解消５１１件、５，３６８万円余が主なものでございます。 

４目の業務費１億１，０６１万９，０００円余の主な内容につきましては、３２ページをお願いいたします。

大分飛びますが、１８節の委託料３，９１７万円余でございます。こちらにつきましては、水道メーター検針業

務委託料といたしまして２，８３５万円。こちらにつきましては、主なもので塩尻市水道事業協同組合へ委託し

て行ったものでございます。総件数は３９万件になります。月平均で言いますと、３万２，５００件くらい検針

したものでございます。 

３３ページをお願いいたします。４目業務費１９節手数料６３１万１，０００円余でございます。こちらにつ

きましては、コンビニ収納の取扱手数料と、それぞれの窓口、また口座振替等で支出したものでございます。な

お、件数で申し上げます。この関係、本会議で答弁いたしましたとおり、コンビニが４万１，０５６件というこ

とで、年々増加しているような状況でございます。 

５の総係費でございます。８，７８５万６，０００円余につきましては、経常経費が主なものでございまして、

３４ページをお願いいたします。８節の退職給与金１，８１１万１，０００円余につきましては、退職給与６名

分のものでございます。また、９節の退職給与引当金２，５５６万３，０００円余につきましては、引当金とし

て積み立てているお金でございます。 

３５ページをお願いいたします。６目減価償却費５億５，４４２万７，０００円余につきましては、固定資産

減価償却費でございます。 

２項の営業外費用につきまして、１目支払利息及び企業債取扱諸費の主なものは、１節の企業債利息１億３，

１７９万５，０００円余で、過年度借り入れました起債の利息でありまして、５０件分でございます。１５ペー

ジに企業債の償還状況と、４３、４４ページに企業債明細書がありますので、御参照願いたいと思います。 

３６ページをお願いいたします。３項特別損失１節過年度損益修正損につきましては、不能欠損金といたしま

して６８万４，０００円余でございまして、所在不明者や倒産によります不納で４２件でございます。収益費用

につきましては以上でございます。 

○建設維持課長 お願いします。私のほうからは、３７ページからの資本的収入支出の明細について御説明申し

上げます。３７ページをお願いします。収入の部でありますけども、１款資本的収入１項企業債１目の企業債で

ありますけども、これにつきましては、建設改良事業に充当したものでありまして１億１，３４０万円でありま

す。 
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３項の負担金１目他会計補助金１節の他会計補助金でありますけども、これは消火栓新設工事に伴います負担

金５基分で、４８９万４，０００円余であります。２目の建設工事負担金でありますけども、これは、建設工事

負担金は受託工事に伴います負担金でありまして、配水管関連事業では、奈良井川５号雨水幹線、また田川３－

１号雨水幹線の関連で２，０８２万円余、道路事業関連におきましては、大門高出線、東通線にかかわります負

担金として１，５２７万６，０００円余であります。 

４項の補助金であります。１目他会計補助金１節の他会計補助金につきましては、市の政策的に実施したもの

の繰入金でありまして、２，１８１万円であります。２目国庫補助金であります。１節国庫補助金、内訳であり

ますが、導水施設整備事業に伴います補助金、補助基本額１，９５８万４，０００円の４分の１、４８９万６，

０００円であります。次、基幹施設耐震化推進事業につきましても、補助基本額２，３３４万円に対します３分

の１で、７７８万円であります。合計１，２６７万６，０００円が国庫補助金として収入となっております。 

３８ページをお願いします。支出でありますけども、１款資本的支出１項建設改良費２目配水施設費１億７，

６９０万円余について御説明いたします。２２節の工事請負費でありますけども、１億４，１９７万９，０００

円余でありますけども、具体的内容につきましては先ほども説明しましたが、決算説明資料の中の１０、１１ペ

ージ、また１２、１３ページに効果、評価が載っておりますので、あわせてごらんいただければありがたいと思

います。配水施設整備事業でありますけども、配水管改良工事費は、１５工区、トータル１，５９３メートル、

５，４３３万７，０００円余であります。道路事業関連工事費、これにつきましては東通線、大門高出線の２工

区の関連工事で、１，２７７万８，０００円余。雨水幹線事業関連工事費につきましては、雨水幹線２工区を８

９９万８，０００円余であります。舗装本復旧工事費におきましては、市道４路線、全体面積７６１平方メート

ルに伴います復旧工事でありまして、５６７万９，０００円余であります。次のポツの応急給水拠点整備事業の

中で、６月の議会の視察でも視察していただきましたけども、郷原配水池にかかわるものであります。応急給水

拠点整備工事といたしまして面積１，２８０平方メートル、仮設の給水栓２０栓、給水用給水設備等を行いまし

て、１，８１８万６，０００円であります。次の緊急遮断弁設置工事費でありますけども、これは、緊急遮断弁

の設置に伴います４，２００万円の工事費でありますので、よろしくお願いします。次、３２節の負担金であり

ますけども、これは、県道塩尻停車場線の舗装本復旧でありまして、２，４２６平方メートル、延長で４１８メ

ートルに伴います舗装復旧負担金１，４２６万円余でありますので、よろしくお願いします。 

次、３９、４０ページをお願いします。２２節の工事請負費でありますけども、６，５０８万９，０００円余

であります。浄水施設整備事業でありますけども、下に記載されております５カ所合わせて２，４４２万２，０

００円となります。まず、床尾浄水場関係でありますけども、洗浄水槽の水位計の更新６３万円、上西条浄水場

につきましては、みどり湖送水ポンプの流量計の更新１９５万３，０００円、芦ノ田浄水場関係で言いますと、

沓沢湖の防災システムの更新、また芦ノ田浄水場のろ過池のコンプレッサーの交換、合わせまして１，０３８万

４，０００円余であります。東山・柿沢地区にかかわります関係で言いますと、柿沢永井坂の送水ポンプの更新、

東山中部配水池の原水池の流量計の更新等で２７９万３，０００円。塩嶺地区関係につきましては、別荘地の副

ポンプ室の更新がありまして８６６万２，０００円余であります。導水施設整備事業でありますけども、これは、

片丘浄水場に関係するもので、延長８５３メートルの導水管の布設４，０６６万６，０００円余であります。な

お、これにつきましては、先ほどの決算説明資料の１４、１５ページに片丘浄水場関係をまとめてありますので、
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一緒にごらんいただければと思います。２２節の補償費でありますが、片丘浄水場移設更新事業に伴います物件

移転補償費、立木補償を４件、６１万５，０００円余でありますのでよろしくお願いします。 

４０ページをお願いします。１項の建設改良費４目の受託建設費であります。２２節の工事請負費３，０４１

万８，０００円余の内訳でありますけども、消火栓設置工事費５基４５８万８，０００円余、配水管布設替工事

費、道路事業関連で広丘東通線６３１万円余、雨水幹線事業関連で奈良井川５号、田川３－２号、合わせまして

１，９５１万９，０００円余の配水管布設替工事費であります。 

５目のメーター費でありますけども、１節メーター費、新設及び口径変更のメーターの購入費でありまして、

５６万９，０００円余となっております。 

６目の固定資産購入費でありますけども、これにつきましては、片丘浄水場移設更新事業の用地購入費として

７，１０２．４４平方メートル、地権者４名、１団体、合わせて１，７３９万４，０００円余の用地購入費であ

りますので、よろしくお願いします。私からは以上です。 

○経営管理課長 私からは、２項企業債償還金３億１１０万９，０００円余につきまして、こちらにつきまして

は５１件分の償還金であります。企業債明細書が４３、４４ページにありますので御参照願います。 

 ３項開発費につきましては、事業用システムの開発費ということで６１４万２，０００円余を行いました。こ

ちらにつきましては、上下水道料金システムの開発費ということで、平成２３年度から平成２４年度にかけまし

て開発を行いましたものでございます。平成２３年度につきましては、上下水道事業の一括して契約を行ってお

ります。一括契約は、４，０９５万円、そのうち平成２３年度払いが１，２２８万５，０００円、そのうちの浄

水、下水分かれまして５０％ということで、６１４万２，５００円を実施いたしました。こちらにつきましては、

決算説明資料の１６ページの水道料金賦課徴収推進事業といたしまして、事業評価シートが載ってございます。

なお、今回こちらの関係で、この１０月１日より新システムに移行していく予定でございます。つきましては、

水道メーター検針時に各戸へお配りしております検針票が多少変わりました。それですので、後ほどですね、変

わったものを、コピーでございますが配付させていただきますが、委員長、それはよろしいでしょうか。 

○委員長 はい、じゃあ資料を配付してください。 

○経営管理課長 後ほどよろしくお願いいたします。それでは、水道事業会計につきましては、以上でございま

す。よろしく御審議願いたいと思います。 

○委員長 じゃあ、資料をお願いします。それでは、高木課長、これちょっと説明お願いします。 

○経営管理課長 表面と裏面がございます。表面でございますが、新旧、左右にございます。見た目、非常に見

やすくなったかと思います。特に変わったところですが、上水道、下水道の合計欄、今まで載っておりませんで

した。こちらが載るような形をとらさせていただいております。それが、大きな内容でございます。裏面につき

ましても、ほとんど変わっておりません。多少なりとも大きくなって見やすくなったかと思います。あと、今後

の関係でございますが、市民の利用者の皆さんにつきましては、一応広報等でお知らせする予定でございます。

よろしくお願いいたします。 

○委員長 それでは、質疑を行います。委員より御質問はありますか。 

○中村努委員 今いただいた資料ですが、これは、検針の手元の機械から各御家庭に行って、皆さんの市の水道

事業部のほうで見ることはないと思うのですが、要は、下水道料金の賦課徴収漏れがありましたよね。あれは、
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要は徴収員がこれを見ておかしいよというのを言ってくれれば防止できたことなんですが、このシステムになっ

てメーターの委託を出す時に、そこまでチェックをして必ずそこに何らかの漏れがあったりした場合、しっかり

報告をするという義務と言いますか、そういう契約まで見直したのかどうか、その辺どうでしょうか。 

○経営管理課長 契約につきましては従来どおりでございますが、この辺につきましては、受けております水道

事業組合の皆さんに徹底するようにということでお願いしている状況でございます。以上です。 

○中村努委員 業務委託でなかなか市のほうでチェックができないとすると、契約の中でしっかりこの辺のチェ

ックをするということも含めて業務委託をしたほうが、私はいいと思うので、御検討いただきたいと思います。 

○経営管理課長 新年度予算、これからになってまいりますので、そんな辺も含めて検討していきたいと思いま

す。 

○横沢英一委員 ２点ばかお聞きしたいんですけれども、まず１点ですが、上下水道事業はですね、これだけ人

数を把握すると２８名の方でこれだけの事業をやってくということは、非常に大変だと思います。浄水場の管理

からですね、すべてやってるわけですので。その時に、私も６月にちょっとお聞きしたんですが、昨年のですね、

やっぱり災害時やなんかの時にはですね、やっぱり一番心配するのは、これだけの体制で本当に被害の把握がで

きるのか、短時間にですね、というようなことを考えると非常に課題も多いと思います。それで、当時ですね、

ちょっとお話していた、多少なりとも改善して努力をしたほうがよくないかというようなことをお話ししたんで

すが、マッピングも含めてですね。そんなようなことを含めてどんな対応をしたのか、まだまだそんな段階じゃ

ないか、そこら辺をちょっと部長さんからも、お答えをいただきたいと思いますが。大変評価はしております。 

 それともう１点、申しわけないです。３９ページでございますが、工事請負費の中に芦ノ田浄水場関連という

ことで、今、防災システムとですね、ろ過池の補修をしたということなんですが、芦ノ田浄水場は今、使用水量

が４７０トンくらいで、１０年くらい比べると１０分の１くらいしか使ってないわけですよね。そして、どうも

話を聞くと、平成２６年ころには、なんかある程度縮小していきたいというようなことも話を聞いたような気が

するんですが、そうなると、こういう事業費ってできるだけ節減しちゃったほうがいいんじゃないかって思うん

ですが、そういうことは考えられなかったんですか。その２点をお聞きいたします。１点だけ、部長さんのほう

からお答えいただきたいと思います。 

○水道事業部長 まず、事業運営の関係でございますが、御心配いただいていますとおり、人員体制のほうは多

少厳しいところがございます。特に厳しく感じる部分のところは技術の継承の部分でございまして、そちらがで

すね、私ども諸先輩方から相当上下水道事業にかかわります技術指導を受けて今日まで来てますけども、なかな

かですね、今、新たな若い職員のほうにそれを伝えていくというのが、異動期間等の問題もございますけども、

難しいところがございまして、一番心配しているところが技術の継承というところです。これは、本市の水道事

業ばかりではございません。全国的な問題として挙げられております。そのような中でですね、まずこれからの

上下水道事業をですね、円滑に運営していくためには、市だけではですね、どうしても運営できないという中で

ですね、まず一緒に連携して事業を運営する団体といたしましては、塩尻市水道事業協同組合さんがございます。

こちらのほうとですね、まず連携して事業のほうを運営できればということで、各種取り組みのほうはさせてい

ただいてます。御承知のとおり、災害時においてはですね、応急給水活動等、協定を結ばさせていただいてです

ね、連携するようになっておりますが、それ以外のところにおきましても、まず昨年度からですね、水道事業組
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合さんと打ち合わせする中で、これからの上下水道事業はどうあるべきかという、上水道事業につきましてはビ

ジョンをつくってございますので、ビジョンの勉強会なども４回開催して、組合のほうとこれからの将来どうあ

るべきかを勉強してきています。また、実務的な面につきましてもですね、例えば、御提案いただきましたけれ

ども、一部制水弁の操作とか、排泥の方法等につきましてもですね、現地のほうで学習会を開いておりますし、

つい最近ではですね、６月になりますけども、先ほどちょっと説明に出てまいりましたが、平成２３年度に応急

給水拠点で郷原配水池を整備させていただきました。ここを使ってのですね、応急給水活動をですね、水道事業

屋さんと一体的に取り組みのほうをさせていただいたという経過がございます。私どもが力が足らない分につい

てはですね、そういう団体と連携してですね、水道事業を継続していければというぐあいに考えています。 

 また、システム等につきましてもですね、マッピングシステムも強化はさせていただいていますけども、その

ほかにですね、先ほどちょっと説明させていただきましたけども、なかなか不具合がありまして対応が遅いと言

われてました、料金システムのほうも平成２３年度、本年度の２４年度ですね、更新をさせていただいてですね、

１０月１日からですか、新システムでまた稼働させていただくというような対応のほうもとらさせていただいて

いますので、よろしくお願いします。 

○建設維持課長 ２番目の質問の芦ノ田浄水場関連の管理経過につきまして、担当係長のほうから説明させます

ので。 

○浄水係長 ３９ページの工事請負費の中の芦ノ田浄水場関係につきまして御説明させていただきます。まず、

沓沢湖防災システムにつきましては、平成１１年に、防災システム、堤体の決壊センサーから岩垂への通報装置

ということでサイレンを設置してありましたけれども、既設のサイレン２カ所については、岩垂詰所のサイレン

とＪＡ洗馬の野菜集荷場にありますサイレンを利用してきましたけれども、こちらにつきまして、以前から消防

団の詰所のサイレンと共用しているため、運用について支障があったということと、もう１つ、ＪＡ洗馬の集荷

場のサイレンは小曽部川から離れているため、決壊、はんらん時に小曽部川沿いの集落に音が伝わりにくいとい

うような不安というものがあったため、平成２２年、２３年の２カ年でこの防災システムの整備計画というもの

を、平成２１年度に立てて、平成２３年度につきましては防災システムの通報装置、サイレンについての整備を

行いました。もう１点、これは浄水場のコンプレッサーの更新になりますけれども、これはろ過池の運転制御に

必要なコンプレッサーになりますけれども、こちらにつきましても、ほぼ２年に一遍くらいの補修をしてきてお

りまして、これが平成２３年度の段階で、もう補修不能ということになったものですから、更新ということで整

備をいたしました。 

○横沢英一委員 ありがとうございました。たしか浄水場の関係ね、芦ノ田の今後の計画は、平成２６年ころ云々

かんぬんというようなことを聞いたような気がしたんですが、そういうことじゃなかったですか。 

○水道事業部長 確かにおっしゃるとおりですね、私どもの水道ビジョンでは、給水量が減ってまいりましたの

で、芦ノ田浄水場を統廃合する計画にはなってます。まだ年度のほうは明確になっておりません。この辺のとこ

ろはですね、今後、実施計画等を作成する中で決めていきたいと思っています。それと、特に平成２５年度、２

６年度に松塩水道用水の耐震化工事がございまして、送水制限が行われる予定です。当然その折にはですね、芦

ノ田の給水量というのもふやしていかなきゃいけないところもございます。ただ、幸いなことに、何とか松塩用

水、松本市さんと調整する中で、平成２５年、２６年の送水制限時においても、塩尻市の場合は今までどおりの
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１万６，５００トンをいただけるという状況にはなりましたが、ただし、これはあくまでも事故がなかった場合

に限ってという話でございます。必ずしもですね、委員、御承知のとおり、平成１２年度にはですね、松塩水道

用水におきまして非常に大きな油流入事故がございまして、市内全域でですね、減断水を起こすというような状

況もございました。当然、平成２５年、２６年におきましても、そういう状況が全くないとは言い切れない状況

がございますので、そういう場合については、今、芦ノ田の浄水場の給水量は小さくなってますが、その時には

ですね、広げさせていただきたいと思ってますし、現行においては、芦ノ田の浄水場もですね、市民の皆様に対

しましてですね、安定給水するには欠かせない浄水場となってます。確かにおっしゃるとおり量は少ないですが、

安定給水するには必要な状況にはあるということで、まず御理解をいただきたいと思いますし、沓沢湖につきま

してもですね、水道事業として使わさせていただいている間はですね、水道事業者として、その下流域の皆さん

に対しての安心・安全というものを与えることは責務であると思ってますんで、この防災システムの更新を行っ

たと。仮に今後ですね、水道事業で使わなくなったにしてもですね、市民の安心・安全を守るためにはこういう

システムというのは有効に活用できるものということで整備をさせていただいたということで、御理解をいただ

きたいと思います。 

○委員長 よろしいですね。ほかにありませんか。 

○議長 １点は、説明資料の１７ページのね、さっき中村委員の関連でシステムの関係ですけど、このシステム

を更新した時に大体トラブルがあって、料金の徴収漏れとかそういったのが、よその市でも起きてるもんで、そ

の辺は部長のほうでしっかり見て、やっていただくようにお願いします。 

○水道事業部長 そういう形で徹底するようにと。試行と言いますか、そちらのほうもですね、ちょうど来週か

らですか、休みの時に試行をさせてみましてですね、チェックをかけるように取り組みのほうを進めさせていた

だきたいと思ってますので、よろしくお願いいたします。 

○議長 それから、決算書のほうで３０ページの沓沢湖はんらんシミュレーション業務委託料１９３万円とあり

ますけど、これはどういったところに委託をして、どういうシミュレーションがあって、このシミュレーション

を今後どのように生かしていくか。また、いわゆるはんらんした場合に被害を受ける地域の皆さんに、こういっ

たものを資料として出していくのかどうか、その辺についてどうですか。 

○建設維持課長 担当の古畑係長のほうから説明しますので、よろしくお願いします。 

○浄水係長 こちらの沓沢湖はんらんシミュレーションの業務委託につきましては、沓沢湖運営委員会の中で下

流域の岩垂地区の方から、大きな災害、特に地震の場合に、堤体が決壊した場合にどのような被害が起きるかと

いうようなことを具体的に示してほしいというような要望がありまして、それに基づきまして、こちらのほうで

業者のほうにはんらんシミュレーション、これは満水時、一応水位が１７．５メートルが満水ということになっ

ておりますけれども、その時に堤体が瞬時に決壊と、これは、通常そういうことがあり得るかどうかわかりませ

んけども、瞬時に決壊して一気に沓沢湖の水が流れた時に、どのような水の流れ方をするか、またどのくらいで

どこまで水が広がるかというようなことを計算をしまして、それを図にしてやりました。これにつきましては、

沓沢湖運営委員会の委員会の中で説明をして、今後の防災対策ですとかそういったようなところに、地域の方の

防災の中に活用していただくというようなことで作成をしました。業者につきましては、市のハザードマップを

作成しました業者になりますけども、こちらのほう、パスコ長野支店というところに委託をして作成をいたしま
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した。 

○議長 沓沢湖自体は、満水時なりね、震度が５とか６とかで決壊する可能性というのは、あるわけですか。 

○水道事業部長 そういうデータというのをですね、調査するために、本年度と来年度ですか、平成２４、２５

年度かけまして、これは長野県のほうでため池等の耐震診断を行っていただけるというぐあいにお聞きしてます。

その段階でですね、そういうところのデータも出てくるものではないかというように考えています。なお、対象

が、塩尻市は、みどり湖と沓沢湖だというぐあいに聞いております。 

○中村努委員 済みません、ちょっと決算と離れちゃうんですけど、ちょうどいい機会なので。この定例会でも

話題になっているバイオマス発電、青木議員からの水の必要性についての質問があったんですが、仮に上水道で

これをやるとすると、どんな設備が必要になるか、ちょっと解説してください。 

○委員長 答弁を求めます。 

○水道事業部長 上水道事業におきましてですね、再生可能エネルギーという場合はどうしても考えられるのは

小水力発電ということで、これにつきまして。 

 大変申しわけございませんでした。供給できるかという。通常の業務用の水、業務用と言いますか、一般の事

業用にかかわる水は供給できます。これもですね、今現在事業を進めております片丘浄水場移設更新事業で、既

存の片丘浄水場を標高の高い位置に移しておりますので、その位置からであればですね、自然流下でＳＮＲって

言いますか、今回の計画地のほうへは給水することは可能で、一応ですね、今、事業計画のほうもですね、木質

バイオマスの計画に合わせたもので実施計画のほうをつくっております。ただ、全体的な数量的な問題はですね、

今回の片丘の浄水場におきましても機能強化はかけました。今までの給水量４５０立方メートルから９００立方

メートルまで機能強化はしましたが、それをすべて計画地のほうへ持っていけるかというと、そうではございま

せん。当然南内田とか片丘地域への給水という形ですので。今想定している範囲では、浄水とすればですね、１

６０立方メートルくらいまでなら何とか給水はできるだろうと、今の現計画で行けば。これはあくまでも上水道

ですから、今度は現実的な問題を考えた時に、例えば先ほどの計画ではですね、水は１つの原料として取り扱う

というお話ですね。その時に、この水量単価のものが使えるかという非常に大きな問題も、また事業者側にはあ

るんじゃないかというぐあいには考えております。 

○中原輝明委員 この用地はあれ、原野。片丘浄水場の用地は原野か。 

○施設担当課長 用地につきましては、畑と原野でございます。主は畑でございます。 

○中原輝明委員 それで、これ、どのくらいになってるの、坪。 

○施設担当課長 平米２，５００円でございます。 

○中原輝明委員 それじゃ幾らになるだい、坪。 

○施設担当課長 ８，２００円余です。 

○委員長 坪８，２００円。 

○中原輝明委員 それで、ちょっと参考に言っておくけどね、金出して受益者にたんとやることはいいと思う。

ただ、全体的に見た時の土地価格っていうのはさ、岩垂のあの一等地なんて言っちゃ、あそこの畑でね、５，０

００円でも買い手がないだよ。それで、５，０００円でも売るだよ。そういう場合を両方見た時にさ、勘案して

値段は決めなきゃ。公共事業だで金なんどんどん出してもいいってことじゃなくて、そういうところを双方見な
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がら、これからやってほしいな。これは後、やりにくいよ、実際。それだでね、たまたま皆さんやって、ここは

事業はもうできたでいいけどさ、それは御苦労願ったと思うが。ただ相手の要望にこたえるじゃなくて、市の全

体から見た土地の状況ってのはこういうものだよっていうこと。岩垂あたりで今、３，０００円でも買い手がな

いんだよ。それで、こういうことはやっぱしね、これは理事者が徹底しなきゃいけないわな、どうも。指導が悪

いな。出すとこはどんどん出してさ。 

○建設維持課長 済みません、私のほうから。用地単価につきましては、市の用地対策会議がありまして、そこ

へ全部かけて用地単価は決めております。それにつきましては、市の全体の今の用地の買収の経過を見ながら、

この単価が適性かどうかということで委員会に諮って単価を決めておりますので、よろしくお願いします。 

もう１つ、用地交渉の経過の中で言いますと、片丘、確かにＳＮＲとか、前の話ですけどね、そういう単価の

話も地権者からは出されまして、これじゃとても売れないっていう話も聞いてる中で、納得していただいて決定

した単価ですので、よろしくお願いします。 

○中原輝明委員 それは、また反論したくなるけどさ。皆さんは何でも市の何かにかけたって、市のかけた連中

だってしっかりしてないで、だめだ。何でもその中でかけりゃいいってものじゃないだよ。近傍類似っていうも

のもあるし、塩尻市全体っていうものもあるもんで、今後はそういうことをして進めていくって言やあ、それで

終わりさ。まだ、うってげえししたじゃいけないわ。 

○水道事業部長 そのように考えて取り組みはさせていただきます。それでもまた言ってしまえば、しかられる

かもしれませんけど、一応不動産鑑定もとりましてですね、提案はさせていただいてますんで、それが市場と言

いますか、正常な取引価格という認識でございました。 

○委員長 中原委員。簡潔に。 

○中原輝明委員 不動産鑑定なんて、鑑定なんてものは適当だよ。そうだよ、ちゃんと合わせるでな、全く。お

れもやったことあるが。そういう方向で頼むって言やあ、そういう鑑定士がやったって言やあそれで終わりだ。

ただ、そういうね、近傍類似とか、一般から見た時にそういう話があるということをしっかり納得するように話

してみると。それでほかのところもやってる。県あたりはあれじゃん、金なんいっくらでも出してやるもんで、

市は買収しにくくてしょうないでしょう。県のね、用地買収にしても。だで、これから気をつけてやってほしい

ということを言うわけ、みんなに。皆さんだけではない。理事者以下、気をつけなきゃだめだ。 

○委員長 要望でよろしいですか。 

○中原輝明委員 要望だ。 

○委員長 ほかには、よろしいでしょうかね。 

 ないので、討論を行います。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ないので、採決を行います。議案第９号平成２３年度塩尻市水道事業会計決算認定については、原案

のとおり認定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 異議なしと認め、議案第９号平成２３年度塩尻市水道事業会計決算認定については、全員一致をもっ

て認定すべきものと決しました。次に進みます。 
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―――――――――――――――――――――――――――――― 

議案第１０号 平成２３年度塩尻市下水道事業会計決算認定について 

○委員長 議案第１０号平成２３年度塩尻市下水道事業会計決算認定についてを議題といたします。説明を求め

ます。 

○経営管理課長 それでは、決算書４５ページ、塩尻市下水道事業報告書からお願いいたします。４６、４７、

４８ページの概要につきましては、水道事業と同じように本会議で部長より説明がありましたので、内容を省略

させていただきます。４９ページに議会議決事項等が、また５２ページから５４ページに５０件、２億４，５２

３万１，８１０円の工事の概要が、５５ページから５７ページに業務について、５８ページから５９ページには

工事費１，０００万円以上、委託について２００万円以上の契約について記載されております。６０ページには

企業債の概要、償還状況でございます。６２ページからは、塩尻市下水道事業会計決算となります。６３ページ

から６６ページには決算報告書が、款項区分により税抜きで記載されております。６７ページをお願いいたしま

す。 

６７ページ、塩尻市下水道事業損益計算書でありますが、税抜きで記載しております。下から３行目でござい

ます。当年度純利益は８，８０１万１，０００円余となり、よって当年度未処理欠損金は５，６９６万円余とな

りました。 

次に７０、７１ページをお願いいたします。下水道事業の財政状況をあらわします貸借対照表でございます。

税抜きで記載しております。本市は、約３９８キロメートルの汚水管渠と、約１９キロメートルの雨水管渠と、

３カ所の下水処理場を設けております。建設費に膨大な投資を行いまして、その施設の管理運営を行っておりま

す。資産の部です。最下段になりますが、資産合計は４９２億２，３７７万４，０００円余となりました。７１

ページをお願いいたします。負債の部でございます。負債合計２５億２，４５８万３，０００円余となりました。

資本の部では、下から２行目になりますが、資本合計は４６６億９，９１９万円余であります。負債資本合計は、

資産合計と同額の４９２億２，３７７万４，０００円余となりました。 

それでは、７３ページをお願いいたします。収益費用明細書から主なものを税込みで申し上げます。収益の部

でございますが、１款下水道事業収益の１目下水道使用料でございます。１４億３，８０２万１，２７０円につ

きましては、使用料、対前年度比０．２％増で、３３８万４，４４０円の増額でありました。なお、収納率につ

きましては９６．８％となっております。 

次に、２目の他会計負担金でございます。６億４，３４７万８，０００円につきましては、地方公営企業繰出

基準により一般会計から負担すべきものとしているものでございます。 

２項の営業外収益につきましては、６目引当金戻入益の退職給与引当金戻入益２９１万４，０００円余が主な

ものでございます。私からは以上でございます。 

○浄化センター所長 ７４ページをお願いいたします。１項営業費用１目の管渠費でございます。６，６５６万

２，１１８円でございます。１６節の通信運搬費でございますが、２２８万６，７３１円ということで、これに

つきましては、公共マンホールポンプの通信電話料、あるいは楢川の無線の電話利用料でございます。１８節の

委託料でございます。２，３５３万６，８５０円、そのうち清掃委託料４８８万４００円でございますが、これ

につきましては、下水管路の清掃委託料、６，８６４メートルを清掃したものでございます。その下のマンホー
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ルポンプの維持管理委託料１，７２４万９，４５０円でございますが、これにつきましては、維持管理、楢川２

６カ所、あるいは塩尻処理区の維持管理１１１カ所、それと緊急対応、あるいはマンホールポンプの清掃委託料

でございます。その下、２１節でございますが、修繕費２，９７６万８，０００円でございますが、マンホール

ポンプ修繕費９１８万５，４００円でございます。これにつきましては、非常通報装置の修繕、あるいはマンホ

ールポンプの水位計の修繕、あるいはポンプのオーバーホール等の修繕費でございます。管路施設修繕費１，７

１５万８，１３５円でございますが、これについては、マンホール周りの修繕ということで、４１カ所分の修繕

費ということでございます。２４節の動力費１，０５６万９，７６８円。これにつきましては、先ほど申したと

おり、塩尻処理区１１１カ所、楢川処理区２６カ所分のマンホールポンプ場の電気料２７万８，８００キロワッ

トアワーの動力費ということでございます。 

２目の浄化センター費３億６，１９３万７，９２２円でございますが、処理水量７３９万７，１８９トンに伴

います維持管理費でございます。７５ページをお願いしたいと思います。同じく１２節の備消耗品費１４０万５

４円でございます。施設用の備消耗品費ということで、機械のポンプ類の油脂類、あるいは機械の部品等の消耗

品費でございます。１８節の委託料２億１，９９０万１，６９９円でございます。その主なものにつきましては、

ポツの１つ下の清掃業務委託料４０６万３，５００円。これにつきましては、管理棟あるいは機械棟などの日常

清掃等の費用ということでございます。その２つ下の電気設備計測器点検業務委託料ということで２１２万１，

０００円。これにつきましては、放流流量計、あるいは水位計、監視制御装置等の点検業務委託料ということで

ございます。それと、２つ下の公害測定委託料５０７万５，７００円。これにつきましては、放流、流入の水質

の測定、あるいは汚泥分析などの測定委託料でございます。４つ下ですか、運転管理業務委託料８，８７２万５，

０００円でございますけれども、これについては、処理能力３万７００トンの日でございますが、運転管理に伴

う業務委託ということで、内容につきましては、汚水及び汚泥処理の施設の全過程の運転操作及び監視業務、あ

るいは各種機器の点検、給油、整備、管理日報、記録などの業務でございます。その下の脱水ケーキ処理委託料

１億１，５９３万７，６５９円でございますけれども、これにつきましては、セメント会社など４社、それとそ

れを運搬する運搬会社２社に伴います委託料ということで、平成２３年度につきましては５，３９７．２５トン

を処理したということでございます。それと、２つ下の汚泥貯留槽外清掃委託料でございますが、１１２万３，

５００円。これについては、汚泥の移送管、あるいは汚泥の貯留槽を掃除したものでございます。７６ページを

お願いしたいと思います。２目浄化センター費の２１節の修繕費でございます。３，２８２万４，０００円でご

ざいます。その中で主なものは、施設修繕費２，９１３万７，６９２円ということで、これにつきましては、汚

泥処理設備、脱水機のろ布、あるいは汚泥引き抜きポンプ等の修繕ということでございます。９３４万５，００

０円ほどでございます。それと、脱臭設備のフィルター交換工事７４万５，５００円。ほか２６カ所の施設の修

繕をしたということでございます。２４節の動力費４，５７２万９，１８０円。これについては、浄化センター

の施設動力費ということで、３２６万６０４キロワットの使用料ということでございます。２５節の薬品費４，

２１７万２，５４５円。これについは、凝集剤あるいは脱臭剤等の施設の薬品でございます。 

３目の小野水処理場費の委託料２，０２６万２，２８７円でございますが、これにつきましては、勝弦地区を

除いた北小野地区の下水処理に伴います管渠施設などの維持管理費を、辰野町に管理委託したもので、塩尻市の

割当分ということでございます。 
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４目の楢川処理場費２，１５７万４，５４１円。これにつきましては、年間の処理水量１８万６，１６０トン

に伴います維持管理費ということで、１８節の委託料１，３３４万６，５４４円。これも、主なものについては

汚泥の運搬委託料、衛生センターのほうへ運搬しているものでございますが、それが１，２５０トンでございま

す。７８８万６６４円。それと、運転管理業務委託料５２６万５００円。これについては、楢川の処理能力、日

１，４００トンに伴います運転管理の業務委託ということで、内容につきましては、保守点検、あるいは水質試

験の週２回の点検の費用でございます。その下の２１節の修繕費３２６万２，０００円のうち、施設修繕費２７

７万２，０００円でございます。これについては、汚泥のかき寄せ機、あるいは計器類の修繕、脱臭ファン、ポ

ンプなどの修繕ということでございます。２４節動力費２０５万３，２９５円。これについては、楢川浄化セン

ターの施設電気料１２万８，６４０キロワットでございます。７７ページをお願いいたします。３２節の負担金

２６１万１，０００円。木曽広域の連合の負担金ということで、木曽広域連合で汚泥集約センターを平成１５年

に建設した時の起債の償還分ということでございます。私からは以上でございます。 

○経営管理課長 それでは私から、６目の水質規制費でございます。１８節委託料４０万７，０００円余につき

ましては、事業所排水検査委託料ということで、１０の事業所に対するものでございます。 

８目業務費の負担金４，８９８万３，０００円につきましては、下水道使用料徴収経費負担金ということで、

水道事業会計へ支払ったものでございます。 

９目総係費につきましては、経常経費が主なものでございます。７８ページをお願いいたします。８節退職給

与金ということで２９１万４，０００円余につきましては、退職給与金３名分でございます。９節の退職給与引

当金につきまして４７３万２，０００円余、引当金として積み立てているものでございます。 

７９ページをお願いいたします。１０目減価償却費８億２，４３０万５，０００円余につきましては、固定資

産減価償却費でございます。８４、８５ページに固定資産明細書がありますので、御参照願いたいと思います。 

それでは、８０ページをお願いいたします。２項営業外費用１目支払利息及び企業債取扱諸費５億３，７５８

万４，０００円余につきましては、過年度に借り入れました起債の利息であり、３８３件分でございます。６０

ページに企業債の償還の状況と、８６ページから９７ページに企業債明細書がありますので、こちらも御参照願

いたいと思います。 

３項特別損失１，０９２万８，１６０円につきましては、不納欠損金として所在不明者や倒産によるものでご

ざいまして、１，０７７万７，２７０円でございます。私からは以上です。 

○建設維持課長 それでは、８１ページからお願いします。資本的収入支出の明細について私のほうから説明さ

せていただきます。１款資本的収入１項企業債１目企業債１節企業債３億５，３４０万円につきましては、建設

改良事業に充当したものであります。２節資本費平準化債４億円につきましては、後年度の皆様の負担を、世代

間の負担の公平性を図る観点から、資本費の負担の一部を後年度に繰り延べるために繰り入れたものであります

ので、よろしくお願いします。 

３項負担金１目他会計負担金１節他会計負担金でありますけども、３億６５２万２，０００円ですけども、地

方公営企業繰出基準に基づきまして一般会計から繰り入れたものでありますので、お願いします。 

２目建設工事負担金であります。１節建設工事負担金５７０万円余でありますけども、これは、東通線道路改

良工事に伴います負担金であります。 
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３目受益者負担金であります。３，１４６万３，０００円余につきましては、受益者負担金一般分６６件、そ

のうち新規が２３件、合わせて２，２３６万４，０００円余であります。受益者分担金、これは楢川分ですけど

８件、１６０万円、汚水ます設置等工事負担金が２２件ありまして、７４９万８，０００円余であります。 

４項２目の国庫補助金１節国庫補助金でありますけども、３億５，６２０万円であります。これは、社会資本

整備総合交付金でありまして、雨水管渠に伴います補助金が１億５１５万円、浄化センターにかかわります補助

金が２億５，１０５万円であります。 

８２ページをお願いします。資本的支出１項建設改良費１目公共下水道事業管渠施設費でありますけども、２

２節の工事請負費２億４，１７７万７，０００円余でありますけども、先ほどの決算説明書の３５、３８ページ

を一緒にごらんいただければありがたいと思います。管渠工事費でありますけども、９工区、全体延長３４０．

４メートル、汚水ます２７個の工事でありまして、４，１５２万９，０００円余であります。雨水渠工事費であ

ります。１億９，９６０万４，０００円余でありますけども、これは、雨水管工事に伴います奈良井川５号雨水

幹線の工事が、平成２２年度の繰り越しと平成２３年度の工事２工区ほかでありまして、全体で６１６．１メー

トル、工事費といたしまして１億７，８００万９，０００円余であります。もう１カ所は、田川左岸３－２号線

ですけども、平成２２年度の繰越工事に伴いますもので、７３．６メートル、工事費が２，１５９万５，０００

円となりました。全体で６８９．７メートルの１億９，９６０万４，０００円余の工事でありますので、よろし

くお願いします。２７節補償費２，１９３万６，０００円余につきましては、水道施設等の移転補償費でありま

して、それぞれ先ほど工事を行いました奈良井川、田川のそれぞれの工事の水道施設の移転補償費であります。 

３目処理場建設費４億６，５００万円でありますけども、１８節の委託料につきましては、塩尻市浄化センタ

ー建設工事委託料ということで、平成２２年度協定分の３億９，３９０万円、また平成２３年度協定を行いまし

た５，８１０万円を合わせまして４億５，２００万円。これは、日本下水道事業団への委託であります。また、

塩尻市公共下水道再構築基本設計業務委託、これは、浄化センターの長寿命化計画でありますけども、１，３０

０万円を支出しております。 

６目特定環境保全公共下水道事業管渠施設費でありますけども、２２節の工事請負費として３４５万４，００

０円余。これは、管渠工事、工区３０メートルと、汚水ますの設置６件の工事でありますので、よろしくお願い

します。私からは以上です。 

○経営管理課長 私からは、８３ページからお願いいたします。企業債償還金につきまして、過年度に借り入れ

ました企業債の元金分の償還でございます。企業債償還金につきましては３７３件分、１４億２，９４３万１，

０００円余と、２節の資本費平準化債償還金１６件分、５，５１１万１，０００円余でございます。企業債明細

書につきましては８６ページから９６ページに、資本費平準化債明細書につきましては９７ページにありますの

で、御参照願います。 

３項開発費６１４万２，５００円につきましては、先ほど水道事業会計でも申し上げましたものでございまし

て、下水道分ということで、上下水道料金システム開発費でございます。私からは以上です。よろしく御審議願

います。 

○委員長 質疑を行います。委員より御質問がありますか。 

○青木博文委員 汚泥のですね、放射能測定のお金は入ったんですか。ちょっとお聞きしたいですが。 



59 
 

○浄化センター所長 全部で放射能測定、汚泥は去年１９回行いました。５月から１１月まで１９回行ったとい

うことで、そのうち１８回分、１９回のうち１８回分については１１月以前のもので、測定委託料４３万３，６

５０円、それと輸送費の、汚泥を、検体を東京へ送ったわけなんですが、その輸送費って言やあおかしいんです

が、宅配のお金ですけれども、そのお金が８，９２５円。それとですね、それを送る容器代ですけれども、クー

ラーボックスみたいな容器代ですけれども、それが５，０４０円ということで、合計４４万７，６１５円につい

て、１１月以前のものについては請求いたしまして、ことしの７月９日にですね、振り込みされています。それ

と、あと１回分の２万２，０５０円については１２月以降の分でございまして、それについてはですね、この間、

９月４日の日ですか、東電のほうからうちのほうへ説明に来まして、それと一緒にですね、１回分については請

求書を９月４日の日に渡しました。それでもって９月いっぱい、あるいは１０月の上旬くらいに振り込みされる

模様ということでございます。以上です。 

○青木博文委員 はい、わかりました。 

○委員長 いいですか。それじゃ、私もたまには質問しなきゃいけんでお願いしますが、平成２３年度は、何と

言いましてもですね、下水道使用料の賦課徴収漏れというのが一番問題になったわけでございますが、最終的に

何件あって、最終的にですね、遡及請求で入った額、それから５年の時効で取れなんだ額の件数と金額をお願い

したいと思います。 

○経営管理課長 担当係長から説明いたします。 

○料金係長 ８月のですね、３１日現在でございますが、全部でですね、以前報告させていただきましたが、人

数で１５５人、金額１，９００万円ほどのうちですね、８月３１日現在は、人数にして８５名、５４．８％、入

金はですね、そのうち６４６万円余となっております。以上です。 

○委員長 結果的に不納というか、未徴収になった金額は計算してありますか。 

○料金係長 未収金は、今のところ１，２６０万円ほどありまして、これにつきましては、７月、８月にですね、

市内の方、また市外の方にですね。 

 あ、５年過ぎて時効になった件数ですね。 

○委員長 取れない金額ね、最終的に。 

○料金係長 取れない金額ですね。取れない金額はですね、以前報告させていただいてあるんですけれども。 

○水道事業部長 賦課徴収漏れの額につきましては、先般、御説明したとおりの金額で、それ以降はですね、動

いておりません。結果的にですね、その段階でも説明させていただきましたが、５年を経過してしまった賦課徴

収漏れの金額といたしましては、１，５５６万８，０００円余。１，５５６万８，５１０円です、細かく言えば。

あとですね、５年以内のものにつきましては遡及請求ができるということで、現在、今、係長のほうから説明さ

せていただきましたが、そちらのほうを取り組んでいると。こちらのほうの金額が１，９０４万２，３３０円と

いう状況でございます。これにつきまして、今現在ですね、関係者のほうに説明をしながらですね、回らさせて

いただいて、結果的に今、人数ベースでいきますと５５％くらいまでのところはですね、話はついております。

未収金のほうが、約まだ１，２００万円くらいはあるという形です。一括納入する場合と分割納入の場合、多々

ございますものですから、どうしてもその、納入の金額ベースでいくと、まだ３４％。１，９００万円余のうち

納入されている金額がですね、６４６万３，０００円というような状況ですので３４％程度になりますが、件数
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ベースでまいりますと１５５件でございますので、８５人の方々と調整がつきまして、入れていただけていると

いう形になっておりますので、５５％というふうな状況になっています。こちらにつきましてですね、水道事業

部挙げてですね、こちらのほうの納入のお願いの取り組みのほうを進めさせていただいていますので、よろしく

お願いいたします。 

○委員長 それと、もう１点、済みませんが、ことしの下水道の決算は、いい決算になってきてるんですけれど

も、流動比率ですね、流動資産を流動負債で割ったものでございますが、平成２２年度が約６２８．５％が、平

成２３年度は２６４．６というふうに下がりましたけれども、この辺は、どういう理由というか、どんな分析を

されていますか。 

○経営管理課長 担当係長から説明させていただきます。 

○庶務係長 流動比率ですね、お話。これの下がった理由につきましては、流動比率。 

○委員長 流動資産を流動負債で割って、掛ける１００。 

○庶務係長 流動資産のほうの現金がですね、これ、一部簡易簡保の保険料がですね、未払い金に計上されてい

るものですので、その時点、３月３１日の時点では現金がまだそこに残っているので、それで、分子と言うか、

上の流動資産が大きくなってこういう状態になっているということでございます。 

○委員長 いいです。わかりました。ほかの委員さん、ありますか。 

○塩原政治委員 ７４ページ、ここで浄化センター費がありますけど、これ、平成２３年度の予算からしても、

平成２２年度の決算から見ても、１割り近くの３，４００万円減ってますよね。これは、企業努力ですか。それ

とも何かの要因があって。 

○浄化センター所長 主に減につきましてはですね、修繕費がありますけれども、修繕費をですね、約２，９０

０万円ほど減額してですね、それは有利な国庫補助を使ってですね、長寿命化のほうへですね、かえてですね、

国庫補助のほうへ修繕費をかえてですね、それを電気の設備の修繕とかですね、管理棟の玄関の修繕とか、そう

いうもののあれを国庫補助のほうの有利なほうへ持っていって、修繕費を削ったということでございます。 

○塩原政治委員 ということは、これからもそういう方向で節約できていくってことですか。 

○浄化センター所長 平成２４年度予算もですね、今、長寿命化事業を、何て言いますか、委託をかけてですね、

その対象になるものとかならないものを洗い出してですね、対象になるものは修繕費に載せなんで、国庫補助の

ほうへ振りかえてですね、当然やっていきたいというふうに思います。 

○塩原政治委員 そういうこともできるとすれば、大いに努力してもらいたいと思うんですけど、基本的にこれ、

見ると、大体毎年３億９，０００万円から４億円くらいで、予算は。要するに予算と決算は連動してないって形

が見えるんですよね。もしそういう形でできるとすれば、ある程度、やっぱ決算のほうも予算に反映させていた

だきたいと、そんなふうに思います。 

○委員長 要望でいいですか。 

○塩原政治委員 はい。 

○横沢英一委員 事業効果の面でちょっと聞かせていただきたいんですが、４７ページの中に奈良井川５号雨水

幹線っていうのが６１６．１メートルやってあるということですが、今回、このラインはですね、ほとんど完了

したと思います。所期の目的は、やはり何と言っても、塩尻駅裏っていうか西側のですね、あそこの市街地の水
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を奈良井川に流すというようなことで多額な事業費がかかっているわけでございますが、所期の目的は達成され

てるというようなことでよろしいでしょうか。 

○建設維持課長 委員お話しのとおりで、今年度で６１６メートル、西幹線含めて工事しておりますし、平成２

２年度の工事でシューマートまでの間を工事しております。その前年度では、シューマートからの横断もしてお

りますので、今言われるように、駅の西口からあの辺の排水の処理は十分できる、吸収できることになりますし、

先ほど建設のほうでお話ありましたけど、１９号の国道、シェルのところまでっていう話もありますので、それ

も建設のほうとタイアップして工事すれば、西口から桔梗ヶ原にかけての排水の処理はできるようになりますの

で、お願いしたいと思います。 

○横沢英一委員 最近だったと思うんですが、ピンクマンションの前を通ったらですね、あそこに１０センチく

らい水がずうっとたまってたんですよね。というのは、うまくそこへ入ってないんじゃないかと危惧をしたのが

１点とですね、もう１つは、今あの周辺は、デンデンムシのアンダーの下のちょっと横に大きな浸透ますをつく

ってありますよね。それで、そこへつながったままだと思うんですよね。そろそろあれをですね、せっかくこん

な多額なお金をかけてつくったのですから、あれを廃止をしてですね、できるだけ早く雨水幹線につなげるって

いうことも大事なことだと思います。 

 それともう１つは、高校北通線の立体化になっておりまして、あそこ区画整理が、ＪＲより西側に区画整理が

ありますけれども、あそこの水は、側溝の水は全部、雨水幹線の分岐されたパイプの中に落としてあるんですよ

ね。そうすると、その下に大きなやっぱり浸透ますがあるんですよ。大きいったって、相当大きいですよ。５０

０平方メートルばかあって、深さは５メートルもあるんですから。こういうのをですね、いつまでも残さなんで、

早く埋めて地主に返しちゃうとかですね、さっきのデンデンムシの西側は、もう市のたしか土地だと思いますで、

早くあれして処分して、水系をしっかり直すということが大事だと思います。それで、私も、ほかの雨水幹線も

ですね、やっぱり見た時に、大雨降った時でも、そんなに放流口からがんがん水が出てるっていうことは、渋川

以外は見てないもんですから。どうでしょうかね、１回、建設部のほうと雨水幹線のほうと１回見てですね、で

きるだけ効果を出すように。せっかくものすごいお金かけてるんですから、効果を出すように、そういう落ちが

ないか点検をするというようなことも大事なことだと思いますので、要望で結構ですので、そんな点検もお願い

しておきます。 

○中原輝明委員 今の関連だけどさ、また変な嫌みみたいになっちゃうけど。昔はね、ちょっと余談になるが、

青木正一って助役がいたの知ってる、皆さん知ってる人はいるわな。あの人は、皆様の出る前にてえーっと全部

回っただよ、雨降ろうが、やりが降ろうが。そして、黙ってここで聞いてりゃ、皆さん、うそこくもんでぴしゃ

っとやられちゃっただ。皆さんが、与えられている職務っていうのは、何をしりゃいい職務に今働いているか、

給料もらっているかってことを考える。そうすると、おのずから朝早く出て超勤もらうじゃなくて、現場をさー

っと見て、今、横沢委員の言われる前にすべて処理ができるわけ。それともう１点、議会議員が一番いけないの

は、ここであんなこと言わなくたって、そこへ行って直接言やあ直るわけだな。だで、こんなとこでそんなよっ

こなことを言う、もう少しさ、直接皆さんに言やあできることを、横沢委員だけじゃないだ、みんながそうだ、

おれもそうだが。こんなとこで偉いような顔して言ったってだめさ。ちっとばかの水やるくらいなことは、あそ

こにたまってるで、お前たち行って見て来いよって、それを処理しろよっていうのが、我々と皆さんと一体した
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行動をして、塩尻市はますますよくなる。そういうことです。 

○委員長 要望でよろしいでしょうか。 

○中原輝明委員 答えは要らんな。 

○委員長 それじゃあ、ほかにはございませんかね。 

 ないので、討論を行います。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ないので、採決を行います。議案第１０号平成２３年度塩尻市下水道事業会計決算認定については、

原案のとおり認定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 異議なしと認め、議案第１０号平成２３年度塩尻市下水道事業会計決算認定については、全員一致を

もって認定すべきものと決しました。次に進みます。今回は、ちょっとたくさんだもんで、この農集排までやり

たいと思います。 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

議案第１１号 平成２３年度塩尻市農業集落排水事業会計決算認定について 

○委員長 議案第１１号平成２３年度塩尻市農業集落排水事業会計決算認定についてを議題とします。説明を求

めます。 

○経営管理課長 それでは、９８ページからお願いします。塩尻市農業集落排水事業の報告書でございます。９

９、１００ページの概要につきましては本会議で説明してありますので、内容を省略いたします。１０１ページ

に議会議決事項が、また１０４ページに９件、１，０１２万９，３５０円の工事の概要が、また１０６ページに

業務について、１０７ページには工事費１，０００万円以上、委託について２００万円以上の契約について記載

しておりますが、工事費は該当がありません。また、企業債の概要、償還状況です。１０９ページからは塩尻市

農業集落排水事業決算となります。１１０ページから１１３ページには、決算報告書を款項区分により税抜きで

記載しております。１１４ページをお願いいたします。失礼しました。こちらにつきましては、後ほど説明させ

ていただきます。 

それでは、１２０ページをお願いいたします。収益費用明細書から主なものを税込みで説明いたします。収益

の部でございます。１款農業集落排水事業収益１項営業収益１目農業集落排水施設使用料の１億５４４万４，０

００円余につきましては、農業集落排水施設使用料でございます。使用料につきましては、対前年度比５．６％

減で、６２７万３，５８０円の減額になっております。収納率につきましては９８．５％となっております。２

目他会計負担金２億９０５万５，０００円は、地方公営企業操出基準により一般会計から負担すべきものとされ

ているものでございます。 

○浄化センター所長 それでは、１２１ページをお願いいたします。１２１ページの１項営業費用１目の管渠費

でございます。１，９９１万２，９４２円でございます。そのうち１８節の委託料４２０万円でございますが、

これにつきましては、マンホールポンプの維持管理委託料ということで、塩尻処理区が４４カ所、贄川処理区が

１７カ所、計６１カ所の保守点検、あるいは清掃、緊急対応などの委託料でございます。２１節の修繕費１，１

２０万円でございますが、そのうちマンホールポンプ修繕費につきましては４７１万６，６００円ということで、
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これにつきましては、非常通報装置３カ所、あるいはマンホールポンプ場の水位計修繕、あるいはマンホールポ

ンプのオーバーホール６台などの修繕ということでございます。管路施設修繕費２９２万２，１５０円。これに

ついては、８件のマンホール周りの修繕ということでございます。２４節の動力費３３１万８，１１６円。これ

につきましては、農集の８カ所のマンホールポンプ場の電気料、７万８２キロワットでございます。 

 ２目浄化センター費５，６８１万８，２５３円。これにつきましては、農集８カ所で合計５４万３，２２０ト

ンを処理した、伴います維持管理費ということで、１８節の委託料２，９１６万３，０９２円でございます。そ

のうち、浄化センター管理委託料１，３７４万４，５００円ということで、農集８カ所分の運転管理委託でござ

います。内容については、週１回の水質検査、あるいは機器の点検、月報、日報などの作成でございます。汚泥

運搬等委託料１，４５１万２，７４４円でございますが、衛生センターへ運搬しているものでございまして、汚

泥の運搬量が２，２８６．５８トン、あるいはし渣の処分７，３４９キロの費用ということでございます。２１

節の修繕費１，２９９万７，０００円でございますが、そのうち施設修繕費１，２８４万１，５００円でござい

ます。これについては、農業集落排水処理施設の修繕工事で、曝気装置あるいは汚泥かき寄せ機器などのオーバ

ーホールほか７件の修繕費でございます。１２２ページをお願いします。２４節の動力費１，３４０万３，３４

７円、これは農集８カ所分の施設電気料ということで、８４万２，８１７キロワットということでございます。

私からは以上でございます。 

○経営管理課長 ５目業務費でございます。負担金５７５万円につきましては、農業集落排水施設使用料徴収経

費負担金として水道事業会計へ支払ったものでございます。 

６目総係費９５３万４，０００円余につきましては、経常経費が主なものでございます。 

 次に、１２３ページをお願いいたします。７目減価償却費１億３，６６５万２，０００円余につきましては、

固定資産減価償却費でございます。固定資産明細書が１２６、１２７ページにありますので、御参照願います。 

 ２項営業外費用１目支払利息及び企業債取扱諸費７，６１７万８，０００円余につきましては、過年度に借り

入れました企業債の利息であります。１７９件分でございます。 

３項特別損失でございます。こちらにつきましては１２万４，３２０円ですが、不納欠損金８件分でございま

す。私からは以上です。 

○建設維持課長 それでは、１２４ページをお願いします。資本的収入支出の明細でありますけども、収入の部

の１款資本的収入であります。１目他会計負担金につきましては、５，２９６万９，０００円。これは、地方公

営企業繰出基準に基づきまして一般会計からの繰入金であります。 

３目受益者分担金であります。３７０万７，０００円、これは、受益者分担金９件分の負担金でありますので、

よろしくお願いします。 

１２５ページをお願いします。資本的支出１項建設改良費１目農業集落排水事業管渠施設費２２節の工事請負

費でありますけども、管渠工事２件、８８．４メートル、汚水ます５件の工事費でありまして、７１３万６，０

００円余であります。 

３目の農業集落排水事業処理場建設費の２２節の工事請負費でありますけども、６処理場のポンプ、ブロワー

等の機械設備の更新１３件で、２９９万２，０００円余でありますのでお願いします。私からは以上です。 

○経営管理課長 ２項企業債償還金につきましては、過年度に借り入れました企業債の元金分の償還です。１７
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９件分、１億８，６３３万４，０００円余であります。企業債明細書は１２８ページから１３３ページにありま

すので、御参照願います。 

それでは、１１４ページをお願いします。農業集落排水事業損益計算書であります。税抜きで記載してござい

ます。下から３行目になりますが、当年度の純利益は６７０万４，０００円余となりました。よって、当年度未

処理欠損金は２，７４９万１，０００円余となりました。 

次に、１１７、１１８ページをお願いします。農業集落排水事業貸借対照表でございます。税抜きで記載して

ございます。本市につきましては、約７０キロメートルの汚水管渠と、８カ所の下水処理場を設けております。

その施設の管理運営を行っているものでございます。 

資産の部では、最下段になりますが、資産合計８６億９，１５８万２，０００円余となりました。１１８ペー

ジをお願いいたします。負債の部では、負債合計３，９３７万１，０００円余となりました。資本の部では、下

から２行目になりますが、資本合計は８６億５，２２１万１，０００円余でありまして、負債資本合計は、資本

合計と同額の８６億９，１５８万２，０００円余となりました。以上で、農業集落排水事業につきまして説明を

終わらせていただきます。 

○委員長 質疑を行います。委員より御質問がありますか。 

○議長 決算審査の所見の中でも言われているようにね、上田処理区を北小野の特環につないだことによって、

ある程度農集排の経営の健全化が図られたということですけど、今後、公共なり特環なりにつなげる予定の処理

区というのは考えておられますか。 

○建設維持課長 昨年、上田処理区を統合しておりますし、その状況を見ながらでありますけども、まだ各農業

集落排水施設が８カ所ありますんで、それの計画については、将来的にはつなぎ込みを含めて考えておりますけ

ども、今、今回実施計画等も作成する中で、全体のやはり計画をもう一回見直して、農集もありますけども、そ

のほかの下水道事業の計画をもう一回見直しをしながら、つなぎ込みのほうは考えていきたいと思います。当然、

処理場につきましては、維持管理費はかかっておりますけども、それをやめて公共へつなぐことによりましての

本管での布設もかなりかかりますし、その辺のライフスタイル、将来的なコストも全部見てから接続のほうは検

討してまいりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○委員長 ほかには、よろしいですかね。 

 それでは、ないので、討論を行います。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ないので、採決を行います。議案第１１号平成２３年度塩尻市農業集落排水事業会計決算認定につい

ては、原案のとおり認定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 なしと認め、議案第１１号平成２３年度塩尻市農業集落排水事業会計決算認定については、全員一致

をもって認定すべきものと決しました。 

 以上をもちまして、本日の審査を終わりにいたします。大変御苦労さまでございました。 

午後５時０７分 閉会 
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平成２４年９月１３日（木） 

 委員会条例第２９条の規定に基づき、次のとおり署名する。 

 

経済建設委員会委員長   永井  泰仁   印 

 

 


